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－ii－

 チェックリスト

　入
にゅうがく

学から卒
そつぎょう

業までの間
あいだ

のさまざまな場
ば め ん

面で、必
ひつよう

要となる手
て つ づ

続きをまとめたもので
すので活

かつよう

用してください。

①関
かんさいだいがく

西大学に入
にゅうがく

学するにあたり、来
らいにち

日したとき

□　入
にゅうこく

国時
じ

　資
し

格
かく

外
がい

活
かつどう

動許
きょ

可
か

申
しんせい

請を行
おこな

う
□　1　住

じゅうきょ

居を決
き

める
　　2　市

し く

区町
ちょうそん

村の役
やくしょ

所で手
て

続
つづ

きをする
□　 　・住

じゅうみん

民登
とうろく

録
□　 　・国

こくみん

民健
けんこう

康保
ほ

険
けん

加
か

入
にゅう

□　 　・国
こくみん

民年
ねんきん

金に関
かん

する手
て

続
つづ

き
□　3　教

きょう

務
む

センターに住
じゅうしょ

所を届
とど

け出
で

る
□　4　在

ざいりゅう

留カードのWeb登
とうろく

録を行
おこな

う
□　5　奨

しょうがく

学金
きん

の申
しんせい

請を行
おこな

う
□　6　銀

ぎんこう

行口
こう

座
ざ

を開
かいせつ

設する
□　7　携

けいたい

帯電
でん

話
わ

やインターネットの契
けいやく

約をする

19ページ
41ページ

６ページ
７ページ
８ページ

５ページ
58ページ

②日
に

本
ほん

国
こくない

内の教
きょういく

育機
き

関
かん

を卒
そつぎょう

業・修
しゅうりょう

了・退
たいがく

学して関
かんさいだいがく

西大学に入
にゅうがく

学したとき

□　1　出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局へ「活
かつどう

動期
き

間
かん

に関
かん

する届
とどけ

出
で

（離
り

脱
だつ

・移
い

籍
せき

）」の届
とどけ

出
で

をする
□　2　引

ひっこ

越し先
さき

を決
き

める
□　3　以

い

前
ぜん

の居
きょじゅう

住地
ち

の市
し く

区町
ちょうそん

村の役
やくしょ

所で転
てんしゅつ

出届
とどけ

を出
だ

す
□　4　郵

ゆうびん

便局
きょく

で転
てんきょ

居届
とど

けを出
だ

す
□　5　引

ひっこ

越し先
さき

の市
し く

区町
ちょうそん

村の役
やくしょ

所で転
てんにゅう

入届
とどけ

を出
だ

す
□　6　教

きょう

務
む

センターに住
じゅうしょ

所を届
とど

け出
で

る
□　7　在

ざいりゅう

留カードのWeb登
とうろく

録を行
おこな

う
□　8　奨

しょうがく

学金
きん

の申
しんせい

請を行
おこな

う
□　9　金

きんゆう

融機
きか ん

関、携
けいたい

帯電
でん わ

話会
かいしゃ

社、クレジットカード会
かいしゃ

社などに住
じゅうしょ

所変
へんこう

更の届
とどけで

出をする

14ページ
41ページ
６ページ

６ページ

５ページ
58ページ
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チェックリスト

③卒
そつぎょう

業・修
しゅうりょう

了して帰
き

国
こく

するとき
　大

だいがく

学を卒
そつぎょう

業すると、教
きょういく

育機
き か ん

関に在
ざいせき

籍していないため、在
ざいりゅう

留期
きか ん

間が残
のこ

っていた場
ば

合
あい

であっても、在
ざいりゅう

留
資
し

格
かく

「留
りゅうがく

学」のまま在
ざいりゅう

留することはできません。卒
そつぎょうご

業後は、アルバイトをすることもできません。
速
すみ

やかに帰
き

国
こく

準
じゅん

備
び

をし、出
しゅっこく

国してください。

□　1　住
じゅうたく

宅管
かん

理
り

会
がいしゃ

社に連
れんらく

絡する
　　2　市

し く

区町
ちょうそん

村の役
やくしょ

所で手
て

続
つづ

きをする
□　 　・転

てんしゅつ

出 届
とどけ

□　 　・国
こくみん

民健
けんこう

康保
ほ

険
けん

の脱
だったい

退
□　 　・国

こくみん

民年
ねんきん

金に関
かん

する手
て

続
つづ

き
□　 　・マイナンバー返

へんのう

納手
て

続
つづ

き
□　3　出

しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局に所
しょぞく

属機
き

関
かん

離
り

脱
だつ

の報
ほうこく

告を行
おこな

う
□　4　大

おおがた

型ごみや家
か

電
でん

製
せいひん

品の回
かいしゅう

収を申
もう

し込
こ

む
□　5　電

でｎ

気
き

・ガス・水
すいどう

道・電
でん

話
わ

・インターネットの解
かいやく

約・清
せいさん

算手
て

続
つづ

きをする
□　6　銀

ぎんこう

行口
こう

座
ざ

を解
かいやく

約する
　　 　必

ひつよう

要書
しょるい

類　 在
ざいりゅう

留カード又
また

はパスポート、口
こう

座
ざ

開
かいせつ

設時
じ

に使
し

用
よう

した印
いんかん

鑑、通
つう

帳
ちょう

およ
びキャッシュカード

　　 　重
じゅうよう

要：銀
ぎんこう

行口
こう

座
ざ

を他
た

人
にん

に譲
ゆず

り渡
わた

すことは禁
きん

止
し

されています。
　　 　　　　  犯

はんざい

罪組
そ

織
しき

の手
て

に渡
わた

り、犯
はんざい

罪で得
え

た金
きんせん

銭を管
かん

理
り

する口
こう

座
ざ

として利
り

用
よう

される
可
か

能
のう

性
せい

がありますので、絶
ぜったい

対に他
た

人
にん

に譲
じょう

渡
と

しないでください。
□　7　日

に

本
ほん

を出
しゅっこく

国するときに、空
くうこう

港で在
ざいりゅう

留カードを入
にゅうこく

国審
しん

査
さ

官
かん

に返
へんのう

納する
□　8　校

こうゆう

友会
かい

に連
れんらく

絡し、新
あら

たな住
じゅうしょ

所を登
とうろく

録する

42ページ

６ページ
７ページ
８ページ
10ページ
14ページ
45ページ
43ページ

27ページ

④卒
そつぎょう

業・修
しゅうりょう

了して進
しんがく

学・就
しゅうしょく

職のために日
に

本
ほん

に滞
たいざい

在するとき

□　1　 就
しゅうしょく

職の場
ば

合
あい

は、就
しゅうろう

労のための在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

変
へんこう

更申
しんせい

請について、卒
そつぎょう

業・修
しゅうりょう

了（就
しゅうしょく

職）
の３ヶ月

げつ

程
ほど

前
まえ

には就
しゅうしょく

職先
さき

に相
そうだん

談する
□　2　引

ひっこ

越し先
さき

を決
き

める
□　3　大

おおがた

型ごみや家
か

電
でん

製
せいひん

品の回
かいしゅう

収を申
もう

し込
こ

む
□　4　電

でん

気
き

・ガス・水
すいどう

道・電
でん

話
わ

・インターネットの解
かいやく

約・清
せいさん

算手
て

続
つづ

きをする
□　5　現

げんざい

在の居
きょじゅう

住地
ち

の市
し く

区町
ちょうそん

村の役
やくしょ

所で転
てんしゅつ

出届
とどけ

を出
だ

す
□　6　郵

ゆうびん

便局
きょく

で転
てんきょ

居届
とど

けを出
だ

す
□　7　引

ひっこ

越し先
さき

の市
し く

区町
ちょうそん

村の役
やくしょ

所で転
てんにゅう

入届
とどけ

を出
だ

す
□　8　出

しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局に所
しょぞく

属機
き

関
せき

離
り

脱
だっ

及
およ

び移
い

籍
せき

の報
ほうこく

告をする
□　9　進

しんがく

学先
さき

において在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の更
こうしん

新申
しんせい

請をする
□ 10　校

こうゆう

友会
かい

に連
れんらく

絡し、新
あら

たな住
じゅうしょ

所を登
とうろく

録する

41ページ
45ページ
43ページ
６ページ

６ページ
14ページ

⑤卒
そつぎょう

業・修
しゅうりょう

了後
ご

も就
しゅうしょく

職活
かつどう

動のため日
に

本
ほん

に滞
たいざい

在するとき　

□　「●卒
そつぎょうご

業後も日
に

本
ほん

で就
しゅうしょくかつどう

職活動を続
つづ

ける場
ば

合
あい

」を参
さんしょう

照 17ページ



－iv－

⑥休
きゅうがく

学・除
じょせき

籍・退
たいがく

学するとき
　休
きゅうがく

学・除
じょせき

籍・退
たいがく

学となった場
ば

合
あい

は、教
きょういく

育機
き

関
かん

において教
きょういく

育を受
う

けていないとみなされるため、
在
ざいりゅう

留期
きげ ん

限が残
のこ

っていた場
ば

合
あい

であっても、在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

「留
りゅうがく

学」のまま在
ざいりゅう

留することはできません。休
きゅう

学
がく

・除
じょせき

籍・退
たいがく

学後
ご

は、アルバイトをすることもできません。
アルバイトをすることも法

ほうりつ

律違
い

反
はん

となります。速
すみ

やかに帰
き

国
こく

準
じゅんび

備をし、出
しゅっこく

国してください。

□　1　住
じゅうたく

宅管
かん

理
り

会
がいしゃ

社に連
れんらく

絡する
　　2　市

し く

区町
ちょうそん

村の役
やくしょ

所で手
て

続
つづ

きをする
□　 　・転

てんしゅつ

出 届
とどけ

□　 　・国
こくみん

民健
けんこう

康保
ほ

険
けん

の脱
だったい

退
□　 　・国

こくみん

民年
ねんきん

金に関
かん

する手
て

続
つづ

き
□　 　・マイナンバー返

へんのう

納手
て

続
つづ

き（除
じょせき

籍・退
たいがく

学の場
ば

合
あい

のみ）
□　3　出

しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局に所
しょ

属
ぞく

機
き

関
かん

離
り

脱
だっ

の報
ほうこく

告を行
おこな

う（除
じょせき

籍・退
たいがく

学の場
ば

合
あい

のみ）
□　4　大

おおがた

型のごみや家
か

電
でん

製
せいひん

品の回
かいしゅう

収を申
もう

し込
こ

む
□　5　電

でん

気
き

・ガス・水
すいどう

道・電
でん

話
わ

・インターネットの解
かいやく

約・清
せいさん

算手
て

続
つづ

きをする
□　6　銀

ぎんこう

行口
こう

座
ざ

を解
かいやく

約する（除
じょせき

籍・退
たいがく

学の場
ば

合
あい

のみ）
　　 　必

ひつよう

要書
しょるい

類　 在
ざいりゅう

留カード又
また

はパスポート、口
こう

座
ざ

開
かいせつ

設時
じ

に使
し

用
よう

した印
いんかん

鑑、通
つう

帳
ちょう

およ
びキャッシュカード

　　 　重
じゅうよう

要：銀
ぎんこう

行口
こう

座
ざ

を他
た

人
にん

に譲
ゆず

り渡
わた

すことは禁
きん

止
し

されています。
　　 　　　　  犯

はんざい

罪組
そ

織
しき

の手
て

に渡
わた

り、犯
はんざい

罪で得
え

た金
きんせん

銭を管
かんり

理する口
こう

座
ざ

として利
り

用
よう

される
可
か

能
のう

性
せい

がありますので、絶
ぜったい

対に他
た

人
にん

に譲
じょう

渡
と

しないでください。
□　7　日

に

本
ほん

を出
しゅっこく

国するときに、空
くうこう

港で在
ざいりゅう

留カードを入
にゅうこく

国審
しん

査
さ

官
かん

に返
へんのう

納する

42ページ

６ページ
７ページ
８ページ
10ページ
14ページ
45ページ
43ページ

27ページ
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チェックリスト

⑦復
ふくがく

学・復
ふくせき

籍・再
さい

入
にゅうがく

学するとき
　新
あら

たに在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

認
にんてい

定証
しょうめい

明書
しょ

を取
しゅとく

得し、ビザを申
しんせい

請する必
ひつよう

要があります。
　在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

認
にんてい

定証
しょうめい

明書
しょ

の審
しん さ

査には１～２ヶ月
げつ

かかりますので、早
はや

めに国
こくさい

際部
ぶ

に相
そうだん

談してください。

　復
ふくがく

学予
よ

定
てい

時
じ き

期の３ヶ月
げつ

前
まえ

ごろ
□　1　教

きょう

務
む

センターに相
そうだん

談する
□　2　国

こくさい

際部
ぶ

に報
ほうこく

告する　
　　3　在

ざいりゅう

留資
し

格
かく

認
にんてい

定証
しょうめい

明書
しょ

申
しんせい

請に必
ひつよう

要な書
しょるい

類を用
よう

意
い

する
　　＜必

ひつよう

要書
しょるい

類＞　
□　　在

ざいりゅう

留資
し

格
かく

認
にんてい

定証
しょうめい

明書
しょ

交
こう

付
ふ

申
しんせい

請書
しょ

□　　パスポートの写
うつ

し（顔
かお

写
しゃしん

真のページ及
およ

び全
すべ

ての出
しゅつにゅうこく

入国記
きろ く

録ページ）
□　　写

しゃしん

真（40mm×30mm　申
しんせい

請時
じ

の２ヶ月
げつ

前
まえ

より後
のち

に撮
さつえい

影したもの）１枚
まい

　　　経
けい

費
ひ

支
し

弁
べん

能
のうりょく

力を立
りっしょう

証できる書
しょるい

類
□　　・銀

ぎんこう

行残
ざんだか

高証
しょうめい

明書
しょ

（１年
ねんかん

間の学
がく

費
ひ

を上
うわまわ

回る金
きんがく

額のもの）
□　　・経

けい

費
ひ

支
し

弁
べん

者
しゃ

の在
ざいしょく

職証
しょうめい

明書
しょ

□　　・経
けい

費
ひ

支
し

弁
べん

者
しゃ

の収
しゅうにゅう

入証
しょうめい

明書
しょ

□　　・経
けい

費
ひ

支
し

弁
べん

者
しゃ

が本
ほんにん

人以
い

外
がい

の場
ば

合
あい

、その関
かんけい

係を証
しょうめい

明する書
しょるい

類（戸
こ

籍
せき

証
しょうめい

明等
とう

）
□　　・復

ふくがく

学（籍
せき

）願
ねがい

（教
きょうむ

務センターに提
ていしゅつ

出し、受
うけつけ

付印
いん

が押
お

されたもの）
□　　・在

ざいがく

学証
しょうめい

明書
しょ

□　　・休
きゅうがく

学（除
じょせき

籍）前
まえ

までの成
せいせき

績証
しょうめい

明書
しょ

□　4　在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

認
にんてい

定証
しょうめい

明書
しょ

の申
しんせい

請代
だいこう

行を依
い

頼
らい

する
　　　 国

こくさい

際部
ぶ

の業
ぎょうむ

務委
い

託
たく

先
さき

を紹
しょうかい

介します。
　　　 自

じ

分
ぶｎ

で代
だいこう

行依
い

頼
らい

先
さき

を探
さが

すこともできます。

　在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

認
にんてい

定証
しょうめい

明書
しょ

が手
て

元
もと

に届
とど

いたら
□　　母

ぼ

国
こく

の大
たい

使
し

館
かん

・領
りょう

事
じ

館
かん

でビザを申
しんせい

請する
□　　ビザ発

はっきゅう

給後
ご

、航
こうくう

空券
けん

を手
て

配
はい

する

　入
にゅうこく

国
□　　入

にゅうがく

学時
じ

と同
おな

じ
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学部・大学院 専門職大学院

21 日 月 火 水 木 金 土

01 日 学年始、春学期開始
01 日 入学式 [学部]
01 日 〔オリエンテーション (～3 日)〕
02 日 入学式 [大学院]
02 日 〔オリエンテーション (～3 日)〕
05 日 春学期授業開始
15 日 修士論文計画書（9月期修了）提出締切
16 日 (理工学研究科を除く)
29 日 昭和の日 (授業日)

1 日 学年始・春学期開始
2 日 入学式

〔オリエンテーション (～3 日)〕
5 日 春学期授業開始
29 日 昭和の日（授業日）

4

月

1 2 3

12

19

26

6 7 8 9 10

13 14 15 16 17

20 21 22 23 24

27 28 29 30

5

月

0

3 日 憲法記念日 (祝日)
04 日 みどりの日 (祝日)
05 日 こどもの日 (祝日)
0

3 日 憲法記念日 (祝日)
4 日 みどりの日 (祝日)
5 日 こどもの日 (祝日)

3

10

17

24

31

6

月

05 日 大学昇格記念日 (授業日) 5 日 大学昇格記念日 (授業日)1 2 3 4 5

8 9 10 11 12

15 16 17 18 19

22 23 24 25 26

29 30

7

月

15 日 修士論文（9月期修了）提出締切
春学期 15 週目 (15～21日)
21 日 春学期授業終了
22 日 海の日(補講日)
23 日 スポーツの日（試験日）
23 日 春学期試験期間 [学部] (～30 日)
23 日 集中講義・補講期間 [大学院] (～30 日)
30 日 春学期試験

31 日 予備日

[大学院]
定期試験に代わる論文試験受付 [学部] (下旬)

21 日 春学期授業終了〈会計〉
22 日 春学期授業終了〈法務〉
22 日 海の日（補講日）
22 日 補講日（～31日）〈会計〉
23 日 スポーツの日（試験日）〈法務〉

（補講日）〈会計〉
23 日 春学期試験（～31日）〈法務〉

5

12

19

26

1 2 3

6 7 8 9 10

13 14 15 16 17

20 21 22 23 24

27 28 29 30 31

8

月

６･７･10日　追試験
８日　山の日（祝日）

1 日 夏季休業（～９月20日）
1 日 夏季休業 (～9 月 20 日)
8 日 山の日 (祝日)

追試験《未定》〈法務〉
添削答案返却《未定》〈法務〉

1

8

15

22

29 30

2 3 4 5 6 7

9 10 11 12 13 14

16 17 18 19 20 21

23 24 25 26 27 28

31

9

月

春学期成績発表 《未定》
秋学期履修届受付 《未定》
17 日 春学期卒業式
18 日 学位記 (9月期修士・9月期博士)授与式〔大学院〕
18 日 秋学期入学式 (総合情報学部､文学･理工学･外国語

教育学･東アジア文化研究科)〔新入生指導行事〕
20 日 春学期終了

21 日 秋学期開始
21 日 秋学期授業開始
23 日 秋分の日 (授業日)

春学期成績発表 《未定》
在学生履修届受付《未定》
17 日 学位記

授与式
（9月期法務博士・9月期会計修士）

20 日 春学期終了

秋学期開始21 日
敬老の日（祝日）

21 日 秋学期授業開始
23 日 秋分の日 (授業日)

6

13

20

27

1 2 3 4

7 8 9 10 11

14 15 16 17 18

21 22 23 24 25

28 29 30

’

11

18

25

4 5

654 7

11 12 13 14

18 19 20 21

25 26 27 28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

7

14

21

28

6

13

20

27

4

11

18

25

5

12

19

26

敬老の日（祝日）

9 日 振替休日

9 日 振替休日

202１年度  学年暦
学年暦
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学部・大学院 専門職大学院

日 月 火 水 木 金 土

14 日 修士論文計画書（3月期修了）提出締切
14 日 (理工学研究科を除く)10

月

4

11

18

25

1 2

5 6 7 8 9

12 13 14 15 16

19 20 21 22 23

26 27 28 29 30

11

月

〔学園祭 (上旬) 予定〕[学部]

03 日 文化の日 (祝日)
04 日 大学創立記念日 (休業日)0

23 日 勤労感謝の日（祝日）

1 日 補講日（～２日）〈会計〉
3 日 文化の日 (祝日)
04 日 大学創立記念日（授業日）〈法務〉

　　　　　　　（休業日）〈会計〉

23 日 勤労感謝の日（祝日）

12

月
26 日 冬季休業 (～1 月 6 日)

25 日 補講日〈会計〉
26 日 冬季休業 (～1 月 6 日)

9

1 2 3 4

6 7 8 10 11

13 14 15 16 17 18

20 21 22 23 24 25

27 28 29 30 31

’22 0１日　元日（祝日）
７日　授業再開
７日　月曜日の授業日
10日　成人の日（祝日）
秋学期15週目 （8･13･14･17～19日） 
14日　修士論文（3月期修了）提出締切
　　　（総合情報学研究科知識情報学専攻､
　　　社会安全研究科、理工学研究科を除く）
〔1月15･16日　大学入学共通テスト〕
19日　秋学期授業終了
20日　補講日
21日　秋学期試験[学部]（～28日）
21日　集中講義・補講期間[大学院]（～28日）
27日　秋学期試験[大学院]
29日　予備日
定期試験に代わる論文試験受付（下旬）

〔入学試験（１～７日）予定〕
11日　建国記念の日（祝日）
12･14･15日　追試験〔学部〕
14日　修士論文（３月期修了）提出締切
　　　（総合情報学研究科知識情報学専攻､
　　　社会安全研究科､理工学研究科）
16～18日　修士論文口頭試問･公聴会
23日　天皇誕生日（祝日）

卒業成績発表《未定》
在学生成績発表《未定》
在学生履修届受付《未定》
19日　卒業式
21日　春分の日（祝日）
21日　春季休業[学部]（～31日）
22日　学位記（修士･博士）授与式
24日　春季休業[大学院]（～31日）
31日　学年終･秋学期終了

専門職学位課程修了者発表《未定》〈法務〉
秋学期成績発表《未定》
在学生履修届受付《未定》

21日　春分の日（祝日）
22日　学位記（法務博士・会計修士）授与式
24日　春季休業（～31日）
31日　学年終・秋学期終了

追試験《未定》〈法務〉
添削答案返却《未定》〈法務〉
11日　建国記念の日（祝日）

23日　天皇誕生日（祝日）

共通到達度確認試験《未定》〈法務〉
１日　元日（祝日）
７日　授業再開・月曜日の振替授業日〈法務〉
７日　補講日〈会計〉
８日　授業再開〈会計〉
10日　成人の日（祝日）
20日　補講日・秋学期授業終了〈法務〉
21日　秋学期試験（～31日）〈法務〉
21日　補講日〈会計〉
26日　補講日（～29日）〈会計〉
31日　秋学期授業終了〈会計〉

1

月

3

10

17

24

31

2

月

1 2 3 4 5

8 9 10 11 12

15 16 17 18 19

22 23 24 25 26

7

14

21

28

3

月

3

10

17

24

31

7

14

21

28

1 2 3 4 5 6

8 9 10 11 12 13

15 16 17 18 19 20

22 23 24 25 26 27

29 30

5

12

19

26

2

9

16

23

30

1

4 5 6 7 8

11 12 13 14 15

18 19 20 21 22

25 26 27 28 29

6

13

20

27

6

13

20
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1 2 3 4 5
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日本在留中の諸手続

はじめに

　ご入
にゅうがく

学おめでとうございます。この『外
がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生ガイドブック2021』は、
留
りゅうがくせい

学生の皆
みな

さんに、日
に

本
ほん

での留
りゅうがく

学生
せいかつ

活を安
あんしん

心して送
おく

っていただくために配
はい

布
ふ

してい
る冊

さっ

子
し

です。入
にゅうがく

学から卒
そつぎょう

業までのいろいろな場
ば

面
めん

で必
ひつよう

要となる情
じょうほう

報を各
かく

ページに
掲
けいさい

載しています。まずは全
すべ

てのページに目
め

をとおし、その後
ご

、学
がくせい

生生
せいかつ

活での必
ひつよう

要に
応
おう

じて参
さんしょう

照してください。
※ このガイドブックに記

き さ い

載された内
ないよう

容は、変
へんこう

更になる場
ば あ い

合があります。ご了
りょうしょう

承くだ
さい。

国
こくさい

際部
ぶ

について

　国
こくさい

際部
ぶ

は、外
がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生が直
ちょくめん

面する様
さまざま

々な問
もんだい

題・疑
ぎ

問
もん

に対
たい

して、相
そうだん

談できる窓
まどぐち

口
です。どこに相

そうだん

談したら良
よ

いかわからない場
ば

合
あい

は、まずは遠
えんりょ

慮なく国
こくさい

際部
ぶ

に来
き

てく
ださい。
　また国

こくさい

際部
ぶ

では、外
がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生を対
たいしょう

象とした様
さまざま

々な交
こうりゅう

流イベント（アクティビ
ティ）等

とう

を実
じ っ し

施しています。是
ぜ ひ

非、国
こくさい

際部
ぶ

からの情
じょうほう

報に注
ちゅうい

意しながら、皆
みな

さんのキャ
ンパスライフをより快

かいてき

適で充
じゅうじつ

実したものにしてください。

場
ば し ょ

所：第
だい

２学
がくしゃ

舎１号
ごうかん

館２階
かい

　76～77ページ　キャンパスマップ参
さんしょう

照
開
かい

室
しつ

時
じ か ん

間：月
げつようび

曜日～土
ど よ う び

曜日　9：00～17：00
　　　　　（夏

か き

季 休
きゅうぎょう

業 期
き か ん

間の土
ど よ う び

曜日、一
いっせい

斉 休
きゅうぎょう

業 期
き か ん

間等
とう

を除
のぞ

く）
主
おも

な取
とりあつかい

扱事
じ む

務：・在
ざいりゅう

留手
て つ づ

続き
　　　　　　　　・外

がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生対
たいしょう

象の奨
しょうがく

学金
きん

等
とう

に関
かん

する手
て つ づ

続き
　　　　　　　　・ 学

がくせい

生寮
りょう

（秀
しゅうれい

麗寮
りょう

・ドミトリー月
つき

が丘
おか

・南
みなみせんりこくさい

千里国際プラザ留
りゅうがくせい

学生寮
りょう

・
南
みなみせんり

千里国
こくさいがくせいりょう

際学生寮・KU I-House）、KUシェアハウス、学
がく

外
がい

の宿
しゅく

舎
しゃ

（企
きぎょう

業の社
しゃいん

員 寮
りょう

等
とう

）に関
かん

する手
て つ づ

続き
　　　　　　　　・Mi-Roomの運

うんえい

営（セッションの実
じ っ し

施等
とう

を含
ふく

む）
　　　　　　　　・国

こくさい

際交
こうりゅう

流イベント等
とう

、アクティビティの実
じ っ し

施
　　　　　　　　・国

こくさい

際部
ぶ

教
きょういん

員によるオフィスアワー
　　　　　　　　・グローバル科

か

目
もく

の授
じゅぎょう

業支
し

援
えん

　　　　　　　　・海
かいがい

外派
は け ん

遣留
りゅうがく

学に関
かん

する手
て つ づ

続き

国
こくさい

際部
ぶ

ウェブサイト：　https://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/
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国
こくさい

際部
ぶ

からの連
れんらく

絡について

　国
こくさい

際部
ぶ

から留
りゅうがくせい

学生の皆
みな

さんへの連
れんらく

絡は、インフォメーションシステムの個
こ じ ん

人伝
でんごん

言 
・登

とうろく

録メールアドレスへの配
はいしん

信、Facebook、LINE等
とう

のSNSにて行
おこな

います。在
ざいりゅう

留
手
て つ づ

続きや奨
しょうがく

学金
きん

の手
て つ づ

続きなど、重
じゅうよう

要な連
れんらく

絡は、個
こ じ ん

人伝
でんごん

言で行
おこな

いますが、いずれの
連
れんらく

絡ツールも常
つね

に確
かくにん

認するようにしてください。
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日本在留中の諸手続

 日
に

本
ほん

在
ざいりゅう

留中
ちゅう

の諸
しょ

手
てつづき

続

在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

　在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

とは、外
がいこく

国人
じん

が日
に

本
ほん

に入
にゅうこく

国・在
ざいりゅう

留して行
おこな

うことができる活
かつ

動
どう

等
とう

を類
るい

型
けい

化
か

したもので、法
ほう

令
れい

によって定
さだ

められています。日
に

本
ほん

に上
じょうりく

陸しようとする外
がい

国
こく

人
じん

は、
一
いっ

定
てい

の在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

に該
がい

当
とう

することの審
しん

査
さ

を受
う

けなければなりません。また、日
に

本
ほん

に
在
ざいりゅう

留する外
がい

国
こく

人
じん

は、原
げん

則
そく

として、一
いっ

定
てい

の在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

をもって日
に

本
ほん

に在
ざいりゅう

留するものとさ
れています。
　本

ほん

学
がく

に在
ざい

学
がく

する外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がくせい

生のほとんどは、「留
りゅうがく

学」という在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

を与
あた

えられ
ています。これは、日

に

本
ほん

の大
だい

学
がく

等
とう

の教
きょういく

育機
き

関
かん

で教
きょういく

育を受
う

ける活
かつ

動
どう

を行
おこな

う外
がい

国
こく

人
じん

を
対
たいしょう

象にした在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

です。
　在

ざいりゅう

留資
し

格
かく

の種
しゅ

類
るい

によっては、就
しゅうろう

労活
かつ

動
どう

（アルバイトなど）が禁
きん

止
し

されているもの
もあります。「留

りゅうがく

学」の在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

もこれに該
がい

当
とう

します。ただし、「資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

」
を取

しゅ

得
とく

すれば、定
さだ

められた範
はん

囲
い

内
ない

で就
しゅうろう

労活
かつ

動
どう

を行
おこな

うことも可
か

能
のう

です。

在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

　在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

とは、在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

を与
あた

えられた外
がい

国
こく

人
じん

が日
に

本
ほん

に滞
たい

在
ざい

することのできる期
き

間
かん

です。つまり、在
ざい

留
りゅう

期
き

間
かん

の満
まんりょう

了日
び

までは、適
てき

法
ほう

に日
に

本
ほん

に滞
たい

在
ざい

することができます。
在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の満
まんりょう

了日
び

を経
けい

過
か

した後
のち

も日
に

本
ほん

に滞
たい

在
ざい

し続
つづ

けた場
ば

合
あい

は、不
ふ

法
ほう

滞
たい

在
ざい

となり、
最
さい

悪
あく

の場
ば

合
あい

、退
たい

去
きょ

強
きょうせい

制を命
めい

じられます。
　「留

りゅうがく

学」の在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

の場
ば

合
あい

、在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

は、卒
そつぎょう

業までの所
しょ

要
よう

年
ねん

数
すう

、成
せい

績
せき

、生
せい

活
かつ

状
じょうきょう

況などを考
こう

慮
りょ

して決
けっ

定
てい

されます。成
せい

績
せき

や生
せい

活
かつ

状
じょうきょう

況が悪
わる

いと、在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

が短
みじか

くなっ
たり、在

ざいりゅう

留期
き

間
かん

の更
こう

新
しん

が認
みと

められなくなります。学
がく

生
せい

生
せい

活
かつ

においては、学
がくぎょう

業を主
しゅ

と
して、各

おのおの

々の活
かつどう

動に十
じゅうぶん

分注
ちゅうい

意してください。

在
ざいりゅう

留カード
　３ヶ月

げつ

を超
こ

える在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

を決
けっ

定
てい

された外
がい

国
こく

人
じん

には、「在
ざいりゅう

留カード」が交
こう

付
ふ

されます。
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　在
ざいりゅう

留カードの表
おもてめん

面には、氏
し

名
めい

、生
せい

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

、性
せい

別
べつ

、国
こく

籍
せき

、住
じゅうきょ

居地
ち

のほか、在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

、在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

、在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の満
まんりょう

了日
び

などが記
き

載
さい

されています。前
ぜんじゅつ

述のとおり、在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の満
まんりょう

了日
び

を経
けい

過
か

した後
のち

も日
に

本
ほん

に滞
たい

在
ざい

し続
つづ

けた場
ば

合
あい

は、不
ふ

法
ほう

滞
たい

在
ざい

となりますので、
在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の満
まんりょう

了日
び

には特
とく

に注
ちゅうい

意してください。

（在
ざいりゅう

留カード表
おもて

面
めん

）

（在
ざいりゅう

留カード裏
うらめん

面）

※出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局HPより引
いんよう

用

　在
ざいりゅう

留カードの裏
うら

面
めん

には、転
てん

居
きょ

した場
ば

合
あい

の住
じゅうきょ

居地
ち

の記
き

載
さい

や、資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

を取
しゅ

得
とく

した場
ば

合
あい

のスタンプ、在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

更
こう

新
しん

許
きょ

可
か

申
しん

請
せい

中
ちゅう

のスタンプなどが捺
なつ

印
いん

されます。
　なお、在

ざいりゅう

留カードが交
こう

付
ふ

された外
がい

国
こく

人
じん

は、法
ほう

令
れい

上
じょう

、在
ざいりゅう

留カードの携
けい

帯
たい

義
ぎ

務
む

があり
ます。在

ざいりゅう

留カードを携
けい

帯
たい

していないと、在
ざいりゅう

留カード不
ふ

携
けい

帯
たい

罪
ざい

になりますので、在
ざいりゅう

留
カードは常

つね

に携
けい

帯
たい

してください。
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大
だい

学
がく

への在
ざいりゅう

留報
ほう

告
こく

　関
かん

西
さい

大
だい

学
がく

では、「出
しゅつにゅうこく

入国管
かん

理
り

及
およ

び難
なん

民
みん

認
にん

定
てい

法
ほう

第
だい

19条
じょう

の17」および文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

省
しょう

から
の通

つう

知
ち

「外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅうがくせい

学生の適
てき

切
せつ

な受
うけ

入
い

れ及
およ

び在
ざい

籍
せき

管
かん

理
り

等
とう

について（通
つう

知
ち

）」に基
もと

づき、
外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

の在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

を管
かん

理
り

しています。
　外

がい

国
こく

人
じん

留
りゅうがくせい

学生のみなさんは、大
だい

学
がく

入
にゅうがく

学時
じ

および在
ざいりゅう

留手
てつづき

続を行
おこな

った場
ば

合
あい

には、以
い

下
か

の書
しょ

類
るい

をWeb上
じょう

で提
ていしゅつ

出してください。

提
ていしゅつ

出書
しょ

類
るい

（JPEGまたはPNG）
［入

にゅうがく

学時
じ

］
　１．在

ざいりゅう

留カード表
おもてめん

面
　２．在

ざいりゅう

留カード裏
うら

面
めん

　３．旅
りょ

券
けん

（パスポート）※顔
かお

写
じゃ

真
しん

のページ
［在

ざいりゅう

留手
てつづき

続後
ご

］
　１．在

ざいりゅう

留カード表
おもてめん

面
　２．在

ざいりゅう

留カード裏
うら

面
めん

提
ていしゅつ

出ページURL：https://dia.jm.kansai-u.ac.jp/rgstr/
※ITセンターから発

はっ

行
こう

される、利
り

用
よう

者
しゃ

ID・パスワードが必
ひつ

要
よう

です。
※国

こく

際
さい

部
ぶ

ホームページからもアクセスできます。

ここを
クリック
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住
じゅうきょ

居地
ち

に関
かん

する届
とどけで

出

入
にゅうこく

国時
じ

　外
がい

国
こく

人
じん

は、日
に

本
ほん

に入
にゅうこく

国した後
のち

90日
にち

以
い

内
ない

に住
じゅうきょ

居地
ち

を定
さだ

め、住
じゅうきょ

居地
ち

を定
さだ

めた日
ひ

から14
日
か

以
い

内
ない

に、その市
し

区
く

町
ちょうそん

村の役
やく

所
しょ

に、住
じゅうきょ

居地
ち

を届
とど

け出
で

なければなりません（３ヶ月
げつ

以
い

下
か

の在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

が決
けっ

定
てい

された方
かた

や、「短
たん

期
き

滞
たい

在
ざい

」の在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

の方
かた

は除
のぞ

きます。）。

　・必
ひつ

要
よう

書
しょ

類
るい

　転
てんにゅう

入届
とどけ

（役
やく

所
しょ

に備
そな

え付
つ

け）
　　　　　　　 在

ざいりゅう

留カードまたは後
ご

日
じつ

在
ざいりゅう

留カードを交
こう

付
ふ

する旨
むね

の記
き

載
さい

を受
う

けた旅
りょけん

券 
（パスポート）

転
てん

出
しゅつ

時
じ

（卒
そつ

業
ぎょう

等
とう

で帰
き

国
こく

する場
ば

合
あい

を含
ふく

む）
　 居

きょ

住
じゅう

地
ち

の市
し

区
く

町
ちょう

村
そん

の役
やくしょ

所で、転
てん

出
しゅつ

届
とどけ

を提
てい

出
しゅつ

してください。日
に

本
ほん

国
こくない

内の他
ほか

の市
し

区
く

町
ちょう

村
そん

へ転
てん

居
きょ

する場
ば

合
あい

は、同
どう

時
じ

に転
てん

出
しゅつ

証
しょう

明
めい

書
しょ

を取
しゅ

得
とく

することをおすすめします。

転
てん

居
きょ

時
じ

　転
てん

居
きょ

により住
じゅうきょ

居地
ち

が変
か

わる場
ば

合
あい

にも、転
てん

居
きょ

後
ご

14日
か

以
い

内
ない

に、転
てん

居
きょ

先
さき

の市
し

区
く

町
ちょうそん

村の役
やく

所
しょ

に新
あたら

しい住
じゅうきょ

居地
ち

を届
とど

け出
で

なければなりません。同
どう

一
いつ

市
し

区
く

町
ちょうそん

村内
ない

での転
てん

居
きょ

の場
ば

合
あい

と、異
こと

なる市
し

区
く

町
ちょうそん

村への転
てん

居
きょ

の場
ば

合
あい

では、手
て

続
つづ

きが異
こと

なり、必
ひつよう

要な書
しょるい

類は以
い か

下のと
おりです。

（1）同
どう

一
いつ

市
し

区
く

町
ちょうそん

村内
ない

での転
てん

居
きょ

の場
ば

合
あい

　　必
ひつ

要
よう

書
しょ

類
るい

・転
てん

居
きょ

届
とどけ

（役
やく

所
しょ

に備
そな

え付
つ

け）
　　　　　　・在

ざいりゅう

留カード

（2）異
こと

なる市
し

区
く

町
ちょうそん

村への転
てん

居
きょ

の場
ば

合
あい

　　必
ひつ

要
よう

書
しょ

類
るい

・転
てんにゅう

入届
とどけ

（転
てんきょ

居先
さき

の市
し く

区 町
ちょう

村
そん

の役
やく

所
しょ

に備
そな

え付
つ

け）
　　　　　　・転

てんしゅつ

出証
しょうめい

明書
しょ

　　　　　　・在
ざいりゅう

留カード
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国
こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

　国
こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

とは、日
に

本
ほん

で生
せい

活
かつ

中
ちゅう

に万
まん

が一
いち

、病
びょうき

気やけがをした時
とき

に、医
いりょう

療費
ひ

の一
いち

部
ぶ

（一
いち

部
ぶ

負
ふ

担
たん

金
きん

）を支
し

払
はら

うことで診
しんりょう

療を受
う

けられる制
せい

度
ど

です。３ヶ月
げつ

を超
こ

える在
ざいりゅう

留
資
し

格
かく

がある外
がい

国
こく

人
じん

は、国
こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

に加
かにゅう

入することが義
ぎ

務
む

付
づ

けられています。加
かにゅう

入
手
て

続
つづ

きを行
おこな

うと、「国
こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

被
ひ

保
ほ

険
けん

者
しゃ

証
しょう

」（以
い

下
か

、「保
ほ

険
けん

証
しょう

」）が交
こう

付
ふ

されます。
医
いりょう

療機
き

関
かん

の窓
まど

口
ぐち

で保
ほ

険
けん

証
しょう

を提
てい

示
じ

すると、原
げん

則
そく

として医
いりょう

療総
そう

額
がく

の30％の自
じ

己
こ

負
ふ

担
たん

で
診
しんりょう

療を受
う

けることができます。在
ざいりゅう

留カードと同
どうよう

様に、保
ほ

険
けん

証
しょう

も常
つね

に携
けい

帯
たい

してくださ
い。

加
かにゅう

入手
てつ

続
づき

　国
こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

への加
かにゅう

入は、住
じゅうきょ

居地
ち

の市
し

区
く

町
ちょうそん

村の役
やく

所
しょ

で手
て

続
つづ

きしてください。手
て

続
つづ

きに必
ひつ

要
よう

な書
しょ

類
るい

は以
い

下
か

のとおりです。
　・在

ざいりゅう

留カード（住
じゅうきょ

居地
ち

を届
とどけで

出済
ず

みのもの）
　・旅

りょけん

券（パスポート）
　※他

ほか

の書
しょ

類
るい

の提
ていしゅつ

出を求
もと

められる場
ば

合
あい

があります。

保
ほ

険
けん

料
りょう

　保
ほ

険
けん

料
りょう

は必
かなら

ず支
し

払
はら

わなければいけません。
　自

じ

宅
たく

に届
とど

いた納
のう

付
ふ

書
しょ

を持
も

って、郵
ゆう

便
びん

局
きょく

・銀
ぎん

行
こう

・コンビニエンスストアで支
し

払
はら

いを
済
す

ませてください。保
ほ

険
けん

料
りょう

は日
に

本
ほん

における前
ぜん

年
ねん

の所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

により決
けっ

定
てい

します。
　詳

くわ

しくは住
じゅうきょ

居地
ち

の市
し

区
く

町
ちょうそん

村の役
やく

所
しょ

に問
と

い合
あ

わせてください。

転
てん

居
きょ

時
じ

の手
てつ

続
づき

（1）転
てん

居
きょ

先
さき

が同
どう

一
いつ

市
し

区
く

町
ちょうそん

村内
ない

の場
ば

合
あい

住
じゅうきょ

居地
ち

の市
し

区
く

町
ちょうそん

村の役
やく

所
しょ

にて住
じゅうきょ

居地
ち

変
へん

更
こう

の届
とどけで

出後
ご

に、新
あたら

しい保
ほ

険
けん

証
しょう

が届
とど

きます。
保
ほ

険
けん

証
しょう

が届
とど

き次
し

第
だい

、古
ふる

い保
ほ

険
けん

証
しょう

を役
やく

所
しょ

へ返
へんきゃく

却してください。

（2）転
てん

居
きょ

先
さき

が異
こと

なる市
し

区
く

町
ちょうそん

村の場
ば

合
あい

転
てん

居
きょ

届
とどけ

を提
ていしゅつ

出する役
やく

所
しょ

の保
ほ

険
けん

担
たん

当
とう

窓
まど

口
ぐち

で転
てんしゅつ

出予
よ

定
てい

日
び

を伝
つた

えると保
ほ

険
けん

証
しょう

の表
おもてめん

面に有
ゆう

効
こう

期
き

限
げん

のスタンプが捺
なつ

印
いん

されます。その後
ご

、転
てん

居
きょ

先
さき

に新
あたら

しい保
ほ

険
けん

証
しょう

が届
とど

きますの
で、保

ほ

険
けん

証
しょう

が届
とど

き次
し

第
だい

、古
ふる

い保
ほ

険
けん

証
しょう

を転
てんきょ

居後
ご

の住
じゅうきょ

居地
ち

の市
し

区
く

町
ちょうそん

村の役
やく

所
しょ

へ返
へんきゃく

却し
てください。
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脱
だっ

退
たい

手
てつ

続
づき

　卒
そつぎょう

業や就
しゅうしょく

職等
とう

により帰
き

国
こく

する場
ば

合
あい

は、住
じゅうきょ

居地
ち

の市
し

区
く

町
ちょうそん

村の役
やく

所
しょ

で脱
だっ

退
たい

手
てつづき

続をし
てください。手

て

続
つづき

時
じ

に保
ほ

険
けん

証
しょう

の有
ゆうこう

効期
き

限
げん

が出
しゅっ

国
こく

日
び

までに訂
ていせい

正されるので、出
しゅっこく

国日
び

まで使
つか

えます。（一
いち

部
ぶ

の市
し

区
く

町
ちょう

村
そん

では保
ほ

険
けん

証
しょう

の返
へん

却
きゃく

を求
もと

められる場
ば

合
あい

があります。）
また、保

ほ

険
けん

料
りょう

の過
か

不
ぶ

足
そく

を清
せいさん

算してください。手
て

続
つづ

きに必
ひつ

要
よう

な書
しょ

類
るい

は以
い

下
か

のとおりで
す。
　・在

ざいりゅう

留カード
　・旅

りょ

券
けん

（パスポート）
　・保

ほけんしょう

険証
　※他

ほか

の書
しょ

類
るい

の提
ていしゅつ

出を求
もと

められる場
ば

合
あい

があります。

国
こく

民
みん

年
ねん

金
きん

　国
こく

民
みん

年
ねん

金
きん

は、日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

に住
じゅうみん

民登
とう

録
ろく

している20歳
さい

以
いじょう

上60歳
さい

未
み

満
まん

のすべての人
ひと

が加
かにゅう

入
するもので、将

しょうらい

来年
ねん

金
きん

を受
う

け取
と

ることができます。住
じゅうきょ

居地
ち

の届
とど

け出
で

を行
おこな

った時
じ

点
てん

で
強
きょうせい

制加
かにゅう

入となります。

学
がく

生
せい

納
のう

付
ふ

特
とく

例
れい

制
せい

度
ど

　日
に

本
ほん

の大
だい

学
がく

に在
ざい

籍
せき

中
ちゅう

の学
がく

生
せい

については、保
ほ

険
けん

料
りょう

の納
のう

付
ふ

が猶
ゆう

予
よ

される「学
がく

生
せい

納
のう

付
ふ

特
とく

例
れい

制
せい

度
ど

」があります。住
じゅうきょ

居地
ち

の市
し

区
く

町
ちょうそん

村の役
やく

所
しょ

で手
て

続
つづ

きしてください。手
て

続
つづ

きに必
ひつ

要
よう

な書
しょ

類
るい

は以
い

下
か

のとおりです。
　・在

ざいりゅう

留カード（住
じゅうきょ

居地
ち

を届
とど

出
けで

済
ず

みのもの）
　・旅

りょけん

券（パスポート）
　・学

がく

生
せい

証
しょう

または在
ざい

籍
せき

証
しょうめい

明書
しょ

　※追
つい

加
か

書
しょ

類
るい

を求
もと

められる場
ば

合
あい

があります。

納
のう

付
ふ

後
ご

に卒
そつぎょう

業や就
しゅうしょく

職等
とう

で帰
き

国
こく

する場
ば

合
あい

　国
こく

民
みん

年
ねん

金
きん

の保
ほ

険
けん

料
りょう

を６ヶ月
げつ

以
いじょう

上納
のう

付
ふ

した外
がい

国
こく

人
じん

が帰
き

国
こく

する際
さい

に、加
かにゅう

入期
き

間
かん

等
とう

に応
おう

じた脱
だっ

退
たい

一
いち

時
じ

金
きん

を２年
ねん

以
い

内
ない

に請
せいきゅう

求することができる場
ば

合
あい

があります。
　詳

くわ

しくは、住
じゅうきょ

居地
ち

の市
し

区
く

町
ちょうそん

村の役
やく

所
しょ

へ問
と

い合
あ

わせください。
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マイナンバー制
せい

度
ど

マイナンバーとは
　マイナンバーは、日

に

本
ほん

に住
じゅうみん

民票
ひょう

のある人
ひと

全
ぜん

員
いん

が持
も

つ12桁
けた

の番
ばん

号
ごう

で、社
しゃ

会
かい

保
ほしょう

障や
税
ぜい

、災
さい

害
がい

対
たい

策
さく

の分
ぶん

野
や

で使
つか

われます。マイナンバー制
せい

度
ど

は、行
ぎょうせい

政の透
とう

明
めい

性
せい

を高
たか

め、便
べん

利
り

で、公
こう

平
へい

・公
こう

正
せい

な社
しゃ

会
かい

を実
じつ

現
げん

するために導
どうにゅう

入された社
しゃ

会
かい

基
き

盤
ばん

制
せい

度
ど

です。
　外

がい

国
こく

人
じん

であっても、住
じゅうみん

民票
ひょう

のある中
ちゅうちょうき

長期在
ざいりゅう

留者
しゃ

、特
とく

別
べつ

永
えいじゅう

住者
しゃ

等
とう

にはマイナンバー
が通

つう

知
ち

されます。

マイナンバーの通
つう

知
ち

　マイナンバーは、住
じゅうみん

民登
とう

録
ろく

の後
のち

、しばらくして住
じゅうみん

民票
ひょう

の住
じゅうしょ

所に簡
かん

易
い

書
かき

留
とめ

で「通
つう

知
ち

カード」が郵
ゆう

送
そう

されます。住
じゅうみん

民登
とう

録
ろく

をすれば、マイナンバーは決
き

まりますので、そ
の他

た

の特
とく

別
べつ

な手
て

続
つづ

きは不
ふ

要
よう

です。
　「通

つう

知
ち

カード」に有
ゆう

効
こう

期
き

限
げん

はありません。捨
す

てないで大
たい

切
せつ

に保
ほ

管
かん

してください。
なお、以

い

前
ぜん

から日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

に住
じゅうみん

民登
とう

録
ろく

をして居
きょじゅう

住していた方
かた

には、既
すで

に通
つう

知
ち

カードが
送
そう

付
ふ

されています。
　「通

つう

知
ち

カード」は、マイナンバー、氏
し

名
めい

、住
じゅうしょ

所、生
せい

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

、性
せい

別
べつ

が記
き

載
さい

された紙
かみ

のカードで、写
しゃ

真
しん

がないので本
ほん

人
にん

の証
しょうめい

明書
しょ

としては使
し

用
よう

できません。

個
こ

人
じん

番
ばん

号
ごう

カード（マイナンバーカード）とは
　個

こ

人
じん

番
ばん

号
ごう

カードは、申
しん

請
せい

すれば交
こう

付
ふ

される顔
かお

写
しゃ

真
しん

のついたプラスチックのカード
です（個

こ

人
じん

番
ばん

号
ごう

カードの取
しゅ

得
とく

は任
にん

意
い

です）。
　身

み

分
ぶん

証
しょうめい

明書
しょ

としても使
し

用
よう

できるほか、搭
とう

載
さい

されているICチップを利
り

用
よう

した行
ぎょうせい

政
サービス（市

し

区
く

町
ちょうそん

村により異
こと

なる）に使
し

用
よう

することができます。
　ただし、個

こ

人
じん

番
ばん

号
ごう

カードを取
しゅ

得
とく

しても、在
ざいりゅう

留カードは引
ひ

き続
つづ

き携
けい

帯
たい

する必
ひつ

要
よう

があ
ります。
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マイナンバーの利
り

用
よう

場
ば

面
めん

　学
がく

生
せい

の場
ば

合
あい

、以
い

下
か

のような場
ば

面
めん

でマイナンバーの提
てい

示
じ

が必
ひつ

要
よう

となる可
か

能
のう

性
せい

があり
ます。

（1）引
ひっ

越
こ

しをするとき
（2）アルバイトをするとき
（3）銀

ぎん

行
こう

や郵
ゆう

便
びん

局
きょく

を利
り

用
よう

するとき
（4）国

こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

に関
かん

する手
て

続
つづ

きをするとき
（5）税

ぜい

金
きん

の手
て

続
つづ

きをするとき
　その他

ほか

にも、マイナンバーが必
ひつ

要
よう

になる場
ば

合
あい

がありますので、「通
つう

知
ち

カード」や
「個

こ

人
じん

番
ばん

号
ごう

カード」は大
たい

切
せつ

に保
ほ

管
かん

してください。

マイナンバーの取
と

り扱
あつか

いに関
かん

する注
ちゅうい

意点
てん

（1）  「通
つう

知
ち

カード」や「個
こ

人
じん

番
ばん

号
ごう

カード」の記
き

載
さい

事
じ

項
こう

（住
じゅうしょ

所など）が変
か

わった場
ば

合
あい

、市
し

区
く

町
ちょうそん

村の役
やく

所
しょ

に届
とど

け出
で

てください。
（2）  マイナンバーは非

ひじょう

常に重
じゅうよう

要な個
こ

人
じん

情
じょうほう

報です。他
た

人
にん

に漏
ろう

えいすると、不
ふ

正
せい

に使
し

用
よう

される場
ば

合
あい

があります。不
ふ

審
しん

な電
でん

話
わ

などに注
ちゅうい

意し、むやみにマイナンバーを提
てい

示
じ

しないでください。
（3）  他

た

人
にん

のマイナンバーを不
ふ

正
せい

に入
にゅうしゅ

手することは処
しょ

罰
ばつ

の対
たいしょう

象になりますので、例
たと

え
友
とも

達
だち

であっても、マイナンバーを教
おし

えたり、聞
き

いたりしないようにしてくださ
い。

帰
き

国
こく

する際
さい

の取
と

り扱
あつか

い
　日

に

本
ほん

での住
じゅうみん

民登
とう

録
ろく

がなくなる場
ば

合
あい

には、市
し

区
く

町
ちょうそん

村の役
やく

所
しょ

に「通
つう

知
ち

カード」や「個
こ

人
じん

番
ばん

号
ごう

カード」を返
へん

納
のう

する必
ひつ

要
よう

があります。カードの裏
うら

面
めん

に返
へん

納
のう

をした旨
むね

の記
き

載
さい

が
された後

のち

、カードは手
て

元
もと

に戻
もど

りますが、帰
き

国
こく

後
ご

にもマイナンバーを確
かく

認
にん

する場
ば

面
めん

（税
ぜい

金
きん

関
かん

係
けい

など）が発
はっ

生
せい

する可
か

能
のう

性
せい

があるため、大
たい

切
せつ

に保
ほ

管
かん

してください。
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マイナンバーに関
かん

する問
といあわ

合せ
●英

えい

語
ご

・中
ちゅうごく

国語
ご

・韓
かん

国
こく

語
ご

・スペイン語
ご

・ポルトガル語
ご

対
たい

応
おう

のフリーダイヤル
0120－0178－26　マイナンバー制

せい

度
ど

に関
かん

すること
0120－0178－27　通

つう

知
ち

カード、個
こ

人
じん

番
ばん

号
ごう

カードに関
かん

すること
平
へい

日
じつ

９時
じ

30分
ぷん

～20時
じ

00分
ふん

土
ど

日
にち

祝
しゅく

９時
じ

30分
ぷん

～17時
じ

30分
ぷん

（年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

を除
のぞ

く）
※ 個

こ

人
じん

番
ばん

号
ごう

カードの紛
ふん

失
しつ

・盗
とう

難
なん

などによる一
いち

時
じ

利
り

用
よう

停
てい

止
し

については、
　0120－0178－27にて24時

じ

間
かん

365日
にち

受
うけ

付
つけ

※日
に

本
ほん

語
ご

のフリーダイヤルは、0120－95－0178です。

●マイナンバーに関
かん

する情
じょうほう

報はこちらから
　内

ない

閣
かく

官
かん

房
ぼう

　　HP：https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/
　Ｊ－LIS   　　HP：https://www.kojinbango-card.go.jp

（表
おもて

面
めん

） （裏
うら

面
めん

）

個
こ

人
じん

番
ばん

号
ごう

カード（マイナンバーカード）

（表
おもて

面
めん

） （裏
うら

面
めん

）

通
つう

知
ち

カード
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各
かく

キャンパス最
も

寄
より

の市
し

役
やく

所
しょ

【千
せん

里
り

山
やま

キャンパス】

吹
すい

田
た

市
し

役
やく

所
しょ

　本
ほん

庁
ちょうしゃ

舎
住
じゅう

　所
しょ

：吹
すい

田
た

市
し

泉
いずみ

町
ちょう

１丁
ちょうめ

目3-40
電
でん

　話
わ

：06-6384-1231（代
だいひょう

表）
時
じ

　間
かん

：午
ご

前
ぜん

９時
じ

から午
ご

後
ご

５時
じ

30分
ぷん

まで
　　　　※ 正

しょうご

午から午
ご

後
ご

０時
じ

45分
ふん

までは休
きゅうけい

憩時
じ

間
かん

ですが、昼
ひる

休
やす

み窓
まど

口
ぐち

業
ぎょうむ

務を行
おこな

っ
ている室

しつ

課
か

があります。詳
くわ

しくは各
かく

担
たん

当
とう

へ問
と

い合
あ

わせてください。
休
きゅう

　日
じつ

：土
ど

曜
よう

日
び

、日
にち

曜
よう

日
び

、祝
しゅくじつ

日、年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

（12月
がつ

29日
にち

～１月
がつ

３日
か

）

文化会館
メイシアター

至大阪

至梅田

神社

神社
大阪高槻京都線

ビール工場

至
北
千
里 交番

吹田市役所

阪
急 

吹
田
駅

JR 吹田駅

N

千
せん

里
り

出
しゅっちょうしょ

張 所
住
じゅう

　所
しょ

：吹
すい

田
た

市
し

津
つくもだい

雲台１丁
ちょうめ

目2-1　千
せん

里
り

ニュータウンプラザ内
ない

電
でん

　話
わ

：06-6871-0227
時
じ

　間
かん

：午
ご

前
ぜん

９時
じ

から午
ご

後
ご

５時
じ

30分
ぷん

まで
休
きゅう

　日
じつ

：土
ど

曜
よう

日
び

、日
にち

曜
よう

日
び

、祝
しゅくじつ

日、年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

（12月
がつ

29日
にち

～１月
がつ

３日
か

）

N

トナリエ
南千里

済生会
千里病院

千里南公園

135

121

クリスタルホテル

吹田市立 千里
ニュータウンプラザ

南
千
里
駅

阪
急
千
里
線

吹田市役所
千里出張所
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【高
たかつき

槻キャンパス・高
たかつき

槻ミューズキャンパス】

高
たか

槻
つき

市
し

役
やく

所
しょ

　本
ほん

館
かん

・総
そう

合
ごう

センター
住
じゅう

　所
しょ

：高
たか

槻
つき

市
し

桃
とう

園
えん

町
ちょう

2-1

電
でん

　話
わ

：072-674-7111
時
じ

　間
かん

：８時
じ

45分
ふん

から17時
じ

15分
ふん

まで
休
きゅう

　日
じつ

：土
ど

曜
よう

日
び

、日
にち

曜
よう

日
び

、祝
しゅくじつ

日、年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

（12月
がつ

29日
にち

～１月
がつ

３日
か

）
休
きゅうじつ

日夜
や

間
かん

受
うけ

付
つけ

：本
ほん

館
かん

地
ち

下
か

１階
かい

宿
しゅく

日
にっちょく

直室
しつ

で行
おこな

っています。（電
でん

話
わ

 072-674-7000）

松坂屋

セブン
イレブン

三井住友銀行
KEC近畿予備校
高槻本校神社

JA
郵便局

阪急みずき通り

国道171号

至大阪 至京都
JR 高槻駅

阪急 高槻市駅

市
役
所
前
け
や
き
大
通
り

市
役
所
前
け
や
き
大
通
り

高槻市役所

N

【堺
さかい

キャンパス】

堺
さかい

市
し

役
やく

所
しょ

　本
ほん

館
かん

・高
こう

層
そう

館
かん

住
じゅう

　所
しょ

：堺
さかい

市
し

堺
さかい

区
く

南
みなみかわら

瓦 町
まち

3-1

電
でん

　話
わ

：072-233-1101（代
だいひょう

表）
時
じ

　間
かん

：午
ご

前
ぜん

９時
じ

から午
ご

後
ご

５時
じ

30分
ぷん

まで
休
きゅう

　日
じつ

：土
ど

曜
よう

日
び

、日
にち

曜
よう

日
び

、祝
しゅくじつ

日、年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

（12月
がつ

29日
にち

～１月
がつ

３日
か

）

郵便局

堺市
総合福祉会館 堺簡易裁判所

大阪法務局

三井住友銀行

近畿労働金庫

ダイワロイネット
ホテル堺東

大小路筋

中央環状線

高
野
線

堺
東
駅大

阪
和
泉
泉
南
線

堺市役所

N
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在
ざいりゅう

留手
てつづき

続

　在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

の変
へん

更
こう

や在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の更
こう

新
しん

、再
さい

入
にゅうこく

国許
きょ

可
か

など、在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

に関
かん

する手
て

続
つづ

きは、
住
じゅうきょ

居地
ち

を管
かん

轄
かつ

する出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局、支
しきょく

局、または出
しゅっちょうしょ

張所で行
おこな

うことができます。
「在

ざいりゅう

留手
てつづき

続」は、外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅうがくせい

学生のみなさんが日
に

本
ほん

に在
ざいりゅう

留するために必
ひつ

要
よう

な法
ほう

的
てき

手
て

続
つづ

きですので、手
てつづき

続期
き

間
かん

を過
す

ぎたり、手
て

続
つづ

きを忘
わす

れたりすることがないよう、十
じゅうぶん

分に
注
ちゅ

意
うい

してください。
　「在

ざいりゅう

留手
て

続
つづき

」後
ご

は、必
かなら

ず大
だい

学
がく

への在
ざいりゅう

留報
ほう

告
こく

を行
おこな

ってください（５ページ参
さん

照
しょう

）。

活
かつ

動
どう

機
き

関
かん

に関
かん

する届
とどけで

出
　留

りゅうがくせい

学生の活
かつ

動
どう

機
き

関
かん

（大
だい

学
がく

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

など）の名
めいしょう

称・所
しょ

在
ざい

地
ち

に変
へん

更
こう

が生
しょう

じた場
ば

合
あい

や、活
かつ

動
どう

機
き

関
かん

が消
しょうめつ

滅した場
ば

合
あい

または活
かつ

動
どう

機
き

関
かん

からの離
り

脱
だつ

や移
い

籍
せき

をした場
ば

合
あい

には、そ
の日

ひ

から14日
か

以
い

内
ない

に出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局に対
たい

し届
とどけで

出が必
ひつ

要
よう

です。

●活
かつ

動
どう

機
き

関
かん

からの「離
り

脱
だつ

」の場
ば

合
あい

…卒
そつぎょう

業、除
じょ

籍
せき

、退
たい

学
がく

など
（1）必

ひつ

要
よう

書
しょ

類
るい

　①届
とどけで

出書
しょ

：参
さん

考
こう

様
よう

式
しき

１の２（離
り

脱
だつ

）
　　※ 出

しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局で入
にゅうしゅ

手するか、法
ほうむしょう

務省のホームページからダウンロード
できます。

　②在
ざいりゅう

留カード

●活
かつ

動
どう

機
き

関
かん

の「移
い

籍
せき

」の場
ば

合
あい

…日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

を卒
そつぎょう

業して大
だい

学
がく

へ進
しん

学
がく

した場
ば

合
あい

など
（1）必

ひつ

要
よう

書
しょ

類
るい

　① 届
とどけで

出書
しょ

：参
さん

考
こう

様
よう

式
しき

１の３（移
い

籍
せき

）または参
さん

考
こう

様
よう

式
しき

１の６（複
ふく

数
すう

届
とどけで

出：「離
り

脱
だつ

」
と「移

い

籍
せき

」）
　　※ 出

しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局で入
にゅうしゅ

手するか、法
ほうむしょう

務省のホームページからダウンロード
できます。

　　※ 活
かつ

動
どう

機
き

関
かん

からの離
り

脱
だつ

と移
い

籍
せき

を同
どう

時
じ

に届
とど

け出
で

る場
ば

合
あい

は、参
さん

考
こう

様
よう

式
しき

１の６で同
どう

時
じ

に届
とど

け出
で

ることができます。
　②在

ざいりゅう

留カード
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●届
とどけで

出方
ほうほう

法
　以

い

下
か

のいずれかの方
ほう

法
ほう

にて、届
とど

け出
で

てください。
・ 最

も

寄
より

の出
しゅつ

入
にゅう

国
こく

在
ざい

留
りゅう

管
かん

理
り

局
きょく

を訪
ほう

問
もん

し、提
ていしゅつ

出する。
・ 以

い

下
か

の郵
ゆう

送
そう

先
さき

まで送
そう

付
ふ

する。
　（郵

ゆう

送
そう

先
さき

）〒160-0004　東
とう

京
きょう

都
と

新
しん

宿
じゅく

区
く

四
よつ

谷
や

1丁
ちょう

目
め

6番
ばん

1号
ごう

四
よつ

谷
や

タワー14階
かい

　　　　　東
とう

京
きょう

出
しゅつ

入
にゅう

国
こく

在
ざい

留
りゅう

管
かん

理
り

局
きょく

在
ざい

留
りゅう

管
かん

理
り

情
じょう

報
ほう

部
ぶ

門
もん

届
とど

出
けで

受
うけ

付
つけ

担
たん

当
とう

・出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりちょう

入国在留管理庁電
でん

子
し

届
とどけ

出
で

システムから届
とど

け出
で

る。
　（詳

しょう

細
さい

は、出
しゅつ

入
にゅう

国
こく

在
ざい

留
りゅう

管
かん

理
り

庁
ちょう

ホームページにて確
かく

認
にん

してください。）

在
ざい

留
りゅう

期
き

間
かん

の更
こうしん

新
　在

ざい

留
りゅう

期
き

間
かん

を超
こ

えて、引
ひ

き続
つづ

き在
ざい

留
りゅう

することを希
き

望
ぼう

する場
ば

合
あい

には、在
ざい

留
りゅう

期
き

間
かん

の
更
こうしん

新を受
う

けなければなりません。
　更

こうしん

新を受
う

けないまま在
ざい

留
りゅう

期
き か ん

間の満
まんりょう

了日
び

を越
こ

えて在
ざいりゅう

留し続
つづ

けると犯
はんざい

罪になり、
刑
けいばつ

罰を受
う

けたり、退
たいきょ

去強
きょうせい

制処
しょぶん

分を受
う

けることがあります。在
ざいりゅう

留期
き か ん

間の更
こうしん

新は、
在
ざいりゅう

留期
き か ん

間満
まんりょう

了日
び

の３ヶ月
げつ

前
まえ

から申
しんせい

請することができますので、オーバーステイ
（不

ふ ほ う

法滞
たいざい

在） にならないよう早
はや

めに準
じゅんび

備してください。
　また、在

ざいりゅう

留期
き か ん

間を更
こうしん

新しても、資
し

格
かく

外
がい

活
かつどう

動許
き ょ か

可は自
じ

動
どうてき

的に更
こうしん

新されませんので、 
資
し

格
かく

外
がい

活
かつどう

動許
き ょ か

可が必
ひつよう

要な方
かた

は、更
こうしん

新申
しんせい

請と同
どう

時
じ

に資
し

格
かく

外
がい

活
かつどう

動許
き ょ か

可の申
しんせい

請を行
おこな

ってく 
ださい。

（1）必
ひつよう

要書
しょるい

類（「留
りゅうがく

学」の在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

の場
ば

合
あい

）
①在

ざいりゅう

留期
き

間
かん

更
こうしん

新許
きょ

可
か

申
しんせい

請書
しょ

（申
しんせい

請人
にん

等
とう

作
さくせい

成用
よう

）
　※ 出

しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局で入
にゅうしゅ

手するか、法
ほうむしょう

務省のホームページからダウンロード
できます。

②在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

更
こうしん

新許
きょ

可
か

申
しんせい

請書
しょ

（所
しょ

属
ぞく

機
き

関
かん

等
とう

作
さくせい

成用
よう

）
　※国

こくさい

際部
ぶ

へ作
さくせい

成を依
い

頼
らい

してください。即
そくじつ

日発
はっこう

行はできません。
③証

しょうめい

明写
しゃしん

真（縦
たて

４cm×横
よこ

３cm）　※３ヶ月
げつ

以
い

内
ない

に撮
さつえい

影のもの
④在

ざいがく

学証
しょうめい

明書
しょ

⑤ 成
せいせき

績証
しょうめい

明書
しょ

（学
がく

部
ぶ

生
せい

、大
だいがくいんせい

学院生の場
ば

合
あい

）または研
けんきゅう

究内
ないよう

容証
しょうめい

明書
しょ

（外
がいこく

国人
じん

研
けんきゅう

究生
せい

の場
ば

合
あい

）
⑥国

こく

民
みん

健
けんこう

康保
ほ

険
けん

被
ひ

保
ほ

険
けん

者
しゃ

証
しょう

の写
うつ

し
⑦資

し

格
かく

外
がい

活
かつどう

動許
きょ

可
か

申
しんせい

請書
しょ

（資
し

格
かく

外
がい

活
かつどう

動許
きょ

可
か

を希
き

望
ぼう

する場
ば

合
あい

）
⑧旅

りょけん

券（パスポート）
⑨在

ざいりゅう

留カード
　※ 出

しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局から他
ほか

の書
しょるい

類の提
ていしゅつ

出を求
もと

められる場
ば

合
あい

があります。
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（2）審
しん

査
さ

期
き

間
かん

　審
しん

査
さ

期
き

間
かん

は、２週
しゅうかん

間から１ヶ月
げつ

とされています。審
しん

査
さん

内
ないよう

容によっては、１ヶ月
げつ

 
以
いじょう

上かかる場
ば

合
あい

もありますので、余
よ

裕
ゆう

をもって申
しんせい

請してください。

（3）審
しん

査
さ

結
け っ か

果について
　審

しん

査
さ

結
け っ か

果の通
つ う ち

知書
しょ

が郵
ゆうびん

便で自
じ

宅
たく

に届
とど

きます。
　通

つ う ち

知書
しょ

に記
き

載
さい

の受
うけとり

取日
にち

時
じ

までに、以
い か

下の書
しょるい

類を持
じ

参
さん

のうえ、申
しんせい

請した出
しゅつにゅうこく

入国在
ざい

留
りゅうかんりきょく

管理局、支
し

局
きょく

、出
しゅっちょうしょ

張所で新
あたら

しい在
ざいりゅう

留カードを受
う

け取
と

ってください。
　①旅

りょけん

券（パスポート）
　②在

ざいりゅう

留カード
　③手

て

数
すう

料
りょう

納
のう

付
ふ

書
しょ

　④ 収
しゅうにゅう

入 印
いん

紙
し

4,000円
えん

分
ぶん

（手
て

数
すう

料
りょう

納
のう

付
ふ

書
しょ

に貼
ちょうふ

付）
　⑤申

しんせい

請受
うけつけ

付 票
ひょう

　⑥通
つう

知
ち

書
しょ

（4）不
ふ

許
きょ

可
か

になった場
ば

合
あい

　在
ざいりゅう

留期
き か ん

間の更
こうしん

新が不
ふ

許
きょ

可
か

となった場
ば

合
あい

は、すぐに国
こくさい

際部
ぶ

へ申
もう

し出
で

てください。

在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

の変
へん

更
こう

　在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

の変
へん

更
こう

とは、在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

を有
ゆう

する外
がい

国
こく

人
じん

が、別
べつ

の在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

に該
がい

当
とう

する活
かつ

動
どう

を行
おこな

おうとする場
ば

合
あい

に、従
じゅうらい

来有
ゆう

していた在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

を新
あたら

しい在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

に変
へん

更
こう

する許
きょ

可
か

を受
う

けることを言
い

います。
　本

ほん

学
がく

で教
きょういく

育を受
う

ける場
ば

合
あい

、基
き

本
ほん

的
てき

には「留
りゅうがく

学」の在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

で在
ざいりゅう

留することになり
ます。その他

た

、「日
に

本
ほん

人
じん

の配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

等
とう

」「永
えいじゅう

住者
しゃ

の配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

等
とう

」「定
ていじゅう

住者
しゃ

」「永
えいじゅう

住者
しゃ

」「家
か

族
ぞく

滞
たい

在
ざい

」の在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

をお持
も

ちの方
かた

も、本
ほん

学
がく

で教
きょういく

育を受
う

けることができます。

●「留
りゅうがく

学」の在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

へ変
へん

更
こう

する場
ば

合
あい

（1）必
ひつ

要
よう

書
しょ

類
るい

　①在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

変
へん

更
こう

許
きょ

可
か

申
しん

請
せい

書
しょ

（申
しん

請
せい

人
にん

等
とう

作
さく

成
せい

用
よう

）
　　※ 出

しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局で入
にゅうしゅ

手するか、法
ほうむしょう

務省のホームページからダウンロード
できます。

　②在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

変
へん

更
こう

許
きょ

可
か

申
しん

請
せい

書
しょ

（所
しょ

属
ぞく

機
き

関
かん

等
とう

作
さく

成
せい

用
よう

）
　　※国

こく

際
さい

部
ぶ

へ作
さく

成
せい

を依
い

頼
らい

してください。即
そく

日
じつ

発
はっ

行
こう

はできません。
　③証

しょうめい

明写
しゃ

真
しん

（縦
たて

４cm×横
よこ

３cm）　※３ヶ月
げつ

以
い

内
ない

に撮
さつ

影
えい

のもの
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　④在
ざい

学
がく

証
しょうめい

明書
しょ

（入
にゅうがく

学前
まえ

に手
てつづき

続をする場
ば

合
あい

は入
にゅうがく

学許
きょ

可
か

書
しょ

）
　⑤国

こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

被
ひ

保
ほ

険
けん

者
しゃ

証
しょう

の写
うつ

し
　⑥資

し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

申
しん

請
せい

書
しょ

（資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

を希
き

望
ぼう

する場
ば

合
あい

）
　⑦旅

りょけん

券（パスポート）
　⑧在

ざいりゅう

留カード
　　※出

しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局から他
ほか

の書
しょ

類
るい

の提
ていしゅつ

出を求
もと

められる場
ば

合
あい

があります。

（2）審
しん

査
さ

期
き

間
かん

について
　審

しん

査
さ

期
き

間
かん

は、２週
しゅうかん

間から１ヶ月
げつ

とされています。審
しん

査
さ

内
ない

容
よう

によっては、１ヶ月
げつ

以
いじょう

上かかる場
ば

合
あい

もありますので、余
よ

裕
ゆう

をもって申
しん

請
せい

してください。

（3）審
しん

査
さ

結
けっ

果
か

について
　審

しん

査
さ

結
けっ

果
か

の通
つう

知
ち

書
しょ

が自
じ

宅
たく

に届
とど

きます。
　通

つう

知
ち

書
しょ

に記
き

載
さい

の受
うけとり

取日
にち

時
じ

までに、以
い

下
か

の書
しょ

類
るい

を持
じ

参
さん

のうえ、申
しん

請
せい

した出
しゅつにゅうこく

入 国
在
ざいりゅうかんりきょく

留管理局、支
しきょく

局、出
しゅっちょうしょ

張所で新
あたら

しい在
ざいりゅう

留カードを受
う

け取
と

ってください。
　①旅

りょけん

券（パスポート）
　②在

ざいりゅう

留カード
　③手

てすうりょう

数料納
のう

付
ふ

書
しょ

　④ 収
しゅうにゅう

入 印
いん

紙
し

4,000円
えん

分
ぶん

（手
てすうりょう

数料納
のう

付
ふ

書
しょ

に貼
ちょうふ

付）
　⑤申

しんせい

請受
うけつけ

付票
ひょう

　⑥通
つう

知
ち

書
しょ

（4）不
ふ

許
きょ

可
か

になった場
ば

合
あい

　在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

の変
へん

更
こう

が不
ふ

許
きょ

可
か

となった場
ば

合
あい

は、すぐに国
こく

際
さい

部
ぶ

へ申
もう

し出
で

てください。

●卒
そつぎょう

業後
ご

も日
に

本
ほん

で就
しゅうしょく

職活
かつ

動
どう

を続
つづ

ける場
ば

合
あい

　就
しゅうしょく

職活
かつ

動
どう

中
ちゅう

の外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅうがくせい

学生が、卒
そつぎょう

業・修
しゅうりょう

了までに就
しゅうしょく

職先
さき

が決
き

まらない場
ば

合
あい

、
「特

とく

定
てい

活
かつ

動
どう

」の在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

へ変
へん

更
こう

することで、卒
そつぎょう

業・修
しゅうりょう

了後
ご

も日
に

本
ほん

で就
しゅうしょく

職活
かつ

動
どう

を続
つづ

けることができます。「特
とく

定
てい

活
かつ

動
どう

」の在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

で付
ふ

与
よ

される在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

は６ヶ月
げつ

で、
１度

ど

だけ在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の更
こう

新
しん

が認
みと

められる場
ば

合
あい

があるので、最
さいちょう

長で１年
ねん

間
かん

、就
しゅうしょく

職活
かつ

動
どう

を続
つづ

けることが可
か

能
のう

です。
　卒

そつぎょう

業時
じ

に「留
りゅうがく

学」の在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

の在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

が残
のこ

っていても、在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

の変
へん

更
こう

が必
ひつ

要
よう

となりますので、卒
そつぎょう

業・修
しゅうりょう

了後
ご

ただちに手
て

続
つづ

きを行
おこな

ってください。
　なお、手

て

続
つづ

きに必
ひつ

要
よう

となる大
だい

学
がく

からの推
すい

薦
せん

状
じょう

の交
こう

付
ふ

については、卒
そつぎょう

業・修
しゅうりょう

了の１ヶ
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月
げつ

以
いじょう

上前
まえ

に各
かく

キャンパスのキャリアセンター事
じ

務
む

室
しつ

へ申
しん

請
せい

してください。また、本
ほん

学
がく

では、特
とく

定
てい

活
かつ

動
どう

期
き

間
かん

中
ちゅう

の資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

（アルバイト等
とう

）は一
いっ

切
さい

認
みと

めません。特
とく

定
てい

活
かつ

動
どう

期
き

間
かん

中
ちゅう

は、就
しゅうしょく

職活
かつ

動
どう

に専
せん

念
ねん

してください。

（1）必
ひつ

要
よう

書
しょるい

類
　①在

ざいりゅう

留資
し

格
かく

変
へん

更
こう

許
きょ

可
か

申
しん

請
せい

書
しょ

　　※ 出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局で入
にゅうしゅ

手するか、法
ほうむしょう

務省のホームページからダウンロード
できます。

　②証
しょうめい

明写
しゃ

真
しん

（縦
たて

４cm×横
よこ

３cm）　※３ヶ月
げつ

以
い

内
ない

に撮
さつ

影
えい

のもの
　③大

だい

学
がく

からの推
すい

薦
せん

状
じょう

　　※ 詳
しょうさい

細はキャリアセンター事
じ

務
む

室
しつ

へ問
と

い合
あ

わせてください。推
すい

薦
せん

状
じょう

の交
こう

付
ふ

には
一
いっ

定
てい

の条
じょうけん

件があります。
　④ 就

しゅうしょく

職 活
かつ

動
どう

中
ちゅう

の一
いっ

切
さい

の経
けい

費
ひ

支
し

弁
べん

方
ほう

法
ほう

を証
しょうめい

明する書
しょ

類
るい

　　※ 経
けい

費
ひ

支
し

弁
べん

者
しゃ

の在
ざいしょく

職証
しょうめい

明書
しょ

、収
しゅうにゅう

入 証
しょうめい

明書
しょ

、預
よ

金
きん

残
ざん

高
だか

証
しょうめい

明書
しょ

、両
りょうしん

親からの送
そう

金
きん

証
しょうめい

明書
しょ

、奨
しょうがく

学金
きん

の受
じゅきゅう

給証
しょうめい

明書
しょ

、アルバイトの給
きゅうよ

与明
めい

細
さい

書
しょ

など
　⑤卒

そつぎょう

業 証
しょうめい

明書
しょ

　⑥ 就
しゅうしょく

職 活
かつ

動
どう

を継
けい

続
ぞく

して行
おこな

っていることを明
あき

らかにする資
しりょう

料
　　※企

きぎょう

業担
たん

当
とう

者
しゃ

とのメール文
ぶん

書
しょ

、履
り

歴
れき

書
しょ

送
そう

付
ふ

リストなど
　⑦国

こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

被
ひ

保
ほ

険
けん

者
しゃ

証
しょう

の写
うつ

し
　⑧旅

りょけん

券（パスポート）
　⑨在

ざいりゅう

留カード
　　※出

しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局から他
た

の書
しょ

類
るい

の提
ていしゅつ

出を求
もと

められる場
ば

合
あい

があります。

（2）審
しん

査
さ

期
き

間
かん

について
　審

しん

査
さ

期
き

間
かん

は、２週
しゅうかん

間から１ヶ月
げつ

とされています。審
しん

査
さ

内
ない

容
よう

によっては、１ヶ月
げつ

以
いじょう

上かかる場
ば

合
あい

もありますので、余
よ

裕
ゆう

をもって申
しん

請
せい

してください。

（3）審
しん

査
さ

結
けっ

果
か

について
　審

しん

査
さ

結
けっ

果
か

の通
つう

知
ち

書
しょ

が自
じ

宅
たく

に届
とど

きます。
　通

つう

知
ち

書
しょ

に記
き

載
さい

の受
う

け取
と

り日
にち

時
じ

までに、以
い

下
か

の書
しょ

類
るい

を持
じ

参
さん

のうえ、申
しん

請
せい

した出
しゅつ

入
にゅうこくざいりゅうかんりきょく

国在留管理局、支
しきょく

局、出
しゅっちょうしょ

張所で新
あたら

しい在
ざいりゅう

留カードを受
う

け取
と

ってください。
　①旅

りょけん

券（パスポート）
　②在

ざいりゅう

留カード
　③手

てすうりょう

数料納
のう

付
ふ

書
しょ
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　④ 収
しゅうにゅう

入 印
いん

紙
し

4,000円
えん

分
ぶん

（手
てすうりょう

数料納
のう

付
ふ

書
しょ

に貼
ちょうふ

付）
　⑤申

しん

請
せい

受
うけ

付
つけ

票
ひょう

　⑥通
つう

知
ち

書
しょ

（4）不
ふ

許
きょ

可
か

になった場
ば

合
あい

　在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

の変
へん

更
こう

が不
ふ

許
きょ

可
か

となった場
ば

合
あい

は、すぐにキャリアセンター事
じ

務
む

室
しつ

へ申
もう

し出
で

てください。

資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

　「留
りゅうがく

学」の在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

は、学
がくしゅう

習や研
けんきゅう

究活
かつ

動
どう

を行
おこな

うことを目
もく

的
てき

として取
しゅ

得
とく

するもので
あり、原

げん

則
そく

として、アルバイト等
とう

の報
ほうしゅう

酬を受
う

ける活
かつ

動
どう

や、収
しゅうにゅう

入を伴
ともな

う事
じぎょう

業を運
うん

営
えい

す
る就

しゅうろう

労活
かつ

動
どう

を行
おこな

うことができません。ただし、事
じ

前
ぜん

に資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

を取
しゅ

得
とく

すれば、
これらの活

かつ

動
どう

を行
おこな

うことができます。
　資

し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

を受
う

けずにアルバイト等
とう

を行
おこな

った場
ば

合
あい

や、許
きょ

可
か

の範
はん

囲
い

を超
こ

えてア
ルバイト等

とう

を行
おこな

った場
ば

合
あい

は法
ほう

律
りつ

違
い

反
はん

となり、在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の更
こう

新
しん

ができなくなったり、
退
たい

去
きょ

強
きょうせい

制処
しょ

分
ぶん

を受
う

けるおそれがあります。
　資

し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

申
しん

請
せい

は随
ずい

時
じ

可
か

能
のう

ですが、アルバイト等
とう

を行
おこな

う前
まえ

に許
きょ

可
か

を受
う

ける必
ひつ

要
よう

があります。
　※ ティーチングアシスタント（TA）、リサーチアシスタント（RA）等

とう

、関
かん

西
さい

大
だい

学
がく

との契
けい

約
やく

に基
もと

づいて、報
ほうしゅう

酬を受
う

けて行
おこな

う教
きょういく

育または研
けんきゅう

究を補
ほ

助
じょ

する一
いち

部
ぶ

の活
かつ

動
どう

については、資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

の許
きょ

可
か

が不
ふ

要
よう

な場
ば

合
あい

があります。詳
くわ

しくは、国
こく

際
さい

部
ぶ

へ問
と

い合
あ

わせてください。
（1）必

ひつ

要
よう

書
しょ

類
るい

　①資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

申
しん

請
せい

書
しょ

　※ 出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局で入
にゅうしゅ

手するか、法
ほうむしょう

務省のホームページからダウンロード
できます。

　②旅
りょ

券
けん

（パスポート）
　③在

ざいりゅう

留カード

（2）審
しん

査
さ

期
き

間
かん

について
　審

しん

査
さ

期
き

間
かん

は、２週
しゅうかん

間から２ヶ月
げつ

とされています。アルバイト等
とう

をする予
よ

定
てい

のあ
る方

かた

は、早
はや

めに申
しん

請
せい

してください。
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（3）結
けっ

果
か

について
　申

しん

請
せい

時
じ

に指
し

定
てい

された期
き

間
かん

内
ない

に、旅
りょ

券
けん

（パスポート）および在
ざいりゅう

留カードを、申
しん

請
せい

した出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局、支
しきょく

局、出
しゅっちょうしょ

張所へ持
じ

参
さん

してください。手
てすうりょう

数料は不
ふ

要
よう

です。

（4）注
ちゅうい

意点
てん

　● 資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

を取
しゅ

得
とく

しても、アルバイトを行
おこな

うことができるのは、１週
しゅうかん

間に
28時

じ

間
かん

までです。ただし、本
ほん

学
がく

が学
がく

則
そく

で定
さだ

める休
きゅうぎょう

業期
き

間
かん

中
ちゅう

は、１日
にち

８時
じ

間
かん

以
い

内
ない

（週
しゅう

40時
じ

間
かん

以
い

内
ない

）のアルバイトを行
おこな

うことができます。
　　休

きゅうぎょう

業期
き

間
かん

は学
がく

年
ねん

暦
れき

を確
かく

認
にん

してください。

　● 週
しゅう

28時
じ

間
かん

以
い

内
ない

の労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

は、週
しゅう

のどの曜
よう

日
び

から起
き

算
さん

しても超
ちょう

過
か

することのない
ようにしなければなりません。

　● 資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

では行
おこな

うことができないアルバイトがあります。例
たと

えば風
ふう

俗
ぞく

営
えいぎょう

業や風
ふう

俗
ぞく

関
かん

連
れん

営
えい

業
ぎょう

を行
おこな

っている店
みせ

で行
おこな

うアルバイトです。場
ば

所
しょ

自
じ

体
たい

が
留
りゅうがくせい

学生にふさわしくない観
かん

点
てん

から、このような店
みせ

での掃
そう

除
じ

や皿
さら

洗
あら

いの仕
し

事
ごと

も認
みと

められません。

　● 在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

を更
こう

新
しん

しても、資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

は自
じ

動
どう

的
てき

に更
こう

新
しん

されません。更
こう

新
しん

後
ご

も引
ひ

き続
つづ

きアルバイトを行
おこな

う予
よ

定
てい

のある方
かた

は、在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

更
こう

新
しん

許
きょ

可
か

申
しん

請
せい

の際
さい

に、
併
あわ

せて資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

申
しん

請
せい

も行
おこな

ってください。

　● 在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

更
こう

新
しん

の際
さい

、アルバイトの給
きゅうよ

与明
めい

細
さい

書
しょ

の写
うつ

しの提
ていしゅつ

出を求
もと

められること
があります。給

きゅうよ

与明
めい

細
さい

書
しょ

は捨
す

てずに、保
ほ

管
かん

してください。
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在
ざいりゅう

留手
て

続
つづ

きで不
ふ り

利にならないために

　在
ざいりゅう

留資
し か く

格「留
りゅうがく

学」は、大
だいがく

学等
とう

において教
きょういく

育を受
う

けるための在
ざいりゅう

留資
し か く

格です。在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

に見
み あ

合った活
かつどう

動をしていないとみなされる場
ば

合
あい

は、在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

取
とりけし

消の対
たいしょう

象となった
り、在

ざいりゅう

留期
き

間
かん

更
こうしん

新が不
ふ

許
き ょ か

可となる可
か

能
のう

性
せい

があります。在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

が取
と

り消
け

されて日
に

本
ほん

での学
がくぎょう

業が続
つづ

けられないなどの事
じ

態
たい

にならないよう、次
つぎ

のことには十
じゅうぶん

分 注
ちゅう

意
い

して
ください。

（1）アルバイトをしすぎない（19ページ参
さんしょう

照）
　アルバイトの時

じ

間
かん

が長
なが

すぎる（アルバイト収
しゅうにゅう

入が不
ふ

自
し

然
ぜん

に高
こうがく

額となっている）と、
学
がくぎょう

業に専
せんねん

念していないとみなされ、在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

が取
と

り消
け

されたり、在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の更
こうしん

新が
不
ふ

許
きょ

可
か

となることがあります。資
し

格
かく

外
がい

活
かつどう

動許
きょ

可
か

を得
え

た上
うえ

で、決
き

められた条
じょうけん

件（活
かつどう

動
時
じ

間
かん

等
とう

）を守
まも

ってアルバイトを行
おこな

うようにしましょう。

（2）授
じゅぎょう

業に出
しゅっせき

席し、単
たん

位
い

を取
しゅとく

得する
　在

ざいがく

学期
き

間
かん

相
そうとう

当の単
たん

位
い

を取
しゅとく

得していない場
ば あ い

合、学
がくぎょう

業に専
せんねん

念していないとみなされ、
在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の更
こうしん

新が不
ふ

許
きょ

可
か

となることがあります。

（3）犯
はんざい

罪に巻
ま

き込
こ

まれない
　自

みずか

らが罪
つみ

を犯
おか

すことはもちろん、犯
はんざい

罪とは知
し

らずに加
か

担
たん

してしまった場
ば

合
あい

でも罪
つみ

に問
と

われ、退
たいきょ

去を命
めい

じられることがあります。
　（例

れい

）・使
つか

っていない銀
ぎんこう

行口
こう

座
ざ

を譲
じょう

渡
と

する
　　　　→振

ふ

り込
こ

め詐
さ ぎ

欺などに利
り

用
よう

される可
か

能
のう

性
せい

があります
　　　・知

し

らない人
ひと

からの荷
に

物
もつ

を自
じ

宅
たく

で受
う

け取
と

り、指
し

定
てい

された住
じゅうしょ

所に転
てんそう

送する
　 　　　→違

い

法
ほう

薬
やくぶつ

物などの取
とりひき

引の一
いち

部
ぶ

である可
か

能
のう

性
せい

があります
　高

こうがく

額なアルバイトだと思
おも

って気
き

軽
がる

に引
ひ

き受
う

けると、取
と

り返
かえ

しのつかないことにな
ります。十

じゅうぶん

分 注
ちゅう

意
い

してください。

⑷出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局に虚
きょ

偽
ぎ

の書
しょるい

類を提
ていしゅつ

出しない
　在

ざいりゅう

留手
て

続
つづき

の際
さい

、虚
きょ

偽
ぎ

の書
しょるい

類を提
ていしゅつ

出すると、申
しんせい

請が不
ふ

許
きょ

可
か

となります。成
せいせき

績不
ふ

良
りょう

な
どの不

ふ り

利な情
じょうほう

報であっても隠
かく

すことなく、真
しんせい

正な書
しょ

類
るい

を提
ていしゅつ

出してください。
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再
さい

入
にゅうこく

国に関
かん

する手
てつづき

続

みなし再
さい

入
にゅうこく

国の許
きょ

可
か

（国
こく

外
がい

での滞
たい

在
ざい

期
き

間
かん

が１年
ねん

以
い

内
ない

の場
ば

合
あい

）
　日

に

本
ほん

を一
いち

時
じ

的
てき

に出
しゅっこく

国する（１年
ねん

以
い

内
ない

）場
ば

合
あい

には、必
かなら

ずみなし再
さい

入
にゅうこく

国許
きょ

可
か

を取
しゅ

得
とく

してください。みなし再
さい

入
にゅうこく

国許
きょ

可
か

は、出
しゅっこく

国の際
さい

に空
くう

港
こう

の出
しゅっこく

国審
しん

査
さ

場
じょう

で、『再
さい

入
にゅうこく

国
出
しゅっこく

国記
き

録
ろく

（再
さい

入
にゅうこく

国EDカード）』の「一
い ち じ て き

時的な出
しゅっこく

国であり、再
さい

入
にゅうこく

国する予
よ

定
てい

です」
の欄

らん

にチェックを入
い

れ、審
しん

査
さ

官
かん

に提
てい

示
じ

することで取
しゅ

得
とく

できます。
　みなし再

さい

入
にゅうこく

国許
きょ

可
か

を受
う

けずに出
しゅっこく

国すると、在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

を失
うしな

い、日
に

本
ほん

に再
さい

入
にゅうこく

国する
ことができなくなります。
　みなし再

さい

入
にゅうこく

国許
きょ

可
か

の有
ゆう

効
こう

期
き

間
かん

は、出
しゅっこく

国の日
ひ

から１年
ねん

間
かん

ですので、１年
ねん

以
い

内
ない

に日
に

本
ほん

に帰
き

国
こく

しなければ、再
さい

入
にゅうこく

国することができなくなります。また、出
しゅっこく

国の日
ひ

から１

年
ねん

以
い

内
ない

に在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の満
まんりょう

了日
び

が到
とう

来
らい

する場
ば

合
あい

には、みなし再
さい

入
にゅうこく

国許
きょ

可
か

の有
ゆう

効
こう

期
き

間
かん

は、
在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の満
まんりょう

了日
び

までになります。在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の満
まんりょう

了日
び

が迫
せま

っている場
ば

合
あい

には、
出
しゅっこく

国前
まえ

に在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の更
こう

新
しん

を受
う

けてください。
（1）必

ひつ

要
よう

書
しょ

類
るい

　・再
さい

入
にゅうこく

国EDカード
　　　　　　　・在

ざいりゅう

留カード
　　　　　　　・旅

りょ

券
けん

（パスポート）
（2）手

てすうりょう

数料　　不
ふ

要
よう

再
さい

入
にゅうこく

国許
きょ

可
か

（国
こく

外
がい

での滞
たい

在
ざい

期
き

間
かん

が１年
ねん

を超
こ

える場
ば

合
あい

）
　１年

ねん

を超
こ

えて出
しゅっこく

国する予
よ

定
てい

がある場
ば

合
あい

には、事
じ

前
ぜん

に出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局で「再
さい

入
にゅうこく

国許
きょ

可
か

」を取
しゅ

得
とく

してください。
　なお、再

さい

入
にゅうこく

国許
きょ

可
か

は、一
いち

度
ど

再
さい

入
にゅうこく

国すると失
しっ

効
こう

する一
いち

時
じ

再
さい

入
にゅうこく

国許
きょ

可
か

と、期
き

間
かん

中
ちゅう

は
何
なん

度
ど

でも再
さい

入
にゅうこく

国できる数
すう

次
じ

有
ゆう

効
こう

の再
さい

入
にゅうこく

国許
きょ

可
か

があります。
（1）必

ひつ

要
よう

書
しょ

類
るい

　・再
さい

入
にゅうこく

国許
きょ

可
か

申
しん

請
せい

書
しょ

　　　　　　　　※ 出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局で入
にゅうしゅ

手するか、法
ほうむしょう

務省のホームページか
らダウンロードできます。

　　　　　　　・在
ざいりゅう

留カード
　　　　　　　・旅

りょ

券
けん

（パスポート）
（2）手

てすうりょう

数料　　一
いち

時
じ

 3,000円
えん

　　　　　　　　数
すう

次
じ

 6,000円
えん
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出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局へのアクセス

　在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

に関
かん

する手
て

続
つづ

きは、住
じゅうきょ

居地
ち

を管
かん

轄
かつ

する出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局、支
しきょく

局または
出
しゅっちょうしょ

張所で行
おこな

うことができます。

大
おお

阪
さか

出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局
管轄地域 大阪府、兵庫県、京都府、滋賀県、奈良県、和歌山県
住　　所 〒559-0034　大阪府大阪市住之江区南港北一丁目29-53

　　　　　　※大阪市営地下鉄　中央線　「コスモスクエア駅」徒歩１分
電　　話 06-4703-2100

受付時間 9：00～16：00（土、日曜日・祝日を除く）

大阪湾 大阪
港咲
州ト
ンネ
ル

森ノ宮
医療大

エーコープ
アクアコート

ガーデンコート

ローレルスクエア
ベイタワー

老人ホーム
健祥会エンリケ

コスモ
タワー

ミズノ
クリスタビル

N

トレード
センター前駅
トレード
センター前駅

大阪出入国在留管理局

コス
モス
クエ
ア駅

アジア太平洋
トレードセンターITM棟

ニュートラム

エンタテイメント
デザイン専門学校

大阪

京
きょう

都
と

出
しゅっ

張
ちょう

所
しょ

管轄地域 京都府、滋賀県
住　　所 〒606-8395　京都府京都市左京区丸太町川端東入ル東丸太町34-12

　　　　　　京都第二地方合同庁舎
　　　　　　※京阪鴨東線　「神宮丸太町駅」徒歩約１分

電　　話 075-752-5997

受付時間 9：00～12：00，13：00～16：00（土、日曜日・祝日を除く）
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神
こう

戸
べ

支
し

局
きょく

管轄地域 兵庫県
住　　所 〒650-0024　兵庫県神戸市中央区海岸通り29 　神戸地方合同庁舎

　　　　　　※JR神戸線　「三ノ宮駅」徒歩約10分
電　　話 078-391-6378

受付時間 9：00～16：00（土、日曜日・祝日を除く）
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在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

に関
かん

するＱ＆Ａ

●在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の更
こう

新
しん

、在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

の変
へん

更
こう

について

Ｑ：出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局から「資
しりょう

料提
ていしゅつ

出通
つう

知
ち

書
しょ

」が届
とど

きました。どうすれば良
よ

いで
すか。

Ａ：すみやかに国
こく

際
さい

部
ぶ

へご相
そう

談
だん

ください。万
まん

が一
いち

、資
しりょう

料提
ていしゅつ

出通
つう

知
ち

書
しょ

に記
き

載
さい

してあ
る期

き

限
げん

までに、出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局が求
もと

めている書
しょ

類
るい

が提
ていしゅつ

出できない場
ば

合
あい

には、
申
しん

請
せい

が不
ふ

許
きょ

可
か

になってしまうことがありますので、くれぐれも期
き

限
げん

に遅
おく

れない
ように注

ちゅうい

意してください。

Ｑ：出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局に提
ていしゅつ

出する書
しょ

類
るい

について、有
ゆう

効
こう

期
き

限
げん

はありますか。
Ａ：日

に

本
ほん

で発
はっ

行
こう

される書
しょ

類
るい

については、発
はっ

行
こう

日
び

から３ヶ月
げつ

以
い

内
ない

の書
しょ

類
るい

を提
ていしゅつ

出してく
ださい。ただし、大

だい

学
がく

で発
はっ

行
こう

する証
しょうめい

明書
しょ

は最
さい

新
しん

のものを提
ていしゅつ

出してください。

Ｑ：在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の更
こう

新
しん

について不
ふ

安
あん

があります。誰
だれ

に相
そう

談
だん

をすれば良
よ

いですか。
Ａ：国

こく

際
さい

部
ぶ

では、出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局への申
しん

請
せい

に関
かん

する相
そう

談
だん

を随
ずい

時
じ

受
う

け付
つ

けていま
すので、不

ふ

安
あん

がある場
ば

合
あい

には、すみやかに国
こく

際
さい

部
ぶ

へご相
そう

談
だん

ください。

Ｑ：在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の満
まんりょう

了日
び

になっても、出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局から更
こう

新
しん

の結
けっ

果
か

が届
とど

きませ
ん。オーバーステイ（不

ふ

法
ほう

滞
たい

在
ざい

）になってしまいますか。
Ａ：在

ざいりゅう

留期
き

間
かん

の満
まんりょう

了日
び

までに在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の更
こう

新
しん

または在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

の変
へん

更
こう

の申
しん

請
せい

をした場
ば

合
あい

、審
しん

査
さ

結
けっ

果
か

が出
で

る日
ひ

または在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の満
まんりょう

了日
び

から２ヶ月
げつ

を経
けい

過
か

する日
ひ

のいず
れか早

はや

い日
ひ

までの間
あいだ

は、適
てき

法
ほう

に日
に

本
ほん

に滞
たい

在
ざい

することができます。
　　※ 審

しん

査
さ

中
ちゅう

は、在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

中
ちゅう

に受
う

けていた資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

は有
ゆう

効
こう

のままです。また、
再
さい

入
にゅうこく

国許
きょ

可
か

（１回
かい

限
かぎ

り）を受
う

けることも可
か

能
のう

です。

Ｑ：「留
りゅうがく

学」の在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

の在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

は、何
なん

年
ねん

になりますか。また、どのように在
ざいりゅう

留
期
き

間
かん

を決
き

めているのでしょうか。
Ａ：４年

ねん

３ヶ月
げつ

、４年
ねん

、３年
ねん

３ヶ月
げつ

、３年
ねん

、２年
ねん

３ヶ月
げつ

、２年
ねん

、１年
ねん

３ヶ月
げつ

、１

年
ねん

、６ヶ月
げつ

、３ヶ月
げつ

のいずれかの在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

を、卒
そつぎょう

業までの所
しょ

要
よう

年
ねん

数
すう

、学
がくぎょう

業
状
じょうきょう

況、アルバイト、法
ほう

律
りつ

違
い

反
はん

がないかなどを総
そう

合
ごう

的
てき

に判
はん

断
だん

したうえで、出
しゅつにゅう

入
国
こく

在
ざいりゅうかんりきょく

留管理局が決
けっ

定
てい

します。
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Ｑ：出
しゅっこく

国中
ちゅう

に在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の満
まんりょう

了日
び

を超
こ

えてしまった場
ば

合
あい

、海
かい

外
がい

で在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

を更
こう

新
しん

する
ことはできますか。

Ａ：在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の更
こう

新
しん

、在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

の変
へん

更
こう

の申
しん

請
せい

を海
かい

外
がい

ですることはできません。必
かなら

ず
在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の満
まんりょう

了日
び

までに日
に

本
ほん

へ戻
もど

って手
て

続
つづ

きをしてください。やむを得
え

ない
事
じじょう

情で、出
しゅっこく

国中
ちゅう

に在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の満
まんりょう

了日
び

を迎
むか

える場
ば

合
あい

は、事
じ

前
ぜん

に国
こく

際
さい

部
ぶ

へご相
そう

談
だん

く
ださい。

Ｑ：在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

の満
まんりょう

了日
び

までに更
こう

新
しん

申
しん

請
せい

をすることを忘
わす

れてしまいました。どうすれ
ば良

よ

いですか。
Ａ：至

しきゅう

急、国
こく

際
さい

部
ぶ

へご相
そう

談
だん

ください。

●アルバイトについて

Ｑ：資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

を取
しゅ

得
とく

するための条
じょうけん

件はありますか。
Ａ：資

し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

を取
しゅ

得
とく

するには、以
い

下
か

の条
じょうけん

件を満
み

たす必
ひつ

要
よう

があります。
　　①アルバイトが勉

べん

学
がく

の障
しょうがい

害にならないこと。
　　② 学

がく

費
ひ

その他
た

の所
しょ

要
よう

経
けい

費
ひ

を補
おぎな

う目
もく

的
てき

で取
しゅ

得
とく

するためのものであり、貯
ちょ

金
きん

や仕
し

送
おく

りを目
もく

的
てき

にするものではないこと。
　　③風

ふう

俗
ぞく

営
えいぎょう

業または風
ふう

俗
ぞく

関
かん

連
れん

営
えいぎょう

業を営
いとな

む場
ば

所
しょ

以
い

外
がい

での勤
きん

務
む

であること。
　　④ １週

しゅうかん

間に28時
じ

間
かん

以
い

内
ない

（学
がく

則
そく

で定
さだ

める休
きゅうぎょう

業期
き

間
かん

中
ちゅう

は１日
にち

８時
じ

間
かん

以
い

内
ない

）である
こと。

　　⑤本
ほん

学
がく

に在
ざい

学
がく

している期
き

間
かん

に行
おこな

うものであること。

Ｑ：資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

を取
しゅ

得
とく

せずにアルバイトを行
おこな

った場
ば

合
あい

には、どうなりますか。
Ａ：処

しょ

罰
ばつ

されたり、退
たい

去
きょ

強
きょうせい

制処
しょ

分
ぶん

を受
う

けることがあります。アルバイトをする際
さい

には、必
かなら

ず事
じ

前
ぜん

に資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

を取
しゅ

得
とく

してください。

●家
か

族
ぞく

の呼
よ

び寄
よ

せについて

Ｑ：家
か

族
ぞく

を長
ちょうき

期休
きゅうか

暇に日
に

本
ほん

へ呼
よ

びたいと考
かんが

えています。どうすれば良
よ

いですか。
Ａ：短

たん

期
き

滞
たい

在
ざい

査
さしょう

証免
めん

除
じょ

国
こく

の方
かた

でない場
ば

合
あい

には、短
たん

期
き

間
かん

の滞
たい

在
ざい

でも在
ざい

外
がい

公
こう

館
かん

で短
たん

期
き

滞
たい

在
ざい

の査
さしょう

証申
しん

請
せい

が必
ひつ

要
よう

になります。この場
ば

合
あい

、査
さしょう

証申
しん

請
せい

に必
ひつ

要
よう

な書
しょ

類
るい

を日
に

本
ほん

で作
さく

成
せい

し、本
ほん

国
ごく

のご家
か

族
ぞく

に送
そう

付
ふ

する必
ひつ

要
よう

があります。  
詳
しょうさい

細については、外
がいむしょう

務省ホームページ（https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/
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日本在留中の諸手続

visa/）をご覧
らん

ください。

Ｑ：配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

を日
に

本
ほん

に呼
よ

びたいと考
かんが

えています。どのようにすれば良
よ

いでしょうか。
Ａ：長

ちょうき

期的
てき

に一
いっ

緒
しょ

に生
せい

活
かつ

するためには、出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局へ「家
か

族
ぞく

滞
たい

在
ざい

」の在
ざいりゅう

留
資
し

格
かく

についての在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

認
にん

定
てい

証
しょうめい

明書
しょ

交
こう

付
ふ

申
しん

請
せい

を行
おこな

う必
ひつ

要
よう

があります。詳
しょうさい

細に
ついては、法

ほうむしょう

務省ホームページ（http://www.moj.go.jp/isa/applications/procedures/
zairyu_nintei10_19.html）をご覧

らん

ください。  
また、短

たん

期
き

間
かん

の呼
よ

び寄
よ

せであれば、短
たん

期
き

滞
たい

在
ざい

の査
さしょう

証で呼
よ

ぶことも可
か

能
のう

です。

Ｑ：出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局への届
とどけで

出が必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

を教
おし

えてください。
Ａ：氏

し

名
めい

、生
せい

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

、性
せい

別
べつ

、国
こく

籍
せき

（地
ちい

域
き

）に変
へん

更
こう

があった場
ば

合
あい

、他
ほか

の大
だい

学
がく

へ転
てん

校
こう

す
る場

ば

合
あい

、本
ほん

学
がく

を除
じょ

籍
せき

・退
たい

学
がく

する場
ば

合
あい

には、その事
じ

由
ゆう

が生
しょう

じた日
ひ

から14日
か

以
い

内
ない

に
出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局へ届
とどけで

出を行
おこな

う必
ひつ

要
よう

があります。

Ｑ：留
りゅうがく

学期
き

間
かん

が終
お

わったため、本
ほん

国
ごく

へ帰
き

国
こく

します。在
ざいりゅう

留カードはどうすれば良
よ

いで
すか。

Ａ：留
りゅうがく

学期
き

間
かん

が終
しゅうりょう

了し、本
ほん

国
ごく

へ帰
き

国
こく

する場
ば

合
あい

は、空
くう

港
こう

での出
しゅっこく

国審
しん

査
さ

時
じ

に在
ざいりゅう

留カード
を返

へん

納
のう

してください。
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 学
がく

生
せい

生
せい

活
かつ

学
がく せい

生生
せい かつ

活の基
き  そ

礎知
ち  し き

識

各
かく しゅ

種 証
しょうめい

明書
しょ

の発
はっ こう

行
●発

はっ こう

行窓
まど ぐち

口

証明書の種類 手数料・その他
手続窓口

千里山キャンパス 高槻キャンパス 高槻ミューズキャンパス 堺キャンパス
＊在学証明書 100円

教職支援
センター 総合情報学部

オフィス

ミューズ
オフィス

堺キャンパス
事務室

＊成績証明書 100円
＊卒業（修了）見込証明書 100円
　単位修得証明書 100円
　教員免許状
　取得見込証明書 100円

　調査書 300円
　外国文証明書 300円
＊学割証 無料（発行枚数制限あり）
　学生証（再発行の場合） 学生証700円、在籍確認票200円

教務センター
　通学証明書 窓口で随時発行します。

　団体旅行証明書 詳細については
窓口へ問い合わせてください。

教職支援センター
学生生活支援グループ
スポーツ振興グループ

総合情報学部オフィス
高槻キャンパスオフィス

　帽　章 60円 学生生活支援
グループ

高槻キャンパス
オフィス　襟　章 40円

　健康診断証明書

※本学所定の
　健康診断証明書：200円
　本学所定用紙以外の証明書：500円
　外国文証明書：1,000円

保健管理
センター

高槻キャンパス
保健室

ミューズ
保健センター

堺キャンパス
保健室

※証明書自動発行機で即日発行できる証明書等は、上記表中に記載されている＊印のものに限ります。
　また、証明書自動発行機を利用する場合には、学生証とパスワードが必要です。
　パスワードは新入生指導行事の各学部ガイダンスにおいてお知らせします。
　パスワードを忘れた場合には、各キャンパスの発行窓口に申し出てください。
※健康診断証明書については、卒業見込者に限り証明書自動発行機で発行可能です。

●証
しょうめい

明書
しょ

自
じ どう

動発
はっ こう

行機
き

キャンパス 設置場所 取扱時間

千里山キャンパス 第２学舎１号館１階 ホール 月～金　9：00～18：30
土　　　9：00～17：00

高槻キャンパス Ａ棟１階 総合情報学部オフィス横 月～金　9：00～20：00
土　　　9：00～17：00

高槻ミューズキャンパス 西館２階 ミューズオフィス横 月～金　9：00～20：00
土　　　9：00～17：00

堺キャンパス Ａ棟１階 堺キャンパス事務室横 月～金　9：00～18：30
土　　　9：00～17：00

梅田キャンパス ５階 キャリアセンター
梅田オフィス内

月～金 10：00～18：00
※時期によっては土曜日開室有

※休業期間中は、取扱時間を変更しますのでインフォメーションシステムで確認してください。
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学生生活

学
がく せい

生証
しょう

・在
ざい

籍
せき

確
かく

認
にん

票
ひょう

　学
がくせい

生証
しょう

・在
ざいせきかくにん

籍確認票
ひょう

は、本
ほんがく

学の学
がくせい

生であることを証
しょう

明
めい

するとともに、近
きんこうしゅよう

郊主要交
こう

通
つう

機
き

関
かん

に対する通
つうがく

学 証
しょう

明
めいしょ

書の役
やくわり

割も果
は

たしています。また、図
と

書
しょかんとう

館等の施
し

設
せつ

の利
り

用
よう

に際
さい

しても必
ひつよう

要となります。したがって、学
がくせいせいかつ

生生活を送
おく

るうえで重
じゅう

要
よう

なものです
から、大

たいせつ

切に取
と

り扱
あつか

ってください。
　学

がくせい

生証
しょう

・在
ざいせきかくにん

籍確認票
ひょう

はセットで常
つね

に携
けいたい

帯し、次
つぎ

の場
ば

合
あい

はこれを提
てい

示
じ

しなければな
りません。
　（１）定

てい

期
き

試
し

験
けん

・「到
とうたつ

達度
ど

の確
かくにん

認（筆
ひっ

記
き

による学
がく

力
りょく

確
かくにん

認）」を受
じゅけん

験する場
ば

合
あい

　（２） 本
ほんがく

学 教
きょう

職
しょく

員
いん

の請
せい

求
きゅう

があった場
ば

合
あい

（夜
や

間
かん

に警
けい

備
び

員
いん

から請
せい

求
きゅう

があった場
ば

合
あい

を
含
ふく

む）
　（３）各

かくしゅ

種 証
しょう

明
めいしょ

書および学
がくわり

割証
しょう

の交
こう

付
ふ

を受
う

ける場
ば

合
あい

　（４） 通
つうがくてい

学定期
き

券
けん

または学
がくせいわりびき

生割引 乗
じょう

車
しゃけん

券を購
こう

入
にゅう

の際
さい

、およびそれを利
り

用
よう

して乗
じょう

車
しゃ

乗
じょう

船
せん

し係
かかり

員
いん

から請
せい

求
きゅう

があった場
ば

合
あい

※学
がくせい

生証
しょう

・在
ざいせきかくにん

籍確認票
ひょう

は他
た

人
にん

に貸
たい

与
よ

したり、譲
じょう

渡
と

することはできません。

【紛
ふんしつ

失・汚
お

損
そん

したとき】
　学

がくせい

生証
しょう

・在
ざいせきかくにん

籍確認票
ひょう

を紛
ふんしつ

失したり汚
お

損
そん

した場
ば

合
あい

には、直
ただ

ちに各
かく

キャンパスの窓
まどぐち

口
へ手

て

数
すう

料
りょう

を添
そ

えて再
さいこう

交付
ふ

願
ねがい

（用
よう

紙
し

は窓
まどぐち

口 備
そなえ

付
つけ

）を提
てい

出
しゅつ

し、再
さいこう

交付
ふ

を受
う

けてくださ
い。

通
つう がく

学定
て い  き

期券
けん

の購
こうにゅう

入
　通

つう がく

学定
てい

期
き

券
けん

を購
こうにゅう

入するときは、定
てい

期
き

券
けん

販
はん ばい

売所
しょ

に備
そな

え付
つ

けてある申
もうしこみ

込用
よう

紙
し

に必
ひつ

要
よう

事
じ

項
こう

を記
きにゅう

入し、「学
がく

生
せい

証
しょう

」と「在
ざい

籍
せき

確
かく

認
にん

票
ひょう

（兼
けん

通
つう

学
がく

定
てい

期
き

発
はっ

行
こう

控
ひかえ

）」（通
つう

学
がく

証
しょう

明
めい

書
しょ

に相
そう

当
とう

）を提
てい

示
じ

して購
こうにゅう

入してください。
※ 年

ねん

度
ど

内
ない

において継
けい

続
ぞく

購
こうにゅう

入する場
ば

合
あい

は、自
じ

動
どう

販
はん

売
ばい

機
き

等
とう

で購
こうにゅう

入することが出
で

来
き

る場
ば

合
あい

があります。

●購
こうにゅう

入にあたっての注
ちゅうい

意事
じ

項
こう

　（１）通
つう

学
がく

区
く

間
かん

以
い

外
がい

は通
つう

学
がく

定
てい

期
き

券
けん

を購
こうにゅう

入することはできません。
　　　  「通

つう

学
がく

区
く

間
かん

」とは、現
げんじゅうしょ

住所と大
だい

学
がく

の最
さい

短
たん

区
く

間
かん

のことです。通
つう

学
がく

区
く

間
かん

を変
へん

更
こう

す
る場

ば

合
あい

は、各
かく

キャンパスの手
てつづき

続窓
まど

口
ぐち

に届
とど

け出
で

てください。
　（２） クラブ活

かつ

動
どう

やアルバイト等
とう

の目
もく

的
てき

では通
つう

学
がく

定
てい

期
き

券
けん

を購
こうにゅう

入することはできま
せん。

　（３） 大
だい

学
がく

に虚
きょ

偽
ぎ

の届
とどけで

出を行
おこな

って通
つう

学
がく

定
てい

期
き

券
けん

を不
ふ

正
せい

購
こうにゅう

入することや、通
つう

学
がく

定
てい

期
き

券
けん
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を他
た

人
にん

に譲
ゆず

り渡
わた

す等
など

の不
ふ

正
せい

使
し

用
よう

は絶
ぜっ

対
たい

に行
おこな

わないでください。

学
がく

割
わり

証
しょう

（学
がっ

校
こう

学
がく

生
せい

生
せい

徒
と

旅
りょ

客
かく

運
うん

賃
ちん

割
わり

引
びき

証
しょう

）
●個

こ

人
じん

学
がく

生
せい

割
わり

引
びき

　実
じっしゅう

習あるいは帰
き

省
せい

等
とう

のために、JR鉄
てつ

道
どう

等
とう

の片
かた

道
みち

101km以
いじょう

上の区
く

間
かん

を乗
じょうしゃ

車・乗
じょうせん

船
する場

ば

合
あい

に利
り

用
よう

することができます。割
わり

引
びき

率
りつ

は普
ふ

通
つう

運
うん

賃
ちん

の２割
わり

です。

●取
しゅ

得
とく

方
ほう

法
ほう

　証
しょうめい

明書
しょ

自
じ

動
どう

発
はっ

行
こう

機
き

で即
そく

日
じつ

発
はっ

行
こう

●注
ちゅうい

意事
じ

項
こう

　（１）有
ゆう

効
こう

期
き

限
げん

は発
はっ

行
こう

日
び

から３ヶ月
げつ

以
い

内
ない

です。
　（２） 学

がく

割
わり

証
しょう

の発
はっ

行
こう

限
げん

度
ど

枚
まい

数
すう

は年
ねん

度
ど

ごとに１人
り

20枚
まい

に限
かぎ

り、１回
かい

の発
はっ

行
こう

枚
まい

数
すう

は原
げん

則
そく

として１週
しゅうかん

間に３枚
まい

以
い

内
ない

です。
　（３）学

がく

割
わり

証
しょう

は、学
がく

生
せい

証
しょう

を携
けい

帯
たい

しない場
ば

合
あい

は購
こうにゅう

入および使
し

用
よう

できません。
　（４） 学

がく

割
わり

証
しょう

を本
ほん

人
にん

以
い

外
がい

の者
もの

が使
し

用
よう

する等
など

の不
ふ

正
せい

使
し

用
よう

は絶
ぜっ

対
たい

に行
おこな

わないでくださ
い。

　（５）その他
た

学
がく

割
わり

証
しょう

裏
うら

面
めん

に記
き

載
さい

されている注
ちゅうい

意事
じ

項
こう

を厳
げん

守
しゅ

してください。

●団
だんたいがくせいわりびき

体学生割引（団
だんたいりょこう

体旅行 証
しょう

明
めいしょ

書）
　JRを利

り

用
よう

して引
いんそつ

率 教
きょう

職
しょく

員
いん

と学
がくせい

生８名
めい

以
い

上
じょう

の団
だんたい

体が、発
はっ

着
ちゃく

駅
えき

および経
けい

路
ろ

を同
おな

じ
くして、全

ぜんこうてい

行程を同
どういつじんいん

一人員で合
がっ

宿
しゅく

・遠
えんせいとう

征等の課
か

外
がい

活
かつどう

動やゼミ旅
りょこうとう

行等を行
おこな

う場
ば

合
あい

、所
しょ

定
てい

の手
て

続
つづ

きをすれば、普
ふ

通
つううんちん

運賃について団
だんたいがくせいわりびき

体学生割引を受
う

けることができます。割
わり

引
びきりつ

率は教
きょう

職
しょく

員
いん

が３割
わり

で、学
がくせい

生が５割
わり

です。

●取
しゅとくほうほう

得方法
　大

だいがくしょてい

学所定の団
だんたいりょこう

体旅行 証
しょう

明
めい

願
ねがい

に必
ひつよう

要事
じ

項
こう

を記
き

入
にゅう

し、JR窓
まどぐち

口または旅
りょこう

行 業
ぎょう

者
しゃ

の所
しょ

定
ていよう

用紙
し

を添
そ

えて、各
かく

キャンパスの手
て

続
つづき

窓
まどぐち

口へ提
てい

出
しゅつ

し 証
しょう

明
めい

を受
う

けてください。なお、
団
だんたいりょこう

体旅行の手
て

続
つづ

きは、乗
じょう

車
しゃ

日
び

の９ヶ月前から14日
か

前
まえ

まで行
おこな

っています。
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授
じゅぎょう

業時
じ

間
かん

時　限 授業時間帯 時　限 授業時間帯
１時限  9：00　～　10：30 ５時限 16：20　～　17：50
２時限 10：40　～　12：10 ６時限 18：00　～　19：30
３時限 13：00　～　14：30 ７時限 19：40　～　21：10
４時限 14：40　～　16：10

●休
きゅうぎょう

業・休
きゅうこう

講
　大

だい

学
がく

行
ぎょうじ

事をはじめ、夏
か

季
き

休
きゅうぎょう

業や冬
とう

季
き

休
きゅうぎょう

業などの予
よ

定
てい

については、当
とう

該
がい

年
ねん

の年
ねん

間
かん

行
ぎょうじ

事予
よ

定
てい

表
ひょう

（学
がく

年
ねん

暦
れき

）が毎
まい

年
とし

作
さく

成
せい

され、これを「インフォメーションシステム」や
大
だい

学
がく

ホームページ（https://www.kansai-u.ac.jp/ja/）に掲
けい

載
さい

していますので、必
かなら

ず参
さんしょう

照してください。また、担
たん

当
とう

教
きょういん

員の都
つ

合
ごう

による休
きゅうこう

講については、「インフォメー
ションシステム」を通

つう

じて連
れん

絡
らく

します。

自
し

然
ぜんさいがいはっせい

災害発生時
じ

の休
きゅう

講
こうとう

等の取
と

り扱
あつか

いについて
　自

し

然
ぜんさいがい

災害が発
はっせい

生した際
さい

の休
きゅう

講
こうとう

等（授
じゅ

業
ぎょう

の休
きゅう

講
こう

、授
じゅ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

の短
たん

縮
しゅく

および定
てい

期
き

試
し

験
けん

の延
えん

期
き そ ち

措置を含
ふく

む）の取
と

り扱
あつか

いについては、以
い か

下のとおりとします。
　なお、授

じゅ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

中
ちゅう

に自
し

然
ぜんさいがい

災害が発
はっせい

生した際
さい

は、授
じゅ

業
ぎょう

を中
ちゅう

止
し

し、授
じゅ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

を短
たん

縮
しゅく

します。
※ 「自

し

然
ぜんさいがい

災害」とは、各
かく

キャンパスの所
しょざい

在地
ち

域
いき

に深
しんこく

刻な被
ひ

害
がい

を生
しょう

じさせる地
じ

震
しん

、津
つ

波
なみ

、暴
ぼうふう

風、豪
ごう

雨
う

、洪
こうずい

水、大
おおゆきとう

雪等に起
き

因
いん

する災
さいがい

害をいいます。

１　休
きゅう

講
こうとう

等の基
き

準
じゅん

は、次
つぎ

のとおりとします。
　（１）地

じ

震
しん

・津
つ

波
なみとう

等
　　 　ア 　 大

おおさか

阪都
と し

市圏
けん

に震
しん

度
ど

５強
きょう

以
い

上
じょう

の地
じ

震
しん

が発
はっせい

生し、大
おお

きな被
ひ

害
がい

が発
はっせい

生するこ
とが懸

け

念
ねん

されるとき。
　　 　イ　 大

おおさか

阪都
と し

市圏
けん

に大
おお

津
つ

波
なみけいほう

警報が発
はっ

表
ぴょう

され、津
つ

波
なみ

による被
ひ

害
がい

の発
はっせい

生が懸
け

念
ねん

さ
れるとき。

　　 　ウ　 その他
た

地
じ

震
しん

・津
つ

波
なみとう

等によりキャンパス内
ない

の施
し

設
せつとう

等に授
じゅ

業
ぎょう

の継
けいぞく

続が困
こんなん

難
な被

ひ

害
がい

が発
はっせい

生したとき。
　（２）大

おおあめ

雨・暴
ぼうふうとう

風等
　　 　ア　 大

おおさか

阪府
ふ

に大
おおあめ

雨、暴
ぼうふう

風、暴
ぼうふうせつ

風雪、大
おおゆき

雪のいずれかの特
とくべつけいほう

別警報が発
はっ

表
ぴょう

され
たとき。

　　 　イ　大
おおさか

阪府
ふ

内
ない

の市
し

町
ちょう

村
そん

のいずれかに暴
ぼうふうけいほう

風警報が発
はっ

表
ぴょう

されたとき。
　　 　ウ　 気

き

象
しょう

庁
ちょう

の予
よ

報
ほうとう

等により、翌
よくじつ

日の未
み

明
めい

から夕
ゆうこく

刻までに大
おおさか

阪府
ふ

に大
だい

規
き ぼ

模な
台
たいふう

風や豪
ごう

雨
う

などの来
らい

襲
しゅう

が予
よ

測
そく

されるとき。
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　（３）その他
た

　　 　ア　 自
し

然
ぜんさいがい

災害により別
べつ

表
ひょう

１に定
さだ

める各
かく

キャンパスにおけるいずれかの鉄
てつどう

道
路
ろ

線
せん

（区
く

間
かん

）等
とう

について、鉄
てつどうがいしゃ

道会社が自
し

然
せんさいがい

災害による運
うんこうてい

行停止
し

又
また

は計
けい

画
かくうん

運休
きゅう

の実
じっ

施
し

を公
こう

表
ひょう

したとき。
　　 　イ　 大

おおさか

阪市
し

長
ちょう

、吹
すい

田
た

市
し

長
ちょう

、高
たかつき

槻市
し

長
ちょう

又
また

は堺
さかい

市
し

長
ちょう

のいずれかが、各
かく

キャンパ
ス所

しょざい

在地
ち

を含
ふく

む地
ち

域
いき

の居
きょ

住
じゅう

者
しゃ

に対
たい

して避
ひ

難
なん

を勧
かんこくまた

告又は指
し じ

示したとき。

２　休
きゅう

講
こうとう

等の取
と

り扱
あつか

いは、次
つぎ

のとおりとします。
　警

けいほうとう

報等の発
はつれいおよ

令及び鉄
てつどう

道路
ろ

線
せん

（区
く

間
かん

）等
とう

の運
うんこうてい

行停止
し

又
また

は計
けいかくうん

画運休
きゅう

に係
かかわ

る必
ひつよう

要な措
そ ち

置
は、次

つぎ

の表
ひょう

のとおりとします。

警
けい

報
ほう

等
とう

の発
はつ

令
れい

及
およ

び交
こう

通
つう

機
き

関
かん

の運
うん

行
こう

状
じょう

況
きょう

措
そ

　置
ち

６時
じ

までに解
かい

除
じょ

・運
うん

行
こう

再
さい

開
かい

平
へい

常
じょう

どおり

10時
じ

までに解
かい

除
じょ

・運
うん

行
こう

再
さい

開
かい

第
だい

３時
じ

限
げん

から授
じゅ

業
ぎょう

13時
じ

までに解
かい

除
じょ

・運
うん

行
こう

再
さい

開
かい

第
だい

６時
じ

限
げん

から授
じゅ

業
ぎょう

13時
じ

をすぎて解
かい

除
じょ

・運
うん

行
こう

再
さい

開
かい

休
きゅう

　講
こう

　・ 該
とうがいこうつう

当交通機
き

関
かん

での事
じ こ

故等
とう

による一
いち

時
じ

的
てき

な運
うんてん

転の見
み

合
あわ

わせの際
さい

は、休
きゅう

講
こうとう

等としま
せん。

　・梅
うめ

田
だ

キャンパスについては、特
とくべつ

別な状
じょう

況
きょう

に応
おう

じて休
きゅう

講
こうとう

等を行
おこな

うことがあります。

３　休
きゅう

講
こうとう

等の周
しゅう

知
ち

については、次
つぎ

のとおりとします。
　休

きゅう

講
こうとう

等の周
しゅう

知
ち

及
およ

び授
じゅ

業
ぎょう

再
さいかい

開の周
しゅう

知
ち

は、関
かんさいだいがく

西大学ホームページ等
とう

を通
つう

じて速
すみ

やか
に行

おこな

うものとします。また、次
つぎ

のいずれかに該
がいとう

当する場
ば

合
あい

は、前
ぜんじつ

日のうちに休
きゅう

講
こうとう

等
を周

しゅう

知
ち

します。
　（１） 気

き

象
しょう

庁
ちょう

の予
よ

報
ほうとう

等によって、大
おおさか

阪府
ふ

に翌
よくじつ

日の未
み

明
めい

から夕
ゆうこく

刻までに、大
だい

規
き ぼ

模な
台
たいふう

風や豪
ごう

雨
う

などの来
らい

襲
しゅう

が予
よ

測
そく

される場
ば

合
あい

、前
ぜんじつ

日の22時
じ

までを目
め ど

処に周
しゅう

知
ち

しま
す。

　（２） 鉄
てつどうがいしゃ

道会社が別
べつ

表
ひょう

１に定
さだ

める鉄
てつどう

道路
ろ

線
せん

（区
く

間
かん

）について翌
よくじつ

日以
い

降
こう

の計
けいかくうん

画運休
きゅう

の
実
じっ

施
し

を公
こう

表
ひょう

した場
ば

合
あい

、前
ぜんじつ

日の22時
じ

までを目
め ど

処に周
しゅう

知
ち

します。

４ 　上
じょう

記
き

にかかわらず、授
じゅ

業
ぎょう

の休
きゅう

講
こうとう

等の取
と

り扱
あつか

いは別
べっ

途
と

関
かんさいだいがく

西大学ホームページ等
とう

で
お知

し

らせします。
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５ 　自
し

然
ぜんさいがい

災害による休
きゅう

講
こうとう

等の措
そ ち

置が行
おこな

われない場
ば

合
あい

において、通
つうがくけい

学経路
ろ

上
じょう

の公
こう

共
きょう

交
こうつう

通機
き

関
かん

の運
うん

休
きゅう

等
とう

や居
きょ

住
じゅう

地
ち

で自
し

然
ぜんさいがい

災害が発
はっせい

生したために授
じゅ

業
ぎょう

に出
しゅっ

席
せき

できないと
きは、当

とうがいこうつう

該交通機
き

関
かんはっこう

発行の証
しょう

明
めいしょ

書を添
そ

え、又
また

は特
とくべつけいほうとう

別警報等が発
はっ

表
ぴょう

されたことを欠
けっ

席
せき

届
とどけ

発
はっこうまどぐち

行窓口に申
もう

し出
で

ることで「欠
けっせき

席届
とどけ

」の発
はっこう

行手
て

続
つづ

きが可
か

能
のう

です。

別表１　鉄道路線（区間）等

千里山キャンパス
※南千里国際プラザを含む

・JR東海道本線（京都駅～神戸駅）
・ 阪急千里線（天神橋筋六丁目～北千里駅）、京都線（十三駅～京都河原町駅）、  
神戸線（大阪梅田駅～神戸三宮駅）

高槻キャンパス
・高槻市営バス（JR高槻駅北～関西大学、JR富田駅～関西大学）
・JR東海道本線（京都駅～神戸駅）
・阪急京都線（十三駅～京都河原町駅）、神戸線（大阪梅田駅～神戸三宮駅）

高槻ミューズキャンパス
・JR東海道本線（京都駅～神戸駅）
・阪急京都線（十三駅～京都河原町駅）、神戸線（大阪梅田駅～神戸三宮駅）

堺キャンパス
・南海高野線（難波駅～堺東駅）
・大阪メトロ堺筋線（天神橋筋六丁目駅～天下茶屋駅）
・阪急千里線（天神橋筋六丁目駅～関大前駅）

梅田キャンパス

・JR東海道本線（京都駅～神戸駅）
・ 阪急千里線（天神橋筋六丁目駅～北千里駅）、京都線（十三駅～京都河原町駅）、  
神戸線（大阪梅田駅～神戸三宮駅）
・大阪メトロ堺筋線（天神橋筋六丁目駅～天下茶屋駅）、御堂筋線（新大阪駅～天王寺駅）

遺
い

失
しつ

物
ぶつ

・拾
しゅうとく

得物
ぶつ

の取
と

り扱
あつか

い
　学

がく

内
ない

で物
もの

を紛
ふん

失
しつ

したり、拾
しゅうとく

得した場
ば

合
あい

には、「遺
い

失
しつ

・拾
しゅうとく

得物
ぶつ

等
とう

に関
かん

する取
とりあつか

扱い
要
ようりょう

領」（HAND BOOKに掲
けい

載
さい

）に基
もと

づいて、速
すみ

やかに最
も

寄
よ

りの「取
とりあつかい

扱窓
まど

口
ぐち

」にて
手
て

続
つづ

きを行
おこな

ってください。

● 取
とりあつかい

扱 窓
まど　ぐち

口

千
せん

里
り

山
やま

キャンパス 高
たか

槻
つき

キャンパス 高
たか

槻
つき

ミューズキャンパス 堺
さかい

キャンパス

授
じゅ

業
ぎょう

支
し

援
えん

ステーション
総
そう

合
ごう

図
と

書
しょ

館
かん

　　　　　
中
ちゅう

央
おう

体
たい

育
いく

館
かん

事
じ

務
む

室
しつ

　　
学
がく

生
せい

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

グループ
スポーツ振

しん

興
こう

グループ
ITセンター　　　　　
キャリアセンター　　

高
たか

槻
つき

キャンパス
オフィス

ミューズ
オフィス

堺
さかい

キャンパス
事
じ

務
む

室
しつ

※遺
い

失
しつ

物
ぶつ

を引
ひ

き取
と

る際
さい

には、学
がく

生
せい

証
しょう

または本
ほん

人
にん

確
かく

認
にん

書
しょ

類
るい

を持
じ

参
さん

してください。
※拾
しゅう

得
とく

物
ぶつ

は、各
かく

窓
まど

口
ぐち

に届
とど

けられた日
ひ

から３ヶ月間
かん

保
ほ

管
かん

します。
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●遺
い

失
しつ

物
ぶつ

　取
とりあつかい

扱窓
まど

口
ぐち

に「遺
い

失
しつ

物
ぶつ

届
とどけ

」を届
とど

け出
で

てください。この届
とどけ

の有
ゆう

効
こう

期
き

限
げん

は届
とどけで

出日
び

から３ヶ
月間

かん

です。
　○学

がくせい

生証
しょう

を紛
ふんしつ

失した場
ば

合
あい

　　⇒ 各
かく

キャンパスの手
て

続
つづき

窓
まどぐち

口にて再
さいはっこう

発行の手
て

続
つづ

きを行
おこな

ってください（29ページ
参
さん

照
しょう

）。
　○キャッシュカード・クレジットカード等

とう

を紛
ふんしつ

失した場
ば

合
あい

　　⇒ 銀
ぎんこう

行やクレジットカード会
がいしゃとう

社等に連
れんらく

絡して、利
り

用
ようてい

停止
し

等
とう

の手
て

続
つづ

きを行
おこな

ってく
ださい。

●拾
しゅうとく

得物
ぶつ

　学
がく

内
ない

で拾
しゅうとく

得した物
ぶっ

品
ぴん

、金
きん

銭
せん

等
とう

については、取
とりあつかい

扱窓
まど

口
ぐち

まで届
とど

け出
で

てください。
　なお、拾

しゅうとく

得物
ぶつ

の保
ほ

管
かん

期
き

間
かん

は遺
い

失
しつ

物
ぶつ

法
ほう

により３ヶ月間
かん

となっています。保
ほ

管
かん

期
き

間
かん

が
経
けい

過
か

した物
もの

については、廃
はい

棄
き

処
しょぶん

分としますのでご注
ちゅうい

意ください。

●落
おと

し物
もの

コーナー
　千

せん

里
り

山
やま

キャンパスにおいては、拾
しゅうとく

得物
ぶつ

は届
とど

けられた窓
まど

口
ぐち

において２週
しゅうかん

間保
ほ

管
かん

され、
その間

かん

に落
お

とし主
ぬし

からの申
もう

し出
で

がない場
ば

合
あい

には、「落
おと

し物
もの

コーナー」（76～77ページ）
に拾

しゅう

得
とく

物
ぶつ

を集
しゅうやく

約します。遺
い

失
しつ

物
ぶつ

を探
さが

す場
ば

合
あい

には、一
いち

度
ど

、訪
たず

ねてみてください。ただ
し、氏

し

名
めい

や、学
がく

籍
せき

番
ばん

号
ごう

が明
めい

記
き

されている拾
しゅうとく

得物
ぶつ

については、該
がい

当
とう

者
しゃ

に大
だい

学
がく

から連
れん

絡
らく

します。
　〔窓

まど

口
ぐち

取
とりあつかい

扱時
じ

間
かん

〕月
げつ

・火
か

・木
もく

・金
きん

　13：00～19：00
　　　　　　　　　 水

すい

　13：00～18：00　土
ど

　13：00～17：00
　（上

じょうき

記時
じ

間
かん

帯
たい

以
い

外
がい

でのお問
と

い合
あ

わせは、学
がく

生
せい

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

グループまでお尋
たず

ねください。）

●忘
わす

れ物
もの

や盗
とう

難
なん

に注
ちゅうい

意
　学

がくない

内で盗
とうなん

難が多
た

発
はつ

しています。現
げんきん

金や貴
き

重
ちょう

品
ひん

は必
かなら

ず身
み

につけるようにしてください。
　・図

と

書
しょかん

館、体
たいいくかん

育館、食
しょく

堂
どう

・トイレ等
とう

で、カバン等
とう

は絶
ぜったい

対に放
ほう

置
ち

しないでください。
　・ 課

か

外
がいかつどう

活動の部
ぶ

室
しつ

、会
かい

議
ぎ

室
しつ

、更
こう

衣
い

ロッカー等
とう

を利
り

用
よう

する際
さい

はしっかりと施
せ

錠
じょう

を行
おこな

い、貴
き

重
ちょう

品
ひんとう

等の取
とり

扱
あつかい

は十
じゅう

分
ぶん

に注
ちゅう

意
い

してください。
　・ 自

じ

転
てんしゃ

車は二
に こ い

個以上
じょう

の鍵
かぎ

をつけるか、Ｕ字
じ

錠
じょう

や太
ふと

いワイヤー錠
じょう

をかけて被
ひ

害
がいぼう

防止
し

対
たいさく

策を行
おこな

ってください。
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●盗
とう

難
なん

届
とどけ

　本
ほん

学
がく

の構
こう

内
ない

で盗
とう

難
なん

にあった場
ば

合
あい

は、各
かく

キャンパスの取
とりあつかい

扱窓
まど

口
ぐち

へ届
とど

け出
で

てください。

●紛
ふんしつ

失・盗
とうなん

難にあったときの各
かくしゅ

種再
さい

発
はっこう

行手
て

続
つづ

きについて
　○学

がくせい

生証
しょう

の汚
お そ ん

損・紛
ふんしつ

失・盗
とうなん

難
　　　 直

ただ

ちに各
かく

キャンパスの手
て

続
つづき

窓
まどぐち

口へ手
て

数
すう

料
りょう

（700円
えん

）を添
そ

えて学
がくせい

生 証
しょう

再
さい

交
こう

付
ふ

願
ねがい

（用
よ う し

紙は手
て

続
つづき

窓
まどぐち

口 備
そなえ

付
つけ

、印
いんかん

鑑必
ひつよう

要）を提
ていしゅつ

出し、再
さい

交
こう

付
ふ

を受
う

けてください。
　○キャッシュカード・クレジットカード等

とう

の紛
ふんしつ

失・盗
とうなん

難
　　　 銀

ぎんこう

行やクレジットカード会
かいしゃ

社等
とう

に連
れんらく

絡して、利
り

用
よう

停
てい

止
し

・再
さい

発
はっこう

行等
とう

の手
て

続
つづ

きを
行
おこな

ってください。
　○パスポートや在

ざいりゅう

留カードの紛
ふんしつ

失・盗
とうなん

難
　　　 警

けいさつ

察で「盗
とうなん

難届
とどけ

」または「遺
い

失
しつ

届
とどけ

」を提
ていしゅつ

出し、証
しょうめい

明書
しょ

を発
はっこう

行してもらいます。
その後

ご

、パスポートについては各
かっこく

国の大
たい

使
し

館
かん

や領
りょう

事
じ

館
かん

に証
しょうめい

明書
しょ

を持
じ

参
さん

して再
さい

発
はっこう

行の手
て

続
つづ

きを行
おこな

います。在
ざいりゅう

留カードについては失
うしな

ったことに気
き

づいた日
ひ

か
ら14日

か

以
い

内
ない

に、出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局に証
しょうめい

明書
しょ

とパスポート、顔
かお

写
じゃしん

真を持
じ

参
さん

し
て再

さい

発
はっこう

行の手
て

続
つづ

きを行
おこな

います。在
ざいりゅう

留カードを再
さい

発
はっこう

行してもらった場
ば

合
あい

は、速
すみ

やかにWebにて国
こくさい

際部
ぶ

への在
ざいりゅう

留報
ほうこく

告を行
おこな

ってください（５ページ参
さんしょう

照）。
　○国

こくみん

民健
けんこう

康保
ほ

険
けん

被
ひ

保
ほ

険
けん

者
しゃ

証
しょう

の紛
ふんしつ

失・盗
とうなん

難
　　　 警

けいさつ

察で「盗
とうなん

難届
とどけ

」または「遺
い

失
しつ

届
とどけ

」を提
ていしゅつ

出し、証
しょうめい

明書
しょ

を発
はっこう

行してもらいます。
その後

ご

、市
し く

区町
ちょうそん

村の役
やくしょ

所にて再
さい

発
はっこう

行の申
しんせい

請を行
おこな

ってください。証
しょうめい

明書
しょ

、マイ
ナンバーが確

かくにん

認できるもの、在
ざいりゅう

留カード等
とう

の身
み

元
もと

が確
かくにん

認できるもの、印
いんかん

鑑が
必
ひつよう

要です。

キャンパスへの通
つうがく

学
　●自

じ

動
どう

車
しゃ

・バイク通
つうがく

学の全
ぜんめん

面禁
きん

止
し

　　　関
かんさいだいがく

西大学では、自
じ

動
どう

車
しゃ

・バイクによる通
つうがく

学を禁
きん

止
し

しています。
　●自

じ

転
てん

車
しゃ

は指
し

定
てい

駐
ちゅうりんじょう

輪場へ
　　 　学

がくない

内の教
きょういく

育環
かんきょう

境の維
い じ

持・整
せい

備
び

を目
もくてき

的に、各
かく

キャンパス内
ない

に自
じ

転
てん

車
しゃ

専
せんよう

用の駐
ちゅう

輪
りん

場
じょう

を設
せ っ ち

置しています。自
じ

転
てん

車
しゃ

で通
つうがく

学する場
ば

合
あい

は、必
かなら

ず指
し

定
てい

駐
ちゅう

輪
りん

場
じょう

を利
り

用
よう

して
ください。

　●自
じ

転
てん

車
しゃ

の購
こうにゅう

入
　　 　自

じ

転
てん

車
しゃ

を購
こうにゅう

入したときには、防
ぼうはん

犯登
とうろく

録をしなければなりません。また、大
おおさか

阪
府
ふ

自
じ

転
てん

車
しゃ

条
じょう

例
れい

により、大
おおさか

阪府
ふ

において自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

るときには、自
じ

転
てん

車
しゃ

損
そんがい

害
賠
ばいしょう

償保
ほ

険
けん

に加
か

入
にゅう

することが義
ぎ む

務となっています。自
じ

転
てん

車
しゃ

による事
じ こ

故では、自
じ
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分
ぶん

が怪
け が

我をするだけでなく、他
た

人
にん

に怪
け が

我を負
お

わせ、多
た

額
がく

の損
そんがい

害賠
ばいしょう

償を求
もと

められ
る可

か

能
のう

性
せい

もあります。必
かなら

ず保
ほ

険
けん

に加
か

入
にゅう

するようにしてください（40ページ参
さんしょう

照）。
　●自

じ

転
てん

車
しゃ

の盗
とうなん

難
　　 　最

さいきん

近、学
がくない

内で 自
じ

転
てん

車
しゃ

の盗
とうなん

難が多
た は つ

発しています。盗
とうなん

難を防
ぼ う し

止するために、
指
し て い

定駐
ちゅうりんじょう

輪場では必
かなら

ず鍵
かぎ

をかけてください。自
じ

転
てん

車
しゃ

を盗
ぬす

まれたときは、近
ちか

くの
交
こうばん

番に届
とど

け出
で

ましょう。盗
とうなん

難にあった自
じ

転
てん

車
しゃ

が見
み

つかると警
けいさつ

察から連
れんらく

絡があり
ます。自

じ

転
てん

車
しゃ

には住
じゅうしょ

所と名
な

前
まえ

を書
か

いておきましょう。
　　 　自

じ

転
てん

車
しゃ

を盗
ぬす

んだ場
ば

合
あい

は、「窃
せっとう

盗（10年
ねん

以
い か

下の懲
ちょうえき

役）」「遺
い し つ

失物
ぶつ

等
とう

横
おうりょう

領（１年
ねん

以
い か

下の懲
ちょう

役
えき

または10万
まん

円
えん

以
い か

下の罰
ばっきん

金）」の罰
ばつ

が科
か

せられます。自
じ

転
てん

車
しゃ

が捨
す

てて
あっても、誰

だれ

かが盗
ぬす

んで放
ほう

置
ち

したものかもしれません。盗
とうなん

難届
とどけ

が出
で

ていた場
ば

合
あい

、その自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

っているとトラブルに巻
ま

き込
こ

まれることがありますので、
自
じ

転
てん

車
しゃ

は拾
ひろ

わないようにしましょう。
　● 大

だいがく

学周
しゅうへん

辺での不
ふ

法
ほう

・迷
めいわく

惑 駐
ちゅう

輪
りん

　　 　大
だいがく

学周
しゅうへん

辺での不
ふ

法
ほう

・迷
めいわく

惑 駐
ちゅう

輪
りん

があとを絶
た

たず、連
れんじつ

日多
おお

くの苦
くじょう

情が寄
よ

せられ
ています。不

ふ

法
ほう

・迷
めいわく

惑 駐
ちゅう

輪
りん

の自
じ

転
てん

車
しゃ

やバイクは通
つうこう

行の妨
さまた

げや事
じ こ

故の原
げんいん

因とな
り大

たいへん

変危
き

険
けん

です。みなさんが不
ふ

快
かい

な思
おも

いをしたり、事
じ こ

故なく生
せいかつ

活できるよう、
不
ふ

法
ほう

・迷
めいわく

惑 駐
ちゅう

輪
りん

は絶
ぜったい

対にしないでください。

アルバイトについて

　アルバイトについては、アルバイト求
きゅうじん

人情
じょうほう

報提
ていきょう

供サービス「関
かんさい

西大
だいがくせい

学生アルバ
イト情

じょうほう

報ネットワーク」https：//www.aines.net/kansai-u/にて登
とうろく

録手
て

続
つづ

きを行
おこな

っ
てください。登

とうろく

録後
ご

、当
とう

サイトにて関
かんだい

大生
せい

向
む

けのアルバイト求
きゅうじん

人情
じょうほう

報を閲
えつらん

覧できま
す。※アルバイトは、必

かなら

ず資
し

格
かく

外
がい

活
かつどう

動許
きょ

可
か

を取
しゅとく

得してから行
おこな

ってください。１週
しゅうかん

間
に行

おこな

うことのできるアルバイトの時
じ

間
かん

や業
ぎょうしゅ

種について制
せいげん

限がありますので、それら
を厳

げんしゅ

守してください（詳
しょうさい

細は19ページを参
さんしょう

照）。

税
ぜいきん

金について

　日
に

本
ほん

で生
せいかつ

活している人
ひと

は、国
こくせき

籍に関
かんけい

係なく、税
ぜいきん

金を支
し は ら

払わなければなりません。
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留
りゅうがくせい

学生の皆
みな

さんが支
し

払
はら

う主
おも

な税
ぜい

の種
しゅるい

類
●所

しょとく

得税
ぜい

： 個
こ

人
じん

の所
しょとく

得に対
たい

して課
か

される税
ぜいきん

金です。皆
みな

さんがアルバイトをしたとき
の給

きゅう

与
よ

などが対
たいしょう

象となり、多
おお

くの場
ば

合
あい

、給
きゅうよ

与から差
さ

し引
ひ

かれます。皆
みな

さ
んの母

ぼ

国
こく

と日
に

本
ほん

の間
あいだ

で租
そ

税
ぜい

条
じょうやく

約が結
むす

ばれている場
ば

合
あい

、条
じょうやく

約の内
ないよう

容によっ
ては、所

しょとく

得税
ぜい

が給
きゅう

与
よ

から差
さ

し引
ひ

かれることを免
めんじょ

除される場
ば

合
あい

があります。
手
て

続
つづ

きについては、アルバイト先
さき

に問
と

い合
あ

わせてください。

●住
じゅうみん

民税
ぜい

： 住
じゅうみん

民登
とうろく

録をしている自
じ

治
ち

体
たい

に対
たい

して支
し

払
はら

う税
ぜいきん

金です。前
ぜんねん

年の所
しょとく

得を元
もと

に
算
さんしゅつ

出され、アルバイト等
とう

の給
きゅうよ

与から差
さ

し引
ひ

かれるか、送
そう

付
ふ

される納
のう

付
ふ

書
しょ

により支
し

払
はら

います。

●消
しょう

費
ひ

税
ぜい

： 物
ぶっぴん

品の購
こうにゅう

入、サービスの対
たい

価
か

に対
たい

して10％（食
しょく

品
ひん

などの特
とくていひんもく

定品目に対
たい

し
ては８％）の税

ぜいりつ

率が課
か

されます。

健
けんこう

康管
かん

理
り

保
ほ

健
けん

管
かん

理
り

センター
　千

せ ん り や ま

里山キャンパスの保
ほ

健
けん

管
かん

理
り

センターでは、学
がくせい

生および教
きょうしょくいん

職員の健
けんこう

康の保
ほ じ

持、
増
ぞうしん

進を目
め ざ

指し、健
けんこう

康管
かん

理
り

や健
けんこう

康相
そうだん

談、応
おうきゅう

急処
しょ

置
ち

などを行
おこな

っています。また、各
かく

キャ
ンパスにも保

ほ

健
けん

室
しつ

が設
せっ

置
ち

されています。

●業
ぎょうむ

務 取
とりあつかい

扱 時
じ

間
かん

キャンパス 千
せん

里
り

山
やま

キャンパス 高
たか

槻
つき

キャンパス 高
たか

槻
つき

ミューズキャンパス 堺
さかい

キャンパス

窓
まど

　　口
ぐち 保

ほ

健
けん

管
かん

理
り

センター　
高
たか

槻
つき

キャンパス保
ほ

健
けん

室
しつ

ミューズ保
ほ

健
けん

センター 堺
さかい

キャンパス保
ほ

健
けん

室
しつ

関
かん

西
さい

大
だい

学
がく

第
だい

一
いち

診
しん

療
りょう

所
しょ

開
かい

室
しつ

時
じ

間
かん

【保
ほ

健
けん

管
かん

理
り

センター】

月
げつ

～金
きん

 9：00～19：00

土
ど

　　 9：00～17：00

月
げつ

・火
か

・木
もく

・金
きん

9：00～18：00

水
すい

9：00～17：00

月
げつ

～金
きん

 9：00～17：00 月
げつ

～金
きん

 9：00～17：00
【関

かん

西
さい

大
だい

学
がく

第
だい

一
いち

診
しん

療
りょう

所
しょ

】

月
げつ

～金
きん

 9：30～12：00

　　　13：30～15：30

場
ば

　　所
しょ

新
しん

関
かん

西
さい

大
だい

学
がく

会
かい

館
かん

北
きた

棟
とう

 ４階
かい

Ｋ棟
とう

北
きた

　１階
かい

西
にし

館
かん

　９階
かい

Ａ棟
とう

　１階
かい

連
れん

 絡
らく

 先
さき

06-6368-1175 072-690-2170 072-684-4120 072-229-5090

＊春
しゅ

季
んき

休
きゅうぎょう

業・夏
か

季
き

休
きゅうぎょう

業および冬
とう

季
き

休
きゅうぎょう

業を含
ふく

め、開
かい

室
しつ

日
び

・開
かい

室
しつ

時
じ

間
かん

は変
へん

更
こう

になる場
ば

合
あい

があります。
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●定
てい

期
き

健
けんこう

康診
しんだん

断
　毎

まいとし

年４月
がつ

に全
ぜん

学
がくねん

年を対
たいしょう

象に定
てい

期
き

健
けんこう

康診
しんだん

断を実
じっ

施
し

しています。日
にってい

程については、イ
ンフォメーションシステム等

とう

でお知
し

らせしますので、各
かく

自
じ

で確
かくにん

認をして、必
かなら

ず指
し

定
てい

の日
ひ

に受
じゅしん

診してください。また、健
けんこう

康診
しんだん

断を受
じゅしん

診していないと「健
けんこう

康診
しんだん

断証
しょうめい

明書
しょ

」
の発

はっこう

行ができませんので注
ちゅうい

意してください。

●健
けんこう

康管
かん

理
り

・健
けんこう

康相
そうだん

談
　定

てい　き

期健
けんこう

康診
しんだん

断において、病
びょうき

気もしくはその疑
うたが

いが見
み

つかった場
ば

合
あい

、本
ほんにん

人宛
あて

に通
つう

知
ち

し、上
じょうひょう

表の窓
まどぐち

口において、再
さい

検
けん

査
さ

や精
せいみつ

密検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

し、その結
けっ

果
か

に基
もと

づいて、保
ほ

健
けん

指
し

導
どう

や病
びょういん

院紹
しょうかい

介等
とう

を行
おこな

います。
　また、病

びょうき

気や食
しょくせいかつ

生活をはじめ、健
けんこう

康に関
かん

する疑
ぎ

問
もん

、悩
なや

みごと、心
しんぱい

配ごとなどがあ
る場

ば

合
あい

は、医
い し

師・保
ほ

健
けん

師
し

・看
かん

護
ご

師
し

が相
そうだん

談に応
おう

じています。

●健
けんこう

康診
しんだん

断証
しょうめい

明書
しょ

の発
はっこう

行
　卒

そつぎょう

業見
み こ み

込者
しゃ

は証
しょうめい

明書
しょ

自
じ

動
どう

発
はっこう

行機
き

で、卒
そつぎょう

業見
み こ み

込者
しゃ

以
い

外
がい

の方
かた

は28ページに記
き

載
さい

の窓
まどぐち

口
で申

もうしこみ

込を受
う

け付
つ

け発
はっこう

行しています。また、進
しんがく

学、留
りゅうがく

学や就
しゅうしょく

職などで指
し

定
てい

用
よう

紙
し

による
健
けんこう

康診
しんだん

断証
しょうめい

明書
しょ

が必
ひつよう

要な場
ば

合
あい

も、28ページに記
き

載
さい

の窓
まどぐち

口で申
もう

し込
こ

んでください。

●応
おうきゅう

急処
しょ

置
ち

　急
きゅうびょう

病やケガの応
おうきゅう

急処
しょ

置
ち

を行
おこな

っています。

●診
しんりょう

療
　関

かんさいだいがく

西大学第
だい

一
いち

診
しんりょう

療所
しょ

（千
せん

里
り

山
やま

キャンパス）に限
かぎ

り、風
か ぜ

邪をひいた、胃
いちょう

腸の調
ちょうし

子
が悪

わる

いなどの日
にちじょう

常おこりうる病
びょうき

気に対
たい

する診
しんりょう

療を行
おこな

っています。なお、第
だい

一
いち

診
しんりょう

療
所
しょ

は保
ほ

険
けん

医
いりょう

療機
き

関
かん

として保
ほ け ん

険診
しんりょう

療を行
おこな

っていますので、受
じゅしん

診の際
さい

には健
けんこう

康保
ほ け ん

険証
しょう

を
提
てい

示
じ

のうえ受
じゅしん

診してください。
＊ 「学

がくせい

生用
よう

被
ひ

保
ほ

険
けん

者
しゃ

証
しょう

」や「遠
えんかく

隔地
ち

被
ひ

保
ほ

険
けん

者
しゃ

証
しょう

」について  
　保

ほ

険
けん

診
しんりょう

療を受
う

ける際
さい

には健
けんこう

康保
ほ

険
けん

証
しょう

が必
ひつよう

要です。下
げしゅく

宿や寮
りょう

生
せいかつ

活をしている
学
がくせい

生には、各
かく

個
こ

人
じん

の保
ほ

険
けん

証
しょう

（カード）または「遠
えんかく

隔地
ち

被
ひ

保
ほ

険
けん

者
しゃ

証
しょう

」が発
はっこう

行され
ます。詳

しょう

細
さい

につきましては、関
かんけいさき

係先の健
けんこう

康保
ほ

険
けんくみあい

組合または市
し く

区 町
ちょう

村
そん

の役
やくしょ

所・
役
やく

場
ば

にお問
と

い合
あ

わせください。

多
た

言
げん

語
ご

対
たいおう

応の病
びょういん

院情
じょうほう

報
　英
えい

語
ご

や他
た

言
げん

語
ご

で対
たいおう

応が可
か

能
のう

な病
びょういん

院や歯
し か

科医
い

院
いん

を検
けんさく

索する場
ば

合
あい

は、以
い か

下のサイトを
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活
かつよう

用してください。

　インホス（InHos）　http://inhos.net/
　おおさかメディカルネット for Foreigners
� https://www.mfis.pref.osaka.jp/omfo/

多
た

言
げん

語
ご

医
いりょう

療問
もんしん

診システム
　日

に

本
ほん

語
ご

で体
からだ

の症
しょうじょう

状を伝
つた

えるのが不
ふ

安
あん

な方
かた

は、病
びょういん

院に行
い

く前
まえ

に、インターネットか
ら簡
かんたん

単に多
た

言
げん

語
ご

問
もんしん

診を行
おこな

うことができます。
　問
もんしん

診結
けっ

果
か

を印
いんさつ

刷して、病
びょういん

院へ持
も

って行
い

くことをおすすめします。

　M3（エムキューブ）　http://www.kifjp.org/medical/

学
がくせい

生教
きょういく

育 研
けんきゅう

究災
さいがい

害傷
しょうがい

害保
ほ

険
けん

　本
ほんがく

学では、教
きょういく

育研
けんきゅう

究活
かつどう

動中
ちゅう

に、不
ふ

慮
りょ

の災
さいがい

害事
じ こ

故が発
はっせい

生し、傷
しょうがい

害を受
う

けた場
ば

合
あい

に、
保
ほ

険
けん

金
きん

の給
きゅうふ

付が受
う

けられるよう、全
ぜん

学
がくせい

生を対
たいしょう

象として、大
だいがく

学負
ふ

担
たん

において一
いっかつ

括して
加
かにゅう

入しています（病
びょうき

気は対
たいしょう

象になりません）。

教
きょういく

育 研
けんきゅう

究活
かつどう

動中
ちゅう

とは？
正　課　中 講義、実験、実習、演習または実技による授業を受けている間。指導教員の指示に基づき研究活

動を行っている間。

学校行事中 大学の主催する入学式、オリエンテーション、卒業式など教育活動の一環としての各種学校行事
に参加している間。

課外活動中 大学の規則にのっとった所定の手続きにより、大学の認めた学内学生団体･サークルの管理下で行
う文化・体育活動を行っている間。

上記以外で大学 
施設内にいる間 大学が教育活動のために所有、使用、または管理している学校施設内にいる間。主に休憩中。

取
とりあつかい

扱 窓
まどぐち

口（保
ほ　けん

険金
きん

請
せいきゅう

求書
しょ

取
とりあつかい

扱 窓
まどぐち

口）

 事故発生状況

キャンパス 

正課中（授業中等）
学校行事中（入学式・卒業式等）
キャンパス内での休憩中

課外活動中（体育会以外の大学届出団体等）
学校行事中（学園祭等）

課外活動中 
（体育会）

千里山キャンパス 教務センター（庶務窓口） 学生生活支援グループ
スポーツ振興 
グループ

高槻キャンパス 高槻キャンパスオフィス
高槻ミューズキャンパス ミューズオフィス
堺キャンパス 堺キャンパス事務室

※上表の活動範囲以外での事故については、別途取扱窓口まで相談してください。
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保
ほ

険
けん

の内
ないよう

容
 適　用
種　類 正課中・学校行事中 キャンパス内での休憩中・課外活動中

死亡保険金 1,200万円 600万円

後遺障害保険金 後遺障害の程度に応じて
72万円～1,800万円

後遺障害の程度に応じて
36万円～900万円

医療保険金
治療日数１日以上でその日数に応じて
3,000円～30万円

・治療日数４日以上でその日数に応じて
　6,000円～30万円
　（キャンパス内での休憩中）
・治療日数14日以上でその日数に応じて
　３万円～30万円

（入院加算金）入院１日につき4,000円　＊180日を限度とします。

事
じ こ

故が起
お

きたときの手
て

続
つづ

き（事
じ こ

故が起
お

こったら、次
つぎ

の順
じゅん

に手
て　つづ

続きをしてください。）

１　速
すみ

やかに各
かく

キャンパスの取
とりあつかい

扱窓
まどぐち

口へ連
れんらく

絡してください。
２　 「事

じ こ

故報
ほうこく

告書
しょ

」を受
う

け取
と

り、必
ひつよう

要事
じ

項
こう

を記
きにゅう

入して事
じ こ

故確
かくにん

認者
しゃ

からの確
かくにん

認を受
う

け
た後

のち

、各
かく

キャンパスの取
とりあつかい

扱窓
まどぐち

口へ提
ていしゅつ

出してください。（事
じ こ

故発
はっせい

生後
ご

20日
にち

以
い

内
ない

）
３　 治

ち ゆ

癒したら、各
かく

キャンパスの取
とりあつかい

扱窓
まどぐち

口で「保
ほ　けん

険金
きん

請
せいきゅう

求書
しょ

」等
とう

の書
しょるい

類を受
う

け
取
と

ってください。
４　 「保

ほ

険
けん

金
きん

請
せいきゅう

求書
しょ

」に必
ひつよう

要事
じ

項
こう

を記
きにゅう

入のうえ、各
かく

キャンパスの取
とりあつかい

扱窓
まどぐち

口へ提
ていしゅつ

出
してください。

　※保
ほ

険
けん

金
きん

は原
げんそく

則として、被
ひ

保
ほ

険
けん

者
しゃ

（本
ほんにん

人）が指
し

定
てい

した銀
ぎんこう

行口
こう

座
ざ

に振
ふ

り込
こ

まれます。

その他
た

の保
ほ　けん

険（任
にん　い

意加
かにゅう

入）

◦関
かん

西
さい

大
だい

学
がく

共
きょうさいほしょうせいど

済保障制度（総
そう

合
ごう

保
ほ

険
けん

）…関
かん

西
さい

大
だい

学
がく

共
きょうさいかい

済会（電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

：06-6368-1964）
　「学

がく

生
せい

教
きょう

育
いく

研
けん

究
きゅう

災
さい

害
がい

傷
しょう

害
がい

保
ほ

険
けん

」を補
ほ

完
かん

する制
せい

度
ど

です。
　不

ふりょ

慮の事
じ こ

故等
とう

に備
そな

えて、関
かんさいだいがく

西大学全
ぜん

学
がくせい

生の原
げんそく

則加
かにゅう

入を推
すいしょう

奨しています。
　万
まんいち

一に備
そな

えて、ぜひ加
かにゅう

入を検
けんとう

討してください。

◦インバウンド留
りゅうがくせい

学生向
む

け付
ふ た い

帯学
がく

総
そう

（外
がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生のみ加
かにゅう

入できる制
せ い ど

度です）
　…関

かんだい

大パンセ（電
で ん わ

話：06-6368-0011）
◦学

がっけん

研災
さい

付
ふ た い

帯賠
ばいしょう

償責
せきにん

任保
ほ け ん

険（賠
ばいしょう

償責
せきにん

任保
ほ け ん

険）
　…インターンシップ、教

きょういく

育実
じっしゅう

習等
とう

の各
かく

取
とりあつかい

扱 窓
まどぐち

口
◦スポーツ安

あんぜん

全保
ほ け ん

険（傷
しょうがい

害保
ほ け ん

険・賠
ばいしょう

償責
せきにん

任保
ほ け ん

険）
　…公

こうえき

益財
ざいだん

団法
ほうじん

人スポーツ安
あんぜん

全協
きょうかい

会（URL：https://www.sportsanzen.org/）
◦TSマーク付

ふ た い

帯保
ほ け ん

険（自
じ て ん し ゃ

転車保
ほ け ん

険）
　…公

こうえき

益財
ざいだん

団法
ほうじん

人日
に

本
ほん

交
こうつう

通管
か ん り

理技
ぎじゅつ

術協
きょうかい

会（URL：https://www.tmt.or.jp/）

自
じ

転
てん

車
しゃ

保
ほ

険
けん

の加
かにゅう

入義
ぎ む

務づけについて
　大

おおさか

阪府
ふ

では「大
おおさか

阪府
ふ

自
じ

転
てん

車
しゃ

の安
あんぜん

全で適
てきせい

正な利
り

用
よう

の促
そくしん

進に関
かん

する条
じょうれい

例」により、自
じ
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転
てん

車
しゃ

を利
り

用
よう

する者
もの

は自
じ

転
てん

車
しゃ

保
ほ

険
けん

（自
じ

転
てん

車
しゃ

事
じ こ

故による相
あい

手
て

方
がた

を補
ほしょう

償する「個
こ

人
じん

賠
ばいしょう

償
責
せきにん

任保
ほ

険
けん

」）への加
かにゅう

入が義
ぎ む づ

務付けられています。
　関

かんさいだいがく

西大学への通
つうがく

学や課
か

外
がい

活
かつどう

動を含
ふく

め、大
おおさか

阪府
ふ か

下で自
じ

転
てん

車
しゃ

を利
り

用
よう

する皆
みな

さんは、自
じ

転
てん

車
しゃ

保
ほ

険
けん

に加
かにゅう

入する必
ひつよう

要があります。自
じ

転
てん

車
しゃ

保
ほ

険
けん

に加
かにゅう

入しているかを確
かくにん

認し、未
み

加
かにゅう

入の場
ば

合
あい

はすみやかに手
て

続
つづ

きを行
おこな

ってください。
　なお、関

かんさいだいがく

西大学の学
がく

部
ぶ

生
せい

・大
だいがくいんせい

学院生については、原
げんそく

則加
かにゅう

入を推
すいしょう

奨している
「関

かんさいだいがく

西大学共
きょうさい

済保
ほしょう

障制
せ い ど

度」に加
かにゅう

入していれば、その「賠
ばいしょう

償責
せきにん

任共
きょうさい

済」が適
てきよう

用されま
す。

住
じゅうきょ

居

国
こくさい

際学
がくせいりょう

生 寮
　本

ほんがく

学には、大
だいがく

学が運
うんえい

営する国
こくさい

際学
がくせい

生寮
りょう

とシェアハウス、また、本
ほんがく

学と㈱関
かんだい

大パン
セの業

ぎょうむ

務提
ていけい

携により㈱共
きょうりつ

立メンテナンスが運
うんえい

営する提
ていけい

携国
こくさい

際学
がくせい

生寮
りょう

（１寮
りょう

）があり
ます。
　国

こくさい

際学
がくせい

生寮
りょう

では、外
がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生と日
に

本
ほん

人
じん

学
がくせい

生の共
きょう

住
じゅう

による異
い

文
ぶ ん か

化交
こうりゅう

流が生
う

まれ、
双
そうほう

方のグローバルマインドを醸
じょうせい

成しています。加
くわ

えて、寮
りょうせい

生の日
にちじょう

常生
せいかつ

活をサポート
し、寮

りょう

での交
こうりゅう

流をリードするレジデント・アシスタントが入
にゅうりょう

寮しています。
　国

こくさい

際学
がくせい

生寮
りょう

に関
かん

する詳
しょうさい

細は、ホームページで確
かくにん

認できます。
　　https://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/Dormitory/

【関
かんさい

西大
だいがく

学運
うんえい

営寮
りょう

】
●学

がくせい

生国
こくさい

際交
こうりゅう

流館
かん

・秀
しゅうれい

麗寮
りょう

（男
だ ん し

子寮
りょう

）…定
ていいん

員180人
にん

　千
せ ん り や ま

里山キャンパスから徒
と ほ

歩約
やく

５分
ふん

。寮
りょう

室
しつ

は全
ぜん

室
しつ

１
ひ と り

人部
べ や

屋で、共
きょうよう

用施
し せ つ

設として、
食
しょくどう

堂、図
と し ょ

書室
しつ

、浴
よくしつ

室、ラウンジ、パントリー、シャワー室
しつ

、洗
せんたく

濯室
しつ

などを備
そな

えています。

●ドミトリー月
つき

が丘
おか

（女
じ ょ し

子寮
りょう

）…定
ていいん

員102人
にん

　千
せ ん り や ま

里山キャンパスから徒
と ほ

歩約
やく

15分
ふん

。寮
りょう

室
しつ

は全
ぜん

室
しつ

２
ふ た り

人部
べ や

屋で、共
きょうよう

用施
し せ つ

設として、
食
しょくどう

堂、図
と し ょ

書室
しつ

、浴
よくしつ

室、パントリー、シャワー室
しつ

、洗
せんたく

濯室
しつ

などを備
そな

えています。

●南
みなみせんり

千里国
こくさい

際プラザ留
りゅうがくせい

学生寮
りょう

（男
だんじょ

女共
きょうせい

生寮
りょう

）…定
ていいん

員169人
にん

　千
せ ん り や ま

里山キャンパスから自
じ て ん し ゃ

転車で約
やく

15分
ふん

、阪
はんきゅう

急千
せ ん り せ ん

里線「南
みなみせんり

千里」駅
えき

から徒
と ほ

歩約
やく

５
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分
ふん

。寮
りょう

室
しつ

（トイレ・ユニットバス付
つき

１
ひ と り

人部
べ や

屋）６～７室
しつ

でラウンジ・キッチンを
共
きょうゆう

有する「ユニット」を構
こうせい

成し、入
にゅうりょう

寮者
しゃ

が自
し ぜ ん

然と交
こうりゅう

流できる環
かんきょう

境を整
ととの

えています。
また、地

ち い き

域の方
かたがた

々も交
まじ

えた異
い

文
ぶ ん か

化交
こうりゅう

流が展
てんかい

開されています。

●南
みなみせんり

千里国
こくさい

際学
がくせい

生寮
りょう

（男
だんじょ

女共
きょうせい

生寮
りょう

）…定
ていいん

員144人
にん

　千
せんりやま

里山キャンパスから自
じてんしゃ

転車で約
やく

20分
ぷん

、阪
はんきゅう

急千
せんりせん

里線「南
みなみせんり

千里」駅
えき

から徒
と ほ

歩10分
ぷん

。
寮
りょう

室
しつ

は主
おも

に１
ひ と り

人部
べ や

屋で、各
かく

フロアに共
きょうゆう

有のキッチン、シャワー、洗
せんめん

面所
じょ

などもあ
ります。また、周

しゅうへん

辺地
ち い き

域の方
かたがた

々と連
れんけい

携し、さまざまな交
こうりゅう

流イベントも行
おこな

います。

【提
ていけい

携国
こくさい

際学
がくせい

生寮
りょう

】
●KU I-House（男

だんじょ

女共
きょうせい

生寮
りょう

）…定
ていいん

員77人
にん

　千
せんりやま

里山キャンパスから自
じてんしゃ

転車で約
やく

５分
ふん

。２
ふたむね

棟構
こうせい

成で、寮
りょう

室
しつ

（トイレ・ユニットバ
ス付

つき

１
ひ と り

人部
べ や

屋）は３タイプから選
えら

ぶことができます。

シェアハウス
●KUシェアハウス（女

じ ょ し

子専
せんよう

用）…募
ぼしゅう

集は若
じゃっかん

干名
めい

　千
せ ん り や ま

里山キャンパスから徒
と ほ

歩約
やく

１分
ぷん

。外
がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生と日
に

本
ほん

人
じん

学
がくせい

生が、助
たす

け合
あ

って
生
せいかつ

活します。日
に

本
ほん

の文
ぶ ん か

化・社
しゃかい

会を理
り か い

解するための交
こうりゅう

流会
かい

やイベントを２ヶ
か

月
げつ

に数
すう

回
かい

、リビングスペースを活
かつよう

用して開
かいさい

催しています。各
かくしつ

室は２名
めい

１室
しつ

で、キッチン、
リビング、トイレ、バス、洗

せんめん

面所
じょ

などの設
せ つ び

備が完
か ん び

備されたシェアハウスです。
　入

にゅうきょ

居を希
き ぼ う

望する人
ひと

は、国
こくさい

際部
ぶ

にお問
と

い合
あ

わせください。
　　https://www.kansai-u.ac.jp/CARES-Osaka/performance/detail.php?seq=77

民
みんかん

間宿
しゅくしゃ

舎・アパート等
とう

　民
みんかん

間宿
しゅくしゃ

舎・アパート等
とう

の契
けいやく

約・入
にゅうきょ

居に当
あ

たっては、事
じ ぜ ん

前に日
に ほ ん

本のルールを十
じゅうぶん

分に
確
かくにん

認してください。
　また、関

かんさいだいがく

西大学生
せいかつ

活協
きょうどう

同組
くみあい

合１
ひ と り

人暮
ぐ

らしサポート事
じぎょう

業部
ぶ

でも、下
げしゅく

宿斡
あっせん

旋をして
います。希

き ぼ う

望する人
ひと

は、各
か く じ

自で問
と

い合
あ

わせてください。

関
かん

西
さい

大
だい

学
がく

生
せい

活
かつ

協
きょう

同
どう

組
くみ

合
あい

 一
ひと り

人暮
ぐ

らしサポート事
じぎ

業
ょう

部
ぶ

場
ば

所
しょ

：関
かん

西
さい

大
だい

学
がく

千
せん

里
り

山
やま

キャンパス
　　　凜

りん

風
ぷう

館
かん

内
ない

３階
がい

営
えい

業
ぎょう

時
じ

間
かん

：10:00～17:00（日
にち

・祝
しゅく

日
じつ

は除
のぞ

く）
電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

：06-6368-7533
URL：https://kandai-heya.jp/
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学生生活

●契
けい

約
やく

時
じ

の費
ひ

用
よう

　日
に　ほん

本では契
けいやく

約・入
にゅうきょ

居にあたり、多
おお

くの場
ば

合
あい

、以
い

下
か

の費
ひ

用
よう

が必
ひつよう

要となります。

手
て

付
つけ

金
きん 契

けい

約
やく

が成
せい

立
りつ

した際
さい

に必
ひつ

要
よう

な一
いち

時
じ

金
きん

の事
こと

で、部
へ

屋
や

代
だい

（家
や

賃
ちん

）の１ヶ月
げつ

程
てい

度
ど

が一
いっ

般
ぱん

的
てき

な金
きんがく

額です。

敷
しき

金
きん

家
や

主
ぬし

に保
ほ

証
しょう

金
きん

として預
あず

けておく費
ひ

用
よう

です。部
へ

屋
や

代
だい

（家
や

賃
ちん

）の１～２ヶ月
げつ

分
ぶん

程
てい

度
ど

が一
いっ

般
ぱん

的
てき

な金
きんがく

額です。解
かい

約
やく

の際
さい

に、未
み

納
のう

家
や

賃
ちん

、部
へ

屋
や

の修
しゅう

理
り

・清
せい

掃
そう

費
ひ

用
よう

などを差
さ

し
引
ひ

いて、残
ざん

金
きん

があれば返
へん

金
きん

されます。

礼
れい

金
きん

家
や

主
ぬし

に対
たい

し、お礼
れい

の意
い

味
み

で支
し

払
はら

われる費
ひ

用
よう

です。解
かい

約
やく

の際
さい

に返
へん

金
きん

されません。

仲
ちゅう

介
かい

手
て

数
すう

料
りょう 不

ふ

動
どう

産
さん

業
ぎょう

者
しゃ

に支
し

払
はら

う手
てす

数
うり

料
ょう

です。部
へ

屋
や

代
だい

（家
や

賃
ちん

）の１ヶ月
げつ

分
ぶん

程
てい

度
ど

が一
いっ

般
ぱん

的
てき

な
金
きんがく

額です。

※一
いっ

般
ぱん

的
てき

に家
か

具
ぐ

は付
つ

いていません。

※契
けい

約
やく

期
き

間
かん

は通
つう

常
じょう

１～２年
ねん

間
かん

です。さらに契
けい

約
やく

を続
つづ

けるためには、更
こう

新
しん

手
てつ

続
づき

きが必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

があります。

●入
にゅうきょ

居中
ちゅう

の費
ひ

用
よう

　入
にゅうきょ

居中
ちゅう

は物
ぶっけん

件賃
ちんたい

貸料
りょう

として、一
いっぱん

般的
てき

に以
い か

下の費
ひ

用
よう

を支
し

払
はら

います。通
つうじょう

常、前
まえばら

払いと
なっており、毎

まいつき

月月
げつ

末
まつ

までに翌
よくげつ

月分
ぶん

を支
し

払
はら

います。

部
へ

屋
や

代
だい

（家
や

賃
ちん

） 月
げつ

末
まつ

までに、翌
よく

月
げつ

分
ぶん

の家
や

賃
ちん

を前
まえ

払
ばら

いすることが原
げん

則
そく

です。

共
きょう

益
えき

費
ひ 共

きょ

同
うど

部
うぶ

分
ぶん

（階
かい

段
だん

・通
つう

路
ろ

など）の電
でん

気
き

・水
すいどう

道・清
せいそう

掃などの費
ひ

用
よう

です。一
いっ

般
ぱん

的
てき

に部
へ

屋
や

代
だい

（家
や

賃
ちん

）と一
いっ

緒
しょ

に支
し

払
はら

います。

光
こう

熱
ねつ

・水
すい

道
どう

費
ひ

など 水
すいどう

道、ガス、電
でん

気
き

などの費
ひ

用
よう

です。

※部
へ

屋
や

代
だい

（家
や

賃
ちん

）は、必
かなら

ず期
き

限
げん

内
ない

に支
し

払
はら

ってください。

●一
いっぱん

般的
てき

な注
ちゅうい

意事
じ　こう

項
【入

にゅうきょ

居時
じ

】
・ 契

けいやく

約は、トラブルを防
ふせ

ぐためにも、口
くちやくそく

約束ではなく必
かなら

ず文
ぶんしょ

書を取
と

り交
か

わしてくだ
さい。

・契
けいやく

約書
しょ

の内
ないよう

容は理
り

解
かい

できるまでよく読
よ

んでください。
・ いったん契

けいやく

約（約
やくそく

束も含
ふく

めて）すると、原
げんそく

則として、支
し

払
はら

ったお金
かね

は返
へんかん

還されな
いので慎

しんちょう

重に契
けいやく

約することを心
こころ

がけてください。
・契

けいやく

約者
しゃ

以
い

外
がい

の人
ひと

が同
どうきょ

居することはできません。

【退
たいきょ

去時
じ

】
・ 転

てんきょ

居や、卒
そつぎょう

業・修
しゅうりょう

了などで退
たいきょ

去する場
ば

合
あい

、まず契
けいやく

約内
ないよう

容を読
よ

み、退
たいきょ

去時
じ

に必
ひつよう

要 
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な手
て

続
つづ

きを確
かくにん

認してください。契
けいやく

約書
しょ

に記
き

載
さい

された内
ないよう

容をよく確
かくにん

認し、分
わ

からな
いことはあらかじめ管

かん

理
り

担
たんとう

当者
しゃ

に聞
き

くようにしてください。
・ 契

けいやく

約書
しょ

に記
き

載
さい

された期
き

日
じつ

までに、必
かなら

ず退
たいきょ

去する旨
むね

を事
じ

前
ぜん

に家
や

主
ぬし

・不
ふ

動
どう

産
さん

会
かいしゃ

社に
連
れんらく

絡してください。申
もう

し出
で

が遅
おく

れると次
つぎ

の月
つき

の家
や

賃
ちん

が請
せいきゅう

求されることがあります。
・ 退

たいきょ

去時
じ

は入
にゅうきょ

居したときと同
おな

じ状
じょうたい

態に戻
もど

す必
ひつよう

要があります。キズがあったり部
へ や

屋を
汚
よご

したまま退
たいきょ

去するとクリーニング費
ひ

用
よう

や修
しゅうぜん

繕費
ひ

用
よう

を敷
しききん

金から差
さ

し引
ひ

かれます。
敷
しききん

金で足
た

りない場
ば

合
あい

は、追
つい

加
か

請
せいきゅう

求される可
か

能
のう

性
せい

があります。
・ 不

ふ

要
よう

品
ひん

は定
さだ

められた方
ほうほう

法で処
しょぶん

分し、部
へ や

屋に物
もの

を残
のこ

さないようにしてください（46
ページ参

さんしょう

照）。
・ 電

でんりょく

力会
かいしゃ

社・ガス会
かいしゃ

社・水
すいどうきょく

道局に、退
たいきょ

去の１週
しゅうかん

間前
まえ

までに解
かいやく

約の連
れんらく

絡をして、最
さい

後
ご

の入
にゅうきょ

居月
つき

の「光
こうねつ

熱水
すい

費
ひ

」の清
せいさん

算も忘
わす

れずに行
おこな

ってください。
・電

でん

話
わ

・インターネットなどの解
かいやく

約手
て

続
つづ

きを行
おこな

ってください。

●連
れんたい

帯保
ほしょう

証人
にん

と留
りゅうがくせい

学生住
じゅうたく

宅総
そうごう

合補
ほしょう

償制
せい

度
ど

　日
に

本
ほん

で民
みんかん

間宿
しゅくしゃ

舎等
とう

へ入
にゅうきょ

居するための賃
ちんたいしゃく

貸借契
けいやく

約をする場
ば

合
あい

、連
れんたい

帯保
ほしょう

証人
にん

が必
ひつよう

要
となります。しかしながら、外

がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生のみなさんにとって、日
に

本
ほん

で連
れんたい

帯保
ほしょう

証人
にん

を見
み

つけることは困
こんなん

難な場
ば

合
あい

があります。
　関

かんさいだいがく

西大学では、関
かんさいだいがく

西大学生
せいかつ

活協
きょうどう

同組
くみあい

合（以
い か

下、関
かんだい

大生
せい

協
きょう

）と提
ていけい

携し、連
れんたい

帯保
ほしょう

証
人
にん

を見
み

つけることが困
こんなん

難な外
がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生に対
たい

して、関
かんだい

大生
せい

協
きょう

で賃
ちんたいしゃく

貸借契
けいやく

約をするこ
とを前

ぜんてい

提として関
かんだい

大生
せい

協
きょう

が連
れんたい

帯保
ほしょう

証人
にん

となる制
せい

度
ど

があります。
　この場

ば

合
あい

、留
りゅうがくせい

学生住
じゅうたく

宅総
そうごう

合補
ほしょう

償への加
かにゅう

入が必
ひっ

須
す

となります。対
たいしょう

象者
しゃ

は、在
ざいりゅう

留資
し

格
かく

「留
りゅうがく

学」（取
しゅとく

得または変
へんこう

更申
しんせい

請中
ちゅう

）の外
がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生に限
かぎ

ります。

　留
りゅうがくせい

学生住
じゅうたく

宅総
そうごう

合補
ほしょう

償についての詳
しょうさい

細は、関
かんだい

大生
せい

協
きょう

での契
けいやく

約時
じ

に説
せつめい

明を受
う

け、
十
じゅうぶん

分に理
り

解
かい

してください。

学
がくせい

生会
かいかん

館・社
しゃいん

員 寮
りょう

　国
こくさい

際部
ぶ

では、他
た

団
だんたい

体が運
うんえい

営する留
りゅうがくせい

学生向
む

けの学
がくせい

生会
かいかん

館や社
しゃいん

員寮
りょう

の入
にゅうきょ

居者
しゃ

を募
ぼしゅう

集す
ることがあります。募

ぼしゅう

集については、インフォメーションシステムの個
こ

人
じん

伝
でんごん

言で
連
れんらく

絡します。

●エル・セレーノ紅
こうばい

梅 町
ちょう

　　運
うん

　　営
えい

　（公
こう

財
ざい

）大
おおさか

阪国
こくさい

際交
こうりゅう

流センター
　　住

じゅう

　　所
しょ

　大
おおさか

阪市
し

北
きた

区
く

紅
こうばい

梅町
ちょう

6-6
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学生生活

　　家
や

　　賃
ちん

　シングルタイプ（単
たんしん

身型
がた

）　 18,100円
えん

～30,000円
えん

（月
げっしゅう

収による）
　　　　　　　ファミリータイプ（世

せ　たい

帯型
がた

）28,500円
えん

～47,200円
えん

（月
げっしゅう

収による）
　　入

にゅうきょ

居期
き

限
げん

　入
にゅうきょ

居時
じ

に在
ざいせき

籍する課
か

程
てい

の最
さいたん

短 修
しゅうぎょう

業 年
ねんげん

限内
ない

　　募
ぼしゅう

集期
き

間
かん

　12月
がつ

●大
おおさか

阪府
ふ

堺
さかい

留
りゅうがくせい

学生会
かいかん

館オリオン寮
りょう

　　運
うん

　　営
えい

　（公
こう

財
ざい

）大
おおさか

阪府
ふ

国
こくさい

際交
こうりゅう

流財
ざいだん

団
　　住

じゅう

　　所
しょ

　堺
さかい

市
し

北
きた

区
く

東
ひがしうえのしば

上野芝町
ちょう

２丁
ちょう

226番
ばん

　　家
や

　　賃
ちん

　26,000円
えん

　　入
にゅうきょ

居期
き

限
げん

　原
げんそく

則２年
ねん

　　募
ぼしゅう

集期
き

間
かん

　１月
がつ

および８月
がつ

●兵
ひょうご

庫国
こくさい

際交
こうりゅう

流会
かいかん

館
　　運

うん

　　営
えい

　（独
どく

）日
に　ほん

本学
がくせい

生支
し

援
えん

機
き

構
こう

　　住
じゅう

　　所
しょ

　神
こう

戸
べ

市
し

中
ちゅうおう

央区
く

脇
わきのはまちょう

浜町1-2-8
　　家

や

　　賃
ちん

　単
たんしん

身用
よう

　35,000円
えん

　　入
にゅうきょ

居期
き

限
げん

　最
さいたん

短 修
しゅうぎょう

業 年
ねんげん

限内
ない

で３年
ねん

以
い

内
ない

　　募
ぼしゅう

集期
き

間
かん

　随
ずい

時
じ

●社
しゃいん

員 寮
りょう

　　 （公
こう

財
ざい

）留
りゅうがくせい

学生支
し

援
えん

企
きぎょう

業 協
きょうりょく

力 推
すいしん

進協
きょうかい

会が行
おこな

う支
し

援
えん

活
かつどう

動プログラムのひとつで、
日
に

本
ほん

企
きぎょう

業が社
しゃいん

員寮
りょう

の一
いち　ぶ

部を留
りゅうがくせい

学生に提
ていきょう

供しています。  
家
や

賃
ちん

は6,000～12,000円
えん

ほどで、有
ゆうりょう

料での食
しょくじ

事提
ていきょう

供がある寮
りょう

もあります。

ごみの処
しょ

理
り

について

　ごみの取
とりあつかい

扱については、ルールがあります。減
げんりょう

量化
か

やリサイクルを目
もくてき

的とした分
ぶん

別
べつ

収
しゅうしゅう

集が行
おこな

われており、決
き

められた日
ひ

に、指
し て い

定の場
ば し ょ

所に、分
ぶんべつ

別して出
だ

さなければ
なりません。
　分

ぶんべつ

別ごみの種
しゅるい

類や出
だ

し方
かた

のルールは市
しちょうそん

町村によって異
こと

なりますので、役
やくしょ

所や近
きんじょ

所
の人

ひと

に聞
き

くようにしましょう。
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　主
おも

な分
ぶんべつ

別の種
しゅるい

類：
　　・燃

も

えるごみ
　　・燃

も

えないごみ
　　・容

よう

器
き

包
ほうそう

装プラスチック
　　・古

ふる

新
しんぶん

聞、古
ふる

雑
ざ っ し

誌、空
あ

き缶
かん

（ビン）、ペットボトルなど
　　・粗

そ

大
だい

ごみ（最
さいだい

大の辺
へん

または径
けい

が30cmを超
こ

えるもの、あるいは棒
ぼうじょう

状で１ｍを
　　　超

こ

えるもの）

　不
ふ

要
よう

になった家
か ぐ

具や家
か

電
でん

製
せいひん

品など大
おおがた

型のごみは、粗
そ

大
だい

ごみとして、別
べつ

の決
き

められ
た日

ひ

に回
かいしゅう

収してもらうか、役
やくしょ

所に個
こ

別
べつ

に申
もう

し込
こ

んで引
ひ

き取
と

ってもらいます。市
し

町
ちょう

村
そん

によっては有
ゆうりょう

料のところもあります。

　家
か

電
でん

リサイクル法
ほう

にもとづき、次
つぎ

の家
か

電
でん

製
せいひん

品は、購
こうにゅう

入した家
か

電
でん

小
こ

売
うり

店
てん

に連
れんらく

絡し、
所
しょてい

定の料
りょうきん

金を支
し

払
はら

って引
ひ

き取
と

ってもらわなければなりません。家
か

電
でん

ごみとしては
回
かいしゅう

収されませんので注
ちゅう

意
い

が必
ひつよう

要です。
　　・エアコン、テレビ、冷

れい

蔵
ぞう

庫
こ

、洗
せんたく

濯機
き

、衣
い

類
るい

乾
かんそう

燥機
き

相
そうだん

談窓
まどぐち

口

＜学
がくない

内相
そうだん

談窓
まどぐち

口＞
　ここ数

すう

年
ねん

、不
ふ

安
あん

や悩
なや

みを抱
かか

える大
だいがくせい

学生が増
ぞう

加
か

し、キャンパス内
ない

にある相
そうだん

談室
しつ

に訪
おとず

れる学
がくせい

生も増
ぞう

加
か

しています。
　本

ほんがく

学では、さまざまな問
もんだい

題について皆
みな

さんが相
そうだん

談できる環
かんきょう

境を整
せい

備
び

しています。
相
そうだん

談内
ないよう

容に応
おう

じて、次
つぎ

のような窓
まどぐち

口を設
もう

けていますので、ひとりで悩
なや

まずに相
そうだん

談
窓
まどぐち

口を気
き

軽
がる

に訪
たず

ねてみてください。
　「どこに相

そうだん

談に行
い

けばいいのかわからない」といった場
ば

合
あい

は、学
がくせい

生相
そうだん

談・支
し

援
えん

セ
ンター（千

せ ん り や ま

里山キャンパス新
しん

関
かんさいだい

西大学
がく　かい

会館
かん

北
きた

棟
とう

１F・06-6368-1373）を訪
たず

ねてく
ださい。相

そうだん

談内
ないよう

容に応
おう

じて、下
か き

記の相
そうだん

談窓
まどぐち

口等
とう

をご案
あんない

内します。いずれの相
そうだん

談にお
いても個

こ

人
じん

の秘
ひ

密
みつ

は守
まも

られます。
※　夏

か

季
き

休
きゅう

業
ぎょう

・冬
とう

季
き

休
きゅう

業
ぎょう

および春
しゅん

季
き

休
きゅう

業
ぎょう

は、開
かい

室
しつ

日
び

・開
かい

室
しつ

時
じ

間
かん

は変
へん

更
こう

になる場
ば

合
あい

があります。

※　休
きょうぎょうび

業日は大
だい

学
がく

の休
きゅうぎょうび

業日に準
じゅん

じます。
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学生生活

●学
がくせい

生生
せいかつ

活全
ぜんぱん

般の悩
なや

み
　対

たいじん

人関
かんけい

係、家
か

庭
てい

、経
けいざい

済、課
か

外
がい

活
かつどう

動などの大
だいがく

学生
せいかつ

活におけることや、性
せいかく

格、思
し

想
そう

等
とう

に関
かん

する悩
なや

みなど。
　将

しょうらい

来のことが気
き

になる、悩
なや

みがあるけれど誰
だれ

に相
そうだん

談してよいかわからないなどの
場
ば

合
あい

。
　（他

ほか

の相
そうだん

談窓
まどぐち

口への紹
しょうかい

介も行
おこな

っています。）

キャンパス 千里山キャンパス 高槻キャンパス 高槻ミューズキャンパス 堺キャンパス
窓　口 学生生活支援グループ 高槻キャンパスオフィス ミューズオフィス 堺キャンパス事務室
電話番号 06-6368-0157 072-690-2161 072-684-4000 072-229-5022

開室時間
月・火・木・金　9：00～19：00
水　　　　　 9：00～18：00
土　　　　　 9：00～17：00

月～土　9：00～17：00 月～土　9：00～17：00 月～金　9：00～18：00
土　　　9：00～17：00

窓　口 大学学生相談室
電話番号 06-6368-1307

開室時間 月～金　10：00～17：00

●修
しゅうがく

学上
じょう

の悩
なや

み
　授

じゅぎょう

業のこと、単
たん

位
い

修
しゅうとく

得のこと。
　（内

ないよう

容によっては、学
がくしき

識と経
けいけん

験豊
ゆた

かな各
かく

学
がく　ぶ

部の学
がくせい

生相
そうだん

談主
しゅ　じ

事の先
せんせい

生と連
れんけい

携しながら、相
そうだん

談に応
おう

じます。）

キャンパス 千里山キャンパス 高槻キャンパス 高槻ミューズキャンパス 堺キャンパス

窓　口 教務センター 総合情報学部オフィス ミューズオフィス 堺キャンパス事務室

電話番号 06-6368-1148 072-690-2151 072-684-4000 072-229-5022

開室時間 月～金　9：00～18：30
土　　　9：00～17：00 月～土　9：00～17：00 月～土　9：00～17：00 月～金　9：00～18：00

土　　　9：00～17：00

窓　口 学部学生相談室 学部学生相談室 学部学生相談室 学部学生相談室

※ 学
がく

部
ぶ

学
がく

生
せい

相
そう

談
だん

室
しつ

については教
きょう

務
む

センター庶
しょ

務
む

窓
まど

口
ぐち

を訪
たず

ねてください。千
せん

里
り

山
やま

キャンパス以
い

外
がい

は学
がく

部
ぶ

オフィス・
事
じ

務
む

室
しつ

を訪
たず

ねてください。

　障
しょう

がいのある学
がくせい

生に対
たい

する修
しゅうがく

学支
し

援
えん

に関
かん

すること。
　（障

しょう

がいのある学
がくせい

生に対
たい

する修
しゅうがく

学支
し　えん

援の窓
まどぐち

口を設
もう

け、障
しょう

がい学
がくせい

生支
し　えん

援コーディネーターが相
そうだん

談に応
おう

じています。）

キャンパス 千里山キャンパス 高槻キャンパス 高槻ミューズキャンパス 堺キャンパス

窓　口 学生相談・支援センター 総合情報学部オフィス
高槻キャンパスオフィス ミューズオフィス 堺キャンパス事務室

電話番号 06-6368-1373
072-690-2151
072-690-2161

072-684-4000 072-229-5022

開室時間 月～金　9：00～17：00 ※ 専用の窓口は設けておりませんが、学生相談・支援センターと連携をとりな
がら対応しています。
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●健
けんこう

康に関
かん

する悩
なや

み
　健

けんこう

康に関
かん

する情
じょうほう

報を知
し

りたいとき、病
びょうき

気やケガをしたとき、健
けんこう

康診
しんだん

断に関
かん

する問
と

い合
あ

わせなど。
キャンパス 千里山キャンパス 高槻キャンパス 高槻ミューズキャンパス 堺キャンパス
窓　口 保健管理センター 高槻キャンパス保健室 ミューズ保健センター 堺キャンパス保健室
電話番号 06-6368-1175 072-690-2170 072-684-4120 072-229-5090

開室時間 月～金　9：00～19：00
土　　　9：00～17：00

月・火・木・金 9：00～18：00
水 9：00～17：00 月～金　9：00～17：00 月～金　9：00～17：00

●心
しん

理
り

的
てき

な悩
なや

み
　友

ともだち

達や家
か

族
ぞく

のこと、気
き

分
ぶん

が落
お

ち込
こ

む、眠
ねむ

れない、やる気
き

がおきないなどの悩
なや

みが
ある場

ば

合
あい

。
〈全

ぜん

学
がく

生
せい

を対
たい

象
しょう

とした心
しん

理
り

相
そう

談
だん

〉
キャンパス 千里山キャンパス 高槻キャンパス 高槻ミューズキャンパス 堺キャンパス
窓　口 心理相談室 心理相談室 心理相談室 心理相談室
電話番号 06-6368-0278 072-690-2432 072-684-4105 072-229-5174

開室時間 月～土　9：00～17：00 月～金　10：00～16：00 月～金　10：00～16：00 月～金　10：00～16：00

〈外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

のみを対
たい

象
しょう

とした心
しん

理
り

相
そう

談
だん

〉
心
しん

理
り

カウンセリング（要
よう

予
よ

約
やく

・１回
かい

50分
ふん

）
外
がいこくじん

国人 留
りゅう

学
がくせい

生を対
たい

象
しょう

として、月
つき

に２回
かいてい

程度
ど

、専
せんもん

門のカウンセラーが個
こ

人
じん

カウンセ
リングをします。日

に

本
ほん

語
ご

または英
えい

語
ご

での相
そうだん

談が可
か

能
のう

。
予
よ

約
やくほうほう

方法・日
にち

時
じ

等
とう

の詳
しょう

細
さい

は、インフォメーションシステム「お知
し

らせ」に掲
けい

出
しゅつ

します。

●進
しん

路
ろ

、就
しゅうしょく

職に関
かん

する悩
なや

み
　将

しょうらい

来の進
しん

路
ろ

選
せんたく

択、就
しゅうしょく

職活
かつどう

動全
ぜんぱん

般に関
かん

する相
そうだん

談や悩
なや

みなどがある場
ば

合
あい

。
キャンパス 千里山キャンパス 高槻キャンパス 高槻ミューズキャンパス 堺キャンパス

窓　口 キャリアセンター事務室 キャリアセンター 
高槻キャンパス分室

キャリアセンター 
高槻ミューズキャンパス分室

キャリアセンター 
堺キャンパス分室

電話番号 06-6368-0162 072-690-2164 072-684-4038 072-229-5124

開室時間
月～金　9：00～19：00
※時期によっては17：00閉室有
土　　　9：00～17：00

月～金　9：00～17：00 月～金　9：00～17：00 月～金　9：00～17：00

窓　口 キャリアセンター理工系
事務室

※ 千
せん

里
り

山
やま

以
い

外
がい

のキャンパスは分
ぶん

室
しつ

内
ない

に、キャリアデザインルーム
および就

しゅう

職
しょく

情
じょう

報
ほう

資
し

料
りょう

室
しつ

の機
き

能
のう

が集
しゅう

約
やく

されています。
※ 千

せん

里
り

山
やま

キャンパス就
しゅう

職
しょく

情
じょう

報
ほう

資
し

料
りょう

室
しつ

についての電
でん

話
わ

連
れん

絡
らく

は、
平
へい

日
じつ

16：30以
い

降
こう

および土
ど

曜
よう

日
び

は、キャリアセンター事
じ

務
む

室
しつ

まで
お願
ねが

いいたします。

電話番号 06-6368-0253

開室時間
月～金　9：00～19：00
※時期によっては17：00閉室有
土　　　9：00～17：00

窓　口 キャリアデザインルーム
電話番号 06-6368-0202

開室時間 月～金　10：00～16：30
窓　口 就職情報資料室
電話番号 06-6368-0202

開室時間 月～金　9：30～17：50
土　　　9：30～16：50
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学生生活

　上
じょうき

記の他
ほか

に、大
おおさか

阪市
し

内
ない

における就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

サポート拠
きょてん

点として、梅
うめ

田
だ

キャンパス
に「キャリアセンター梅

うめ

田
だ

オフィス」を設
せっ

置
ち

しています。

窓　口 キャリアセンター梅田オフィス
（関西大学梅田キャンパス５階）

電話番号 06-4256-6504

開室時間 月～金　10：00～18：00
※時期によっては土曜日開室有

＜学
がくがい

外相
そうだん

談窓
まどぐち

口＞
　大

おおさか

阪府
ふ

をはじめ、キャンパスのある各
かく

自
じ

治
ち

体
たい

や業
ぎょうかい

界団
だんたい

体が外
がいこく

国人
じん

のための相
そうだん

談
窓
まどぐち

口を設
もう

けています。専
せんもん

門的
てき

な相
そうだん

談に応
おう

じている場
ば

合
あい

もありますので、積
せっきょく

極的
てき

に
活
かつよう

用してください。

●生
せいかつ

活関
かんれん

連情
じょうほう

報・相
そうだん

談
　大

おおさか

阪府
ふ

外
がいこく

国人
じん

情
じょうほう

報コーナー
　http://www.pref.osaka.lg.jp/kokusai/soudan/index.html
　場

ば

所
しょ

：大
おおさか

阪市
し

中
ちゅうおう

央区
く

本
ほんまちばし

町橋２-５　マイドームおおさか５階
かい

　最
も よ

寄り駅
えき

：地
ち

下
か

鉄
てつ

中
ちゅうおう

央線
せん

・堺
さかい

筋
すじ

線
せん

　堺
さかい

筋
すじ

本
ほんちょう

町駅
えき

　電
でん

話
わ

：06-6941-2297
　相

そうだん

談時
じ

間
かん

：月
げつよう

曜日
び

～金
きんよう

曜日
び

　9：00～17：30
　対

たいおう

応言
げん

語
ご

： 英
えい

語
ご

、中
ちゅうごく

国語
ご

、韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮語
ご

、ポルトガル語
ご

、スペイン語
ご

、タイ語
ご

、
ベトナム語

ご

、フィリピン語
ご

、日
に

本
ほん

語
ご

●労
ろうどう

働相
そうだん

談
　アルバイト先

さき

で賃
ちんぎん

金や時
じ か ん

間外
がい

手
て

当
あて

が支
し

払
はら

われないなどの労
ろうどう

働問
もんだい

題について、相
そうだん

談
することができます。
　厚

こうせい

生労
ろうどうしょう

働省大
おおさか

阪労
ろうどう

働 局
きょく

　　 https://jsite.mhlw.go.jp/osaka-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/
advisor_foreign_workers.html

　　　場
ば

所
しょ

：大
おおさか

阪市
し

中
ちゅうおう

央区
く

大
おおてまえ

手前４-１-67　大
おおさか

阪合
ごうどうちょうしゃ

同庁舎２号
ごうかん

館
　　　最

も よ

寄り駅
えき

：地
ち

下
か

鉄
てつ

谷
たにまち

町線
せん

・中
ちゅうおう

央線
せん

　谷
たにまち

町４丁
ちょうめ

目駅
えき

　＜日
に ほ ん ご

本語による相
そうだん

談窓
まどぐち

口＞
　　　・総

そうごう

合労
ろうどう

働相
そうだん

談コーナー（大
おおさか

阪労
ろうどう

働局
きょく

８階
かい

）
　　　　月

げつ

曜
よう

日
び

～金
きん

曜
よう

日
び

　9：00～17：00（火
か

曜
よう

日
び

のみ9：00～18：00）
　　　・総

そうごう

合労
ろうどう

働相
そうだん

談ダイヤル
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　　　　電
でん

話
わ

：0120-939-009
　　　　月

げつ

曜
よう

日
び

～金
きん

曜
よう

日
び

　9：00～17：00（火
か

曜
よう

日
び

のみ9：00～18：00）

　＜外
がいこく

国語
ご

による相
そうだん

談窓
まどぐち

口＞
　　　・外

がいこく

国人
じん

労
ろうどう

働相
そうだん

談コーナー（大
おおさか

阪労
ろうどう

働局
きょく

９階
かい

）9：30～17：00
　　　　 対

たいおう

応言
げん

語
ご

：英
えい

語
ご

（月
げつ

・水
すい

曜
よう

日
び

）、ポルトガル語
ご

（水
すい

・木
もく

曜
よう

日
び

）、中
ちゅうごく

国語
ご

（水
すい

曜
よう

日
び

）
　　　・外

がいこく

国人
じん

労
ろうどう

働者
しゃ

向
む

け相
そうだん

談ダイヤル　10：00～15：00
　　　　英

えい

語
ご

　　月
げつ

～金
きん

　　電
でん

話
わ

：0570-001701
　　　　中

ちゅうごく

国語
ご

　月
げつ

～金
きん

　　電
でん

話
わ

：0570-001702
　　　　ポルトガル語

ご

　月
げつ

～金
きん

　　電
でん

話
わ

：0570-001703
　　　　スペイン語

ご

　火
か

・木
もく

・金
きん

　電
でん

話
わ

：0570-001704
　　　　タガログ語

ご

　火
か

・水
すい

　　　電
でん

話
わ

：0570-001705

●法
ほうりつ

律相
そうだん

談
　大

おおさか

阪弁
べん

護
ご

士
し

会
かい

　法
ほうりつ

律相
そうだん

談センター　
　　https://soudan.osakaben.or.jp/field/foreign/

　日
に

本
ほん

司
し

法
ほう

支
し

援
えん

センター　法
ほう

テラス大
おおさか

阪
　　https://www.houterasu.or.jp/chihoujimusho/osaka/index.html

　日
に

本
ほん

司
し

法
ほう

支
し

援
えん

センター　法
ほう

テラス　多
た

言
げん

語
ご

情
じょうほう

報提
ていきょう

供サービス
　　受

うけつけ

付時
じ

間
かん

：月
げつ

曜
よう

日
び

～金
きん

曜
よう

日
び

　9：00～17：00
　　電

でん

話
わ

：0570-078377

●健
けんこう

康相
そうだん

談
　AMDA国

こくさい

際医
い

療
りょう

情
じょうほう

報センター
　　https://amda-imic.com/

●地
ち

域
いき

の国
こくさい

際交
こうりゅう

流センター
　大

おおさか

阪府
ふ

国
こくさい

際交
こうりゅう

流財
ざいだん

団
　　https://www.ofix.or.jp/
　　場

ば

所
しょ

：大
おおさか

阪市
し

中
ちゅうおう

央区
く

本
ほんまちばし

町橋2-5　マイドームおおさか５階
かい

　　最
も よ

寄り駅
えき

：地
ち か て つ

下鉄中
ちゅうおう

央線
せん

・堺
さかい

筋
すじ

線
せん

　堺
さかい

筋
すじ

本
ほんちょう

町駅
えき
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学生生活

　　電
でん

話
わ

：06-6966-2400

　大
おおさか

阪国
こくさい

際交
こうりゅう

流センター
　　http://www.ih-osaka.or.jp/
　　場

ば

所
しょ

：大
おおさか

阪市
し

天
てんのうじ

王寺区
く

上
うえほん

本町
まち

８-２-６

　　最
も よ

寄り駅
えき

：地
ち か て つ

下鉄谷
たにまち

町線
せん

・千
せんにちまえせん

日前線　谷
たにまち

町 九
きゅう

丁
ちょうめ

目駅
えき

　　電
でん

話
わ

：06-6773-8989

　吹
す い た

田市
し

国
こくさい

際交
こうりゅう

流 協
きょうかい

会
　　https://suita-sifa.org/
　　場

ば し ょ

所：吹
す い た

田市
し

津
つくもだい

雲台１-２-１千
せ ん り

里ニュータウンプラザ６階
かい

　　最
も よ

寄り駅
えき

：阪
はんきゅう

急千
せんりせん

里線　南
みなみせんり

千里駅
えき

　　電
でん

話
わ

：06-6835-1192

　高
たかつき

槻市
し

都
と し

市交
こうりゅう

流 協
きょうかい

会
　　http://www.takatsuki-intl-assn.or.jp/
　　場

ば

所
しょ

：高
たかつき

槻市
し

桃
とうえんちょう

園町２-１　高
たかつき

槻市
し

総
そうごう

合センター４階
かい

　　最
も よ

寄り駅
えき

：阪
はんきゅう

急 京
きょう

都
と

線
せん

　高
たかつき

槻市
し

駅
えき

　　電
でん

話
わ

：072-674-7396

　堺
さかい

市
し り つ

立国
こくさい

際交
こうりゅう

流プラザ
　　http://www.city.sakai.lg.jp/shisei/kokusai/koryuplaza/index.html
　　場

ば し ょ

所：堺
さかい

区
く

中
なかかわら

瓦町
まち

１-４-24

　　最
も よ

寄り駅
えき

：南
なんかい

海高
こう

野
や

線
せん

　堺
さかい

東
ひがしえき

駅
　　電

でん

話
わ

：072-340-1090
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日
に

本
ほん

語
ご

サポートプログラム

　国
こく

際
さい

部
ぶ

では、留
りゅうがくせい

学生の皆
みな

さんが充
じゅうじつ

実した学
がくせい

生生
せいかつ

活を送
おく

れるように、様
さま

々
ざま

な日
に

本
ほん

語
ご

サポートプログラムを用
よう

意
い

しています。皆
みな

さんの日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習にお役
やく

立
だ

てください。
プログラム名 内容 レベル 形態 対象 定員

アカデミック・リテラシー 
養成講座

学部における卒業論文や大学院レベ
ルでの研究活動に必要となる日本語
のアカデミック・リテラシーを実践
形式で学ぶ。

上級 講座 
(週90分×10週）

学部３・４年次生 
大学院生 

外国人研究生
15名

日本語会話 
ブラッシュアップセミナー

日本社会に順応するために必要な生
活場面における日本語会話を実践形
式で学ぶ。

中級 
～ 
上級

講座 
（週30分×10週）

正規留学生 
交換受入留学生 
（N3レベル以上）

15名

日本語アカデミック・ 
ライティング講義 
動画配信

文章表現、参考文献の探し方及び書
き方、論文の構成等を配信動画で学
ぶ。

上級 動画配信 
（５月～翌年３月）

正規留学生 
外国人研究生 なし

日本語チューター・ 
チューティー制度

チューター（日本人学生）がチュー
ティー（外国人留学生）の学習（主
に日本語）や日常生活に関する助
言・協力を行う。

初級 
～ 
上級

個別支援 
（５月～７月） 
（10月～翌年１月）

正規留学生 
外国人研究生 
交換受入留学生

なし

日本語アカデミック・ 
ライティング・個別相談

持込論文・レポート等を用い、日本
語の文章表現や構成等についてアド
バイスを受ける。

上級 個別相談 
（週２日・各日２時間）

正規留学生 
外国人研究生

各日 
４名

※　プログラム及び実施内容は変更する場合があります。
　　各プログラムの詳細や申込方法は、決定次第、インフォメーションシステムでお知らせします。

留
りゅう

学
がく

生
せい

のための就
しゅう

職
しょく

支
し

援
えん

プログラム「SUCCESS-Osaka」 

 
〈文

も ん ぶ

部科
か が く

学省
しょう

委
い た く

託事
じぎょう

業（2017年
ねん

10月
がつ

～2022年
ねん

３月
がつ

）〉

　SUCCESS-Osaka事
じぎょう

業では、日
に

本
ほん

社
しゃかい

会・企
きぎょう

業が求
もと

める高
こ う ど

度外
がいこく

国人
じんざい

材の育
いくせい

成をめざ
し、関

かんさいだいがく

西大学で学
まな

ぶ留
りゅうがくせい

学生に対
たい

し、ビジネス日
に

本
ほん

語
ご

・キャリア教
きょういく

育・インターンシッ
プを中

ちゅうしん

心としたプログラムと様
さまざま

々な支
し え ん

援を用
よ う い

意しています。
　詳

しょうさい

細は、Webサイト
　（https://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/SUCCESS-Osaka/）をご覧

らん

ください。

　このプログラムに参
さん

加
か

し、卒
そつぎょう

業後
ご

、「日
に

本
ほん

で働
はたら

く」
ことを希

き ぼ う

望する人
ひと

は、まず「SUCCESSフェロー」と
しての登

とうろく

録をおすすめしています。詳
くわ

しくは、国
こくさい

際部
ぶ

にお問
と

い合
あ

わせください。

SUCCESS-Osaka
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学生生活

国
こくさい

際交
こうりゅう

流

アクティビティ
　国

こくさい

際部
ぶ

では年
ねんかん

間を通
とお

して、外
がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生と日
に

本
ほん

人
じん

学
がくせい

生、地
ち

域
いき

との相
そう

互
ご

交
こうりゅう

流のため
のアクティビティを開

かいさい

催しています。キャンパス内
ない

で気
き

軽
がる

に参
さん

加
か

できる日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

体
たいけん

験、スポーツイベント、交
こうりゅう

流パーティーから、キャンパスを一
いっ

歩
ぽ

出
で

て地
ち

域
いき

の家
か

庭
てい

を訪
ほうもん

問するホームビジットや、博
はくぶつかん

物館・文
ぶ ん か ざ い

化財へのフィールド・トリップまで、
内
ないよう

容は多
た き

岐に渡
わた

ります。また参
さん

加
か

者
しゃ

としてだけでなく、外
がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生が主
しゅたい

体となっ
てイベント・プログラムに取

と

り組
く

む機
き

会
かい

もあります。
　アクティビティの実

じ っ し

施に関
かん

する詳
しょうさい

細、参
さ ん か

加方
ほうほう

法については、以
い か

下の国
こくさい

際部
ぶ

のSNS
でも情

じょう

報
ほう

を発
はっしん

信していますので、積
せっきょく

極的
てき

に活
かつよう

用し、関
かんさいだいがく

西大学での学
がくせい

生生
せいかつ

活をより
充
じゅうじつ

実したものにしてください。

国際部
Facebook

こくさい ぶ

国際部
LINE

こくさい ぶ

国際部
Instagram

こくさい ぶ

国際部
Twitter

こくさい ぶ
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Mi-Room（Multilingual Immersion Room）
　場

ば

　　所
しょ

：第
だい

２学
がくしゃ

舎１号
ごうかん

館２階
かい

（国
こくさい

際部
ぶ

と同
おな

じフロア）
　開

かい

室
しつ

時
じ　かん

間：授
じゅぎょう

業期
き か ん

間中
ちゅう

の月
げつ

～土
ど

　9：00～17：00
　※開

かい

室
しつ

時
じ

間
かん

中
ちゅう

の出
で い

入りは自
じ

由
ゆう

ですが、必
かなら

ず学
がくせい

生証
しょう

を持
じ

参
さん

してください。

　Mi-Roomは、Main Space ・Session Room・Class Roomに分
わ

かれていて、それぞ
れ次

つぎ

のような利
り

用
よう

が可
か

能
のう

です。
　Main Space ： 授

じゅぎょう

業の空
あ

き時
じ

間
かん

等
とう

に、他
ほか

の留
りゅうがくせい

学生や日
に

本
ほん

人
じん

学
がくせい

生との交
こうりゅう

流の場
ば

と
して利

り

用
よう

することができます。（飲
いんしょく

食可
か

）
　Session Room	： 外

がいこく

国語
ご

習
しゅうとく

得や日
に

本
ほん

語
ご

・日
に　ほん

本文
ぶん

化
か

を学
まな

ぶことを目
もくてき

的とした、様
さま

々
ざま

なセッションを実
じっ

施
し

しています。セッションの予
よ

定
てい

は、Mi-Room
のFacebook等

とう

でお知
し

らせしています。
　Class Room	 ：主

おも

に授
じゅぎょう

業等
とう

で使
し

用
よう

しています。

　　

Mi -Room Facebook

　　　

SANKUS

Global Teaching Assistant（GTA）の募
ぼしゅう

集について
　GTAは、国

こくさい

際部
ぶ

が主
しゅさい

催するセッションやアクティビティ運
うんえい

営補
ほ じ ょ

助業
ぎょうむ

務をする
外
がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生です。Mi-Roomで実
じっ

施
し

する多
た

言
げん

語
ご

プログラムの講
こう

師
し

もGTAの業
ぎょうむ

務の
ひとつです。
　GTAの募

ぼしゅう

集は、インフォメーションシステム「お知
し

らせ」に掲
けいさい

載します。
　希

き ぼ う

望する人
ひと

は、国
こくさい

際部
ぶ

までお問
と

い合
あ

わせください。
　なお、GTAの業

ぎょうむ

務には報
ほうしゅう

酬が支
し

払
はら

われますので、資
し

格
かく

外
がい

活
かつどう

動許
きょ

可
か

を取
しゅとく

得してい
る必

ひつよう

要があります。
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学生生活

留
りゅうがくせい

学生のキャンパスライフをサポートする団
だんたい

体について

　国
こくさい

際部
ぶ

が支
し

援
えん

している留
りゅうがくせい

学生支
し

援
えん

団
だんたい

体が２つあります。支
し

援
えん

団
だんたい

体のイベントや繋
つな

がりを利
り

用
よう

して、留
りゅうがく

学生
せいかつ

活をより豊
ゆた

かなものにしてみませんか。

留
りゅうがくせい

学 生会
かい

　外
がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生による外
がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生のためのコミュニティです。留
りゅうがくせい

学生同
ど う し

士のネッ
トワークを広

ひろ

げ、互
たが

いに支
ささ

え合
あ

うきっかけを作
つく

ります。日
に

本
ほん

での留
りゅうがく

学生
せいかつ

活に早
はや

く慣
な

れることができるように、様
さま

々
ざま

なイベントを実
じっ

施
し

しています。また、留
りゅうがくせい

学生会
かい

の
会
かいいん

員は、留
りゅうがくせい

学生向
む

けの国
こくさい

際交
こうりゅう

流アクティビティの情
じょうほう

報をインフォメーションシステ
ムの個

こ じ ん

人伝
でんごん

言等
とう

を通
つう

じて、ダイレクトに受
う

け取
と

ることができます。
　留

りゅうがくせい

学生会
かい

に参
さん

加
か

し、他
ほか

の留
りゅうがくせい

学生との出
で あ

会いをきっかけに、学
がくせい

生生
せいかつ

活の幅
はば

をさらに
広
ひろ

げましょう。興
きょうみ

味のある方
かた

は、Facebookを確
かくにん

認してください。

　　

留学生会 Facebook
りゅうがくせいかい

ＫＵブリッジ
　KUブリッジは、外

がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生と日
に

本
ほん

人
じん

の「架
か

け橋
はし

（bridge）」となるべく国
こくさい

際
交
こうりゅう

流活
かつどう

動をしているピアコミュニティです。様
さま

々
ざま

な国
こくさい

際交
こうりゅう

流イベントの企
き

画
かく

・
運
うんえい

営を行
おこな

っていますので、Facebookで活
かつ

動
どう

内
ない

容
よう

を確
かくにん

認してみましょう。
　KUブリッジは、外

がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生が関
かん

西
さい

大
だい

学
がく

で充
じゅうじつ

実した留
りゅうがく

学生
せいかつ

活を送
おく

れるよう、同
おな

じ学
がくせい

生目
め

線
せん

でサポートします。

　　

ＫＵブリッジ  Facebook 
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その他
た

飲
いんしゅ

酒・喫
きつえん

煙について
　日

に

本
ほん

では、20歳
さい

未
み

満
まん

の方
かた

の飲
いんしゅ

酒や喫
きつえん

煙は法
ほうりつ

律で禁
きん

止
し

されています。市
し

町
ちょう

村
そん

によっ
ては、路

ろ

上
じょう

喫
きつえん

煙を禁
きん

止
し

している区
く

域
いき

があり、この区
く

域
いき

内
ない

でタバコを吸
す

うと罰
ばっ

せら
れます。また、飲

いんしゅ

酒後
ご

の自
じ

動
どう

車
しゃ

、バイク、自
じ

転
てん

車
しゃ

の運
うんてん

転は、法
ほうりつ

律違
い

反
はん

となり厳
きび

しく
罰
ばっ

せられます。

キャンパスの禁
きんえん

煙・分
ぶんえん

煙について

キャンパス内
ない

は「指
し

定
てい

喫
きつ

煙
えん

所
じょ

」以
い

外
がい

、禁
きん

煙
えん

です。

　　快
かい

適
てき

なキャンパスづくりをめざし、喫
きつ

煙
えん

ルールを守
まも

りましょう。
　　＊建

たて

物
もの

内
ない

、歩
ほ

行
こう

中
ちゅう

の喫
きつ

煙
えん

は禁
きん

止
し

です。　
　　＊タバコの吸

すい

殻
がら

のポイ捨
す

ては厳
げん

禁
きん

です。
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学生生活

薬
やくぶつ

物乱
らんよう

用について
　日

に

本
ほん

での学
がくせい

生生
せいかつ

活を送
おく

るにあたり、コカイン、マリファナ、覚
かく

せい剤
ざい

、危
き

険
けん

ドラッ
グなどの薬

やくぶつ

物には十
じゅうぶん

分 注
ちゅう

意
い

してください。これらの薬
やくぶつ

物の所
しょ

持
じ

、使
し

用
よう

、密
みつ

輸
ゆ

入
にゅう

、
製
せいぞう

造等
とう

は、懲
ちょうえき

役等
とう

の刑
けいばつ

罰を伴
ともな

う重
じゅうだい

大な犯
はんざい

罪行
こう

為
い

です。母
ぼ

国
こく

など海
かいがい

外において法
ほうてき

的に
許
ゆる

されている薬
やくぶつ

物であっても、日
に

本
ほん

では持
も

ち込
こ

み、所
しょ

持
じ

、使
し

用
よう

等
とう

が法
ほうりつ

律で禁
きん

止
し

され
ているものもあります。海

かいがい

外で購
こうにゅう

入したり、譲
ゆず

り受
う

けたりした薬
やくぶつ

物を日
に

本
ほん

に持
も

ち込
こ

むことも許
ゆる

されません。
　薬

やくぶつ

物は一
いち

度
ど

でも使
し

用
よう

すると、あなた自
じ

身
しん

の人
じんせい

生を壊
こわ

し、友
ゆうじん

人・家
か

族
ぞく

を壊
こわ

し、二
に ど

度
と取

と

り戻
もど

すことができなくなってしまいます。大
おおさか

阪府
ふ

においては、みなさんと
同
どうねんだい

年代の若
わかもの

者を中
ちゅうしん

心に薬
やくぶつ

物が流
りゅうこう

行し、薬
やくぶつ

物汚
お せ ん

染が深
しんこく

刻な社
しゃかい

会問
もんだい

題となっています。
心
こころ

ない人
ひと

の誘
ゆうわく

惑に負
ま

けて犯
はんざい

罪者
しゃ

となってしまうことのないように注
ちゅう

意
い

してくださ
い。



 奨
しょうがく

学金
きん

奨
しょうがく

学金
きん

制
せい

度
ど

について

　国
こくさい

際部
ぶ

では、私
し ひ

費外
がいこく

国人
じん

留
りゅうがくせい

学生のみを対
たいしょう

象とした奨
しょうがく

学金
きん

制
せい

度
ど

を取
と

り扱
あつか

っています。
　奨

しょうがく

学金
きん

への推
すいせん

薦を受
う

けるためには、毎
まい

年
ねん

度
ど

、４月
がつ

（秋
あき

学
がっ

期
き

の新
しん

入
にゅう

生
せい

及
およ

び秋
あき

学
がっ

期
き

に復
ふく

学
がく

・復
ふく

籍
せき

する者
もの

のみ９月
がつ

）の所
しょてい

定の期
き

間
かん

に国
こくさい

際部
ぶ

にWeb申
しんせい

請を行
おこな

う必
ひつよう

要があ
ります。申

しんせい

請の期
き

間
かん

及
およ

び方
ほうほう

法については、インフォメーションシステムの個
こ

人
じん

伝
でんごん

言
にてお知

し

らせします。
　Web申

しんせい

請URL：https://dia.jm.kansai-u.ac.jp/rgstr/

奨
しょう

学
がく

金
きん

の概
がい

要
よう

＜ 奨
しょう

学
がく

金
きん

の種
しゅ

類
るい

＞
１　学

がく

内
ない

奨
しょう

学
がく

金
きん

　私
し

費
ひ

外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

のみを対
たい

象
しょう

として関
かん

西
さい

大
だい

学
がく

が給
きゅう

付
ふ

する奨
しょう

学
がく

金
きん

が２種
しゅ

類
るい

ありま
す。それぞれの給

きゅう

付
ふ

期
き

間
かん

は１年
ねん

間
かん

であり、関
かん

西
さい

大
だい

学
がく

に在
ざい

学
がく

し、在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

「留
りゅう

学
がく

」
を有

ゆう

している者
もの

で、学
がく

業
ぎょう

成
せい

績
せき

が優
ゆう

秀
しゅう

でありながら経
けい

済
ざい

的
てき

に就
しゅう

学
がく

困
こん

難
なん

な学
がく

生
せい

が対
たい

象
しょう

となります。給
きゅう

付
ふ

金
きん

額
がく

や選
せん

考
こう

条
じょう

件
けん

は学
がく

部
ぶ

により異
こと

なります。博
はく

士
し

課
か

程
てい

後
こう

期
き

課
か

程
てい

の
学
がく

生
せい

は、標
ひょう

準
じゅん

修
しゅう

業
ぎょう

年
ねん

限
げん

の期
き

間
かん

中
ちゅう

は全
ぜん

員
いん

に給
きゅう

付
ふ

されます。
　①　私

し

費
ひ

外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

入
にゅう

学
がく

前
まえ

予
よ

約
やく

奨
しょう

学
がく

金
きん

（新
しん

入
にゅう

生
せい

対
たい

象
しょう

）
　　 　関

かん

西
さい

大
だい

学
がく

へ入
にゅう

学
がく

する者
もの

を対
たい

象
しょう

とした奨
しょう

学
がく

金
きん

です。入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

の成
せい

績
せき

等
とう

をもとに
入
にゅう

学
がく

前
まえ

に選
せん

考
こう

し、通
つう

知
ち

します。
　②　私

し

費
ひ

外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

奨
しょう

学
がく

金
きん

（２年
ねん

次
じ

生
せい

以
い

上
じょう

対
たい

象
しょう

）
　　 　２年

ねん

次
じ

生
せい

以
い

上
じょう

を対
たい

象
しょう

とした奨
しょう

学
がく

金
きん

です。毎
まい

年
ねん

度
ど

募
ぼ

集
しゅう

を行
おこな

い、学
がく

業
ぎょう

成
せい

績
せき

をも
とに選

せん

考
こう

し、決
けっ

定
てい

します。

　給
きゅう

付
ふ

金
きん

額
がく

や選
せん

考
こう

条
じょう

件
けん

等
とう

の詳
しょう

細
さい

は、国
こく

際
さい

部
ぶ

ウェブサイト（https://www.kansai-u.
ac.jp/Kokusai/from/support.php）をご覧

らん

ください。
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２　学
がく

外
がい

奨
しょう

学
がく

金
きん

（大
だい

学
がく

推
すい

薦
せん

によるもの）
　外

がい

部
ぶ

の財
ざい

団
だん

等
とう

が給
きゅう

付
ふ

する奨
しょう

学
がく

金
きん

で、関
かん

西
さい

大
だい

学
がく

から推
すい

薦
せん

するものです。関
かん

西
さい

大
だい

学
がく

の
正
せい

規
き

課
か

程
てい

に在
ざい

籍
せき

し、在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

「留
りゅう

学
がく

」を取
しゅ

得
とく

していることが条
じょう

件
けん

となります。
　○推

すい

薦
せん

候
こう

補
ほ

者
しゃ

の決
けっ

定
てい

　 　国
こく

際
さい

部
ぶ

に申
しん

請
せい

を行
おこな

った学
がく

生
せい

の中
なか

から、学
がく

業
ぎょう

成
せい

績
せき

をもとに推
すい

薦
せん

順
じゅん

位
い

を決
けっ

定
てい

し、
各
かく

奨
しょう

学
がく

金
きん

の推
すい

薦
せん

条
じょう

件
けん

を満
み

たす上
じょう

位
い

者
しゃ

を推
すい

薦
せん

します。各
かく

奨
しょう

学
がく

金
きん

の推
すい

薦
せん

条
じょう

件
けん

に
よっては、学

がくぎ

業
ょう

成
せい

績
せき

以
い

外
がい

が含
ふく

まれる場
ば

合
あい

があります。なお、一
いち

部
ぶ

の奨
しょう

学
がく

金
きん

におい
ては、推

すい

薦
せん

候
こう

補
ほ

者
しゃ

に対
たい

して学
がく

内
ない

面
めん

接
せつ

を実
じっ

施
し

する場
ば

合
あい

があります。
　○推

すい

薦
せん

候
こう

補
ほ

者
しゃ

への連
れん

絡
らく

　 　推
すい

薦
せん

候
こう

補
ほ

者
しゃ

へは、インフォメーションシステムの個
こ

人
じん

伝
でん

言
ごん

で連
れん

絡
らく

します。国
こく

際
さい

部
ぶ

からの連
れん

絡
らく

後
ご

、一
いっ

定
てい

期
き

間
かん

返
へん

信
しん

がない場
ば

合
あい

には、推
すい

薦
せん

を辞
じ

退
たい

したとみなしますの
で、インフォメーションシステムは定

てい

期
き

的
てき

にチェックしてください。
　※ 2020年

ねん

度
ど

に推
すい

薦
せん

を行
おこな

った奨
しょう

学
がく

金
きん

については、61ページ以
い

降
こう

の一
いち

覧
らん

をご覧
らん

くださ
い。

　　 ただし、推
すい

薦
せん

条
じょう

件
けん

や受
じゅ

給
きゅう

金
きん

額
がく

等
とう

は年
ねん

度
ど

により異
こと

なる場
ば

合
あい

があります。

３　学
がく

外
がい

奨
しょう

学
がく

金
きん

（公
こう

募
ぼ

によるもの）
　外

がい

部
ぶ

の財
ざい

団
だん

等
とう

が給
きゅう

付
ふ

する奨
しょう

学
がく

金
きん

で、学
がく

生
せい

が個
こ

人
じん

で応
おう

募
ぼ

するものです。国
こく

際
さい

部
ぶ

に案
あん

内
ない

のあった奨
しょう

学
がく

金
きん

については、応
おう

募
ぼ

方
ほう

法
ほう

の詳
しょう

細
さい

をインフォメーションシステムを通
つう

じて周
しゅう

知
ち

します。その他
た

、学
がく

生
せい

自
じ

身
しん

が奨
しょう

学
がく

金
きん

の情
じょう

報
ほう

を収
しゅう

集
しゅう

して応
おう

募
ぼ

することも可
か

能
のう

です。個
こ

人
じん

で応
おう

募
ぼ

した場
ば

合
あい

は、国
こく

際
さい

部
ぶ

に報
ほう

告
こく

してください。
　※ 2019年

ねん

度
ど

に公
こう

募
ぼ

を行
おこな

った奨
しょう

学
がく

金
きん

については、61ページ以
い

降
こう

の一
いち

覧
らん

をご覧
らん

くださ
い。

　　 ただし、推
すい

薦
せん

条
じょう

件
けん

や受
じゅ

給
きゅう

金
きん

額
がく

等
とう

は年
ねん

度
ど

により異
こと

なる場
ば

合
あい

があります。

４　その他
た

　私
し

費
ひ

外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

に限
かぎ

らず、すべての関
かん

西
さい

大
だい

学
がく

学
がく

生
せい

が対
たい

象
しょう

となる奨
しょう

学
がく

金
きん

もあり
ます。詳

しょう

細
さい

は奨
しょう

学
がく

支
し

援
えん

グループウェブサイト（https://www.kansai-u.ac.jp/scholarship/ 
system.html）をご確

かく

認
にん

ください。
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奨学金



〇学
がく
外
がい
奨
しょう
学
がく
金
きん
（大
だい
学
がく
推
すい
薦
せん
によるもの）の

出
しゅつがん
願から受

じゅきゅう
給までのながれ

毎
まい

年
ねん ど

度４月
がつ

に手
てつ づ

続きが必
ひつよう

要です！
（秋

しゅう

学
がっ

期
き

入
にゅう

学
がく

者
しゃ

は、入
にゅう

学
がく

初
しょ

年
ねん

度
ど

は９月
がつ

、以
い

降
こう

は毎
まい

年
ねん

度
ど

４月
がつ

に手
て

続
つづ

きが必
ひつ

要
よう

です）

※奨
しょうがく

学金
きん

は、募
ぼしゅう

集案
あんない

内が届
とど

いた
時
じ て ん

点で登
とうろく

録が済
す

んでいる学
がくせい

生を
推
すいせん

薦の対
たいしょう

象としますので、奨
しょうがく

学
金
きん

を希
き ぼ う

望する方
かた

は早
はや

めに登
とうろく

録し
てください。

受
じゅきゅう

給 終
しゅうりょう

了 手
て つ づ

続き
（御

お れ い

礼状
じょう

、報
ほうこく

告書
しょ

の提
ていしゅつ

出など）

受
じゅきゅう

給

終
しゅうりょう

了後
ご

在
ざいせき

籍確
かくにん

認サインその他
た

、奨
しょうがく

学金
きん

の種
しゅるい

類により、
財
ざいだん

団行
ぎょうじ

事への参
さん

加
か

や学
がくしゅう

習報
ほうこく

告書
しょ

の提
ていしゅつ

出が
求
もと

められるものがあります。

受
じゅきゅうちゅう

給 中

随
ずい じ

時

受
じゅきゅう

給開
か い し

始

受
じゅきゅう

給手
て つ づ

続き（口
こ う ざ

座登
とうろく

録、御
お れ い

礼 状
じょう

提
ていしゅつ

出など）

結
け っ か

果発
はっぴょう

表（個
こ じ ん

人伝
でんごん

言で連
れんらく

絡）

面
めんせつ

接練
れんしゅう

習（面
めんせつ

接選
せんこう

考がある場
ば あ い

合）

出
しゅつがん

願書
しょるいさくせい

類作成・提
ていしゅつ

出

出
しゅつがん

願する奨
しょうがく

学金
きん

に関
かん

する説
せつめい

明会
かい

推
すいせん

薦候
こ う ほ

補者
しゃ

を国
こくさい

際部
ぶ

にて選
せんしゅつ

出（個
こ じ ん

人伝
でんごん

言で連
れんらく

絡）

奨
しょうがく

学金
きん

4 月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬まで
（秋

しゅう

学
がっ

期
き

入
にゅう

学
がく

者
しゃ

、復
ふく

学
がく

者
しゃ

、復
ふく

籍
せき

者
しゃ

は初
しょ

年
ねん

度
ど

のみ９月
がつ

下
げ

旬
じゅん

）

奨
しょうがく

学金
きん

出
しゅつがん

願Web 登
とうろく

録

4 月
がつ

上
じょうじゅん

旬
（秋

しゅう

学
がっ

期
き

入
にゅう

学
がく

者
しゃ

、復
ふく

学
がく

者
しゃ

、復
ふく

籍
せき

者
しゃ

は初
しょ

年
ねん

度
ど

のみ９月
がつ

下
げ

旬
じゅん

）

在
ざいりゅう

留カードのWeb登
とうろく

録
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【
参さ

ん

考こ
う

】
20
20

年ね
ん

度ど

　
奨

し
ょ

う

学が
く

金き
ん

一い
ち

覧ら
ん

　
20
20

年ね
ん

度ど

に
推す

い

薦せ
ん

・
募ぼ

し

集ゅ
う

を
行お
こ

な っ
た

奨
し

ょ
う

学が
く

金き
ん

一い
ち

覧ら
ん

で
す

。
　

推す
い

薦せ
ん

条じ
ょ

う

件け
ん

や
受じ

ゅ

給き
ゅ

う

金き
ん

額が
く

等と
う

は
年ね

ん

度ど

に
よ

り
異こ

と

な
る

場ば

合あ
い

が
あ

り
ま

す
。

①
学が

く

内な
い

奨し
ょ

う

学が
く

金き
ん

関
西
大
学
国
際
交
流
助
成
基
金
　
第
３
種
奨
学
金

応
募
・
採
用
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
採
用
人
数

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
も
の

②
指
定
な
し

③
指
定
な
し

④
他
の
学
内
奨
学
金
が
本
奨
学
金
よ
り
同
額
以
上
の
場
合
は
併
給
不
可
。

他
の
学
内
奨
学
金
が
本
奨
学
金
よ
り
少
額
の
場
合
は
、
そ
の
差
額
分
を
給
付
。

⑤
関
西
大
学
「
国
際
交
流
助
成
基
金
に
よ
る
助
成
規
程
」
に
基
づ
き
、
奨
学
生
を
決
定
す
る
。

３
万
円
/月

１
年
間

15
名

（
20
20
年
度
）

私
費
外
国
人
留
学
生
入
学
前
予
約
奨
学
金

応
募
・
採
用
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
採
用
人
数

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
も
の

②
学
部
・
大
学
院
（
1年
次
）

　
※
博
士
課
程
後
期
課
程
は
原
則
と
し
て
全
員
に
給
付
す
る
。

③
指
定
な
し

④
他
の
学
内
奨
学
金
と
の
併
給
不
可
。
学
外
奨
学
金
は
併
給
可
。

⑤
新
入
生
の
う
ち
、
学
業
成
績
が
優
秀
で
あ
り
な
が
ら
経
済
的
に
就
学
困
難
な
私
費
外
国
人
留
学
生
の
み
対

象
。

　（
私
費
外
国
人
留
学
生
と
は
、
在
留
資
格
「
留
学
」
を
有
す
る
も
の
。）

入
学
年
度
、
学
部
・
研
究

科
に
よ
り
異
な
る

１
年
間

学
部
：
40
名

大
学
院
：
75
名

①
国
籍
・
地
域

②
課
程
・
学
年
・
年
齢（
受
給
年
度
）

③
学
部
・
研
究
科
・
専
攻
な
ど

④
他
の
奨
学
金
と
の
併
給
条
件

⑤
そ
の
他
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②
学が

く

外が
い

奨し
ょ

う

学が
く

金き
ん

（
大だ

い

学が
く

推す
い

薦せ
ん

に
よ

る
も

の
）

（
公
財
）
S
G
H
奨
学
財
団

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
A
S
E
A
N
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
加
盟
国

②
学
　
　
部
（

３
年
次
）　
27
歳
未
満

　
博
士
前
期
（

１
年
次
）　
35
歳
未
満

　
博
士
後
期
（

２
年
次
）　
35
歳
未
満

　
※
年
齢
は
支
給
年
度
の

４
月

１
日
時
点

③
指
定
な
し

④
併
給
不
可

⑤
春
期
入
学
の
み
対
象

12
万
円
/月

２
年
間

学
　
部
　

１
名

大
学
院
　

１
名

公
益
信
託
 滝
崎
記
念
ア
ジ
ア
留
学
生
奨
学
基
金

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
ア
ジ
ア
諸
国

②
学
部
・
大
学
院
（

１
年
次
）

③
理
工
系
の
学
部
ま
た
は
大
学
院

④
併
給
不
可

５
万
円
/月

最
短
修
業
年
限
内

２
名

（
公
財
）
ナ
イ
ン
テ
ィ
ナ
イ
ン
・
ア
ジ
ア
留
学
生
奨
学
基
金

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
ア
ジ
ア
諸
国

②
指
定
な
し

③
理
工
系
の
学
部
ま
た
は
大
学
院

④
選
考
基
準
に
よ
り
可
能
な
場
合
あ
り

⑤
仕
送
り
月
額

９
万
円
以
下

５
万
円
/月

最
短
修
業
年
限
内

学
　
　
部
　
最
長

４
年
間

博
士
前
期
　
最
長

２
年
間

博
士
後
期
　
最
長

３
年
間

春
採
用
　
学
　
部
　

１
名

秋
採
用
　
大
学
院
　

１
名

（
独
）日
本
学
生
支
援
機
構
　
文
部
科
学
省
外
国
人
留
学
生
学
習
奨
励
費（
入
学
前
予
約
）

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

20
20
年
度
実
績

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
も
の

②
学
部

１
年
次

　
博
士
前
期

１
年
次

　
博
士
後
期

１
年
次

③
指
定
な
し

④
併
給
可

4.
8万
円
/月

１
年
間

（
一
部
例
外
あ
り
）

学
　
部
　
19
名
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（
独
）
日
本
学
生
支
援
機
構
　
文
部
科
学
省
外
国
人
留
学
生
学
習
奨
励
費
（
渡
日
前
）

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

20
20
年
度
実
績

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
も
の

②
学
部

１
年
次

　
博
士
前
期

１
年
次

　
博
士
後
期

１
年
次

③
指
定
な
し

④
併
給
可

4.
8万
円
/月

１
年
間

（
一
部
例
外
あ
り
）

学
　
部
　
13
名

大
学
院
　

５
名

（
独
）
日
本
学
生
支
援
機
構
　
文
部
科
学
省
外
国
人
留
学
生
学
習
奨
励
費
（
就
職
促
進
）

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
も
の

②
学
部

１
～

３
年
次

③
指
定
な
し

④
併
給
可

⑤
留
学
生
就
職
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者

4.
8万
円
/月

１
年
間

（
一
部
例
外
あ
り
）

学
　
部
　

７
名

大
学
院
　

５
名

（
公
財
）
朝
鮮
奨
学
会

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
韓
国
・
朝
鮮

②
学
　
部
　
30
歳
未
満

　
大
学
院
　
 40
歳
未
満
（
法
科
大
学
院
の
未
修
コ
ー
ス
（

３
年
制
）
は
、

２
年
次
以
上
）

　
※
年
齢
は
支
給
年
度
の

４
月

１
日
時
点

③
指
定
な
し

④
併
給
不
可
（
貸
与
奨
学
金
、
本
奨
学
金
と
同
額
未
満
の
給
付
奨
学
金
、
学
内
奨
学
金
は
併
給
可
能
）

学
　
　
部
　
2.
5万
円
/月

博
士
前
期
　
  
4万
円
/月

専
 門
 職
　
  
4万
円
/月

博
士
後
期
　
  
7万
円
/月

１
年
間

※
継
続
応
募
者
は
個
人
応
募
可
能

学
　
部
　

２
名

大
学
院
　

１
名

（
公
財
）
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会
　
JE
E
S
留
学
生
奨
学
金
（
修
学
）

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
も
の

②
学
　
　
部
（

２
年
次
以
上
）

　
大
学
院
生

③
指
定
な
し

④
他
か
ら
受
け
る
奨
学
金
等
受
給
月
額
合
計
が
50
,0
00
円
以
下
の
場
合
は
併
給
可
能
。

４
万
円
/月

最
長

２
年
間

３
名

（
公
財
）
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会
　
JE
E
S
留
学
生
奨
学
金
（
就
職
促
進
）

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
も
の

②
学
部

１
～

３
年
次

③
指
定
な
し

④
他
か
ら
受
け
る
奨
学
金
等
受
給
月
額
合
計
が
50
,0
00
円
以
下
の
場
合
は
併
給
可
能
。

⑤
留
学
生
就
職
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者

　
日
本
語
能
力
試
験
受
験
予
定
の
者

３
万
円
/月

１
年
間

学
　
部
　

３
名
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（
公
財
）
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会
　
ド
コ
モ
留
学
生
奨
学
金

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
ア
ジ
ア
諸
国

②
博
士
前
期
（

１
年
次
）

③
通
信
技
術
、
情
報
処
理
技
術
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
分
野
を
専
攻
す
る
者
。

　
人
文
・
社
会
科
学
等
の
部
門
を
専
攻
す
る
者
で
、
研
究
に
「
通
信
や
情
報
処
理
」
が
活
用
さ
れ
る
と
大
学

が
認
め
る
者
。

④
併
給
不
可
（
貸
与
型
奨
学
金
、
一
時
金
は
除
く
）

⑤
春
期
入
学
の
み
対
象

12
万
円
/月

２
年
間

２
名

北
大
阪
振
興
（
株
）

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
台
湾

②
指
定
な
し

③
指
定
な
し

④
併
給
可

３
万
円
/月

１
年
間

３
名

（
公
財
）
ロ
ー
タ
リ
ー
米
山
記
念
奨
学
会 推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
も
の

②
学
　
　
部
（

３
年
次
、

４
年
次
）

　
博
士
前
期
（

１
年
次
、

２
年
次
）

　
博
士
後
期
（

２
年
次
、

３
年
次
）

　
※
応
募
時
に
45
歳
未
満
の
も
の

③
指
定
な
し

④
併
給
不
可

学
　
　
部
　
10
万
円
/月

大
学
院
生
　
14
万
円
/月

最
短
修
業
年
限
内

10
名

（
公
財
）
平
和
中
島
財
団

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
も
の

②
指
定
な
し

　
※
但
し
、
応
募
時
及
び
受
給
開
始
時
に
同
一
大
学
の
正
規
課
程
に
在
籍
す
る
者

③
指
定
な
し

④
併
給
不
可
（
月
額

３
万
円
以
下
は
可
）

10
万
円
/月

１
年
間

学
　
部
　

１
名

大
学
院
　

１
名

（
公
財
）
西
村
奨
学
財
団

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
南
西
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
及
び
地
域

②
学
　
　
部
（

３
年
次
）

　
博
士
前
期
（

１
年
次
）

　
博
士
後
期
（

１
年
次
）

③
指
定
な
し

④
併
給
不
可

⑤
大
阪
府
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の

12
万
円
/月

学
　
　
部
：
 最
短
修
業
年
限
内
（
最
長

２
年
間
）

博
士
前
期
：
 最
短
修
業
年
限
内
（
最
長

２
年
間
）

博
士
後
期
：
 最
短
修
業
年
限
内
（
最
長

３
年
間
）

春
採
用
　

２
名

秋
採
用
　

１
名
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（
一
財
）
共
立
国
際
交
流
奨
学
財
団
奨
学
金
推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
ア
ジ
ア
諸
国

②
学
部
・
博
士
課
程
（
在
籍
算
残
期
間
が
最
低

２
年
以
上
の
者
）

③
指
定
な
し

④
併
給
不
可

10
万
円
/月

２
年
間

１
名

（
株
）
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
奨
学
基
金
奨
学
金

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
ア
ジ
ア
諸
国

②
学
　
部
（
在
籍
算
残
期
間
が
最
低

２
年
以
上
の
者
）

③
指
定
な
し

④
他
奨
学
金
が
月
額

５
万
円
以
下
な
ら
可

⑤
財
団
の
判
断
で
（
一
財
）
共
立
国
際
交
流
奨
学
財
団
奨
学
金
が
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

６
万
円
/月

１
年
間

１
名

（
公
財
）
大
遊
協
国
際
交
流
・
援
助
・
研
究
協
会

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
も
の

②
学
　
　
部
（

１
年
次
）

③
指
定
な
し

④
併
給
不
可

学
　
　
部
　

５
万
円
/月

１
年
間

（
２
年
目
以
降
は
継
続
推
薦
書
提
出
後
、
面
談
の
上

決
定
）

学
　
部
　

２
名

（
公
財
）
市
川
国
際
奨
学
財
団

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
ア
ジ
ア
諸
国

②
春
：
大
学
院
生
（
35
歳
未
満
）　
秋
：
学
部
生
（
30
歳
未
満
）

③
指
定
な
し

④
併
給
不
可

学
　
　
部
　
10
万
円
/月

大
学
院
生
　
12
万
円
/月

春
採
用
　

２
年
間

秋
採
用
　

１
年
間

春
採
用
　
大
学
院
　

３
名

秋
採
用
　
学
部
　
　

３
名

（
公
財
）
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会
　
豊
田
通
商
留
学
生
奨
学
金

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
も
の
（
ア
フ
リ
カ
出
身
者
を
優
先
）

②
学
　
　
部
（

３
年
次
）

　
博
士
前
期

　
博
士
後
期

③
経
済
・
法
律
等
の
社
会
科
学
、
人
文
科
学
及
び
理
学
、
工
学
を
専
攻
す
る
も
の

④
併
給
不
可

10
万
円
/月

在
籍
期
間
中
最
長

２
年
間

２
名

－65－
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（
公
財
）
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会
　
福
和
楽
留
学
生
奨
学
金

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
中
国
国
籍

②
指
定
な
し

③
指
定
な
し

④
併
給
可

３
万
円
/月

最
短
修
業
年
限
内

１
名

（
公
財
）
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会
　
三
菱
商
事
留
学
生
奨
学
金

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
も
の
（
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ
出
身
者
を
優
先
）

②
学
　
　
部
（

３
年
次
、

４
年
次
）

　
博
士
前
期
（

１
年
次
、

２
年
次
）

　
博
士
後
期
（

１
年
次
～

３
年
次
）

③
指
定
な
し

④
併
給
不
可
（
貸
与
型
奨
学
金
、
一
時
金
は
除
く
）

学
　
　
部
　
12
万
円
/月

大
学
院
生
　
15
万
円
/月

学
　
　
部
：
 最
短
修
業
年
限
内
で
最
長

２
年
間

博
士
前
期
：
 最
短
修
業
年
限
内
で
最
長

２
年
間

博
士
後
期
：
 最
短
修
業
年
限
内
で
最
長

３
年
間

３
名

（
公
財
）
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会
　
石
橋
財
団
奨
学
金

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
も
の

②
日
本
国
内
の
大
学
院
に
入
学
す
る
た
め
、
海
外
か
ら
出
願
す
る
私
費
外
国
人
留
学
生

③
美
術
史
を
専
攻

⑤
10
月
募
集
あ
り

15
万
円
/月

在
籍
期
間
中
最
長

２
年
間

１
名

（
公
財
）
大
塚
敏
美
育
英
奨
学
財
団

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
も
の

②
大
学
院
生
　
満
38
歳
以
下

　
※
年
齢
は
支
給
年
度
の

４
月

１
日
時
点

③
経
営
学
、
工
学
（
た
だ
し
医
学
・
薬
学
に
関
連
の
深
い
分
野
に
限
る
）

④
併
給
不
可

20
0万
円
/年

15
0万
円
/年

10
0万
円
/年

（
財
団
選
考
委
員
会
に
よ
る

評
価
に
応
じ
て
決
定
）

１
年
間

た
だ
し
継
続
申
請
を
認
め
る
（
最
長

３
年
ま
で
）
大
学
院
　

３
名

（
公
財
）
寺
浦
さ
よ
子
記
念
奨
学
会

推
薦
条
件

受
給
金
額

受
給
期
間

学
内
募
集
人
数

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
も
の

②
指
定
な
し

③
指
定
な
し

④
併
給
可

10
万
円
/月

１
年
間

２
名

－66－



③
学が

く

外が
い

奨し
ょ

う

学が
く

金き
ん

（
公こ

う

募ぼ

に
よ

る
も

の
）

（
公
財
）
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会
　
JE
E
S
日
本
語
教
育
普
及
奨
学
会
（
検
定
）

対
　
　
象

金
　
額

受
給
期
間

①
指
定
な
し

②
受
給
期
間
が

１
年
以
上
見
込
め
る
者

③
指
定
な
し

④
併
給
不
可

⑤
協
会
指
定
年
度
に
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
に
合
格
し
た
者

５
万
円
/月

推
薦
を
受
け
る
大
学
で
の
在
籍
期
間
中
最
長

２
年
間

（
公
財
）
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会
　
JE
E
S
日
本
語
教
育
普
及
奨
学
金
（
日
能
）

対
　
　
象

金
　
額

受
給
期
間

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
者

②
受
給
期
間
が

１
年
以
上
見
込
め
る
者

③
指
定
な
し

④
本
協
会
が
実
施
す
る
他
の
奨
学
金
を
受
給
し
な
い
者

⑤
協
会
指
定
年
度
に
日
本
国
内
で
実
施
し
た
日
本
語
能
力
試
験
N
1を
受
験
し
、
17
0点
以
上
（
中
国
語
・
韓

国
語
以
外
を
母
語
と
す
る
も
の
は
10
0点
以
上
）
の
成
績
を
収
め
た
者
、
日
本
語
指
導
者
を
目
指
す
者

５
万
円
/月

推
薦
を
受
け
る
大
学
で
の
在
籍
期
間
中
最
長

２
年
間

（
公
財
）
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会
　
JE
E
S
留
学
生
奨
学
金
（
少
数
受
入
国
）

対
　
　
象

金
　
額

受
給
期
間

①
財
団
が
指
定
す
る
国
籍
（
少
数
受
入
国
）

②
受
給
期
間
が

１
年
以
上
見
込
め
る
者

③
指
定
無
し

④
他
か
ら
受
け
る
奨
学
金
等
受
給
月
額
合
計
が
50
,0
00
円
以
下
は
併
給
可
。

５
万
円
/月

推
薦
を
受
け
る
大
学
で
の
在
籍
期
間
中
最
長

２
年
間

（
公
財
）
大
塚
敏
美
育
英
奨
学
財
団

対
　
　
象

金
　
額

受
給
期
間

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
者

②
支
給
年
度
の

４
月

１
日
時
点
で
満
38
歳
以
下

③
医
学
・
薬
学
・
生
物
学
・
栄
養
学
・
体
育
学
・
工
学
お
よ
び
経
営
学

④
併
給
可
能
。
た
だ
し
、
併
給
の
場
合
は
50
万
円
/年
。

20
0万
円
/年
、
15
0万
円
/年
も
し
く
は
10
0万
円
/年

（
財
団
選
考
委
員
会
に
よ
る
評
価
に
応
じ
て
決
定
）

１
年
間

た
だ
し
継
続
申
請
を
認
め
る
（
最
長

３
年
ま
で
）

（
公
社
）
日
本
中
国
友
好
協
会
　
丹
羽
宇
一
郎
奨
学
金

対
　
　
象

金
　
額

受
給
期
間

①
中
国
（
日
本
国
永
住
許
可
保
持
者
は
不
可
）

②
大
学
院
生
　
30
歳
未
満

　
※
年
齢
は
応
募
年
度
の

４
月

２
日
時
点

　
※
オ
ー
バ
ー
ド
ク
タ
ー
は
不
可

③
社
会
科
学
系
（
法
学
・
政
治
学
関
係
・
商
学
・
経
済
学
関
係
）

④
他
の
団
体
か
ら
月
額
10
万
円
以
下
な
ら
ば
、
併
給
可
。

７
万
円
/月

１
年
間

－67－
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（
公
財
）
日
本
台
湾
交
流
協
会

対
　
　
象

金
　
額

受
給
期
間

①
台
湾

②
博
士
前
期
課
程
、
専
門
職
学
位
課
程
、
博
士
後
期
課
程
　
35
歳
未
満

③
指
定
無
し

④
併
給
不
可

博
士
前
期
・
専
門
職
：
14
.4
万
円
/月

博
士
後
期
：
14
.5
万
円
/月

基
本
月
額
に
加
え
、
特
定
の
地
域
で
修
学
・
研
究
す

る
者
に
対
し
て
月
額

２
千
円
又
は

３
千
円
支
給

最
短
修
業
年
限

（
一
財
）
ア
ジ
ア
国
際
交
流
奨
学
財
団
　
川
口
静
記
念
奨
学
金

対
　
　
象

金
　
額

受
給
期
間

①
ア
ジ
ア
諸
国

②
学
　
　
部
　
30
歳
未
満
（
※
応
募
時
の
年
齢
）

　
大
学
院
生
　
35
歳
未
満
（
※
応
募
時
の
年
齢
）

③
特
に
な
し

④
併
給
不
可

⑤
TO
P
J上
級
C
レ
ベ
ル
以
上
（
他
の
日
本
語
能
力
証
明
書
不
可
）

学
　
　
部
　

６
万
円
/月

博
士
前
期
　

６
万
円
/月

博
士
後
期
　

７
万
円
/月

１
年
間

（
公
財
）
佐
藤
陽
国
際
奨
学
財
団

対
　
　
象

金
　
額

受
給
期
間

①
A
S
E
A
N
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
加
盟
国
・
南
西
ア
ジ
ア
諸
国
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル

②
学
　
　
部
（
新
編
入
生
）

学
部
・
大
学
院
生

　（
受
給
開
始
後
の
課
程
修
業
期
間
が

１
年
以
上
で
あ
る
こ
と
）

　
　
博
士
前
期
（

１
年
次
）

　
　
博
士
後
期
（

１
年
次
）

③
特
に
な
し

④
併
給
不
可
（
貸
与
奨
学
金
は
除
く
）

学
　
　
部
　
15
万
円
/月

大
学
院
生
　
18
万
円
/月

２
年
間

（
公
財
）
似
鳥
国
際
奨
学
財
団

対
　
　
象

金
　
額

受
給
期
間

①
日
本
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
も
の

②
学
　
　
部

　
博
士
前
期

③
特
に
な
し

④
併
給
不
可

８
万
円
/月

１
年
間

（
公
財
）
岩
谷
直
治
記
念
財
団
　
岩
谷
国
際
留
学
生
奨
学
助
成

対
　
　
象

金
　
額

受
給
期
間

①
中
国
・
韓
国
・
モ
ン
ゴ
ル
・
台
湾
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ラ
オ
ス
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
ミ
ャ
ン

マ
ー
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム

②
博
士
課
程
前
期
課
程
30
歳
未
満

　
博
士
課
程
後
期
課
程
35
歳
未
満

　
オ
ー
バ
ー
ド
ク
タ
ー

③
自
然
科
学
系
及
び
関
連
す
る
学
際
分
野
（
工
学
、
理
学
お
よ
び
農
学
の
全
般
）

④
併
給
不
可

15
万
円
/月

最
長

２
年
間

－68－



（
一
社
）
兵
庫
県
台
湾
同
郷
会

対
　
　
象

金
　
額

受
給
期
間

①
大
学
・
大
学
院
に
在
籍
す
る
台
湾
出
身
の
学
生
（
国
籍
を
問
わ
な
い
）

②
指
定
な
し

③
指
定
な
し

12
万
円
/年

１
年
間

－69－
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Memo
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緊急時の対応

 緊
きんきゅうじ

急時の対
たいおう

応

交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

発
はっ

生
せい

時
じ

の対
たい

処
しょ

　自
じどうしゃ

動車やバイク、自
じてんしゃ

転車などを利
り よ う

用するときには、交
こうつうきそく

通規則を守
まも

ってください。
留
りゅうがくせい

学生の皆
みな

さんも交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

の被
ひがいしゃ

害者、加
か

害
がい

者
しゃ

になる可
か

能
のう

性
せい

があります。万
まん

が一
いち

交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

に遭
あ

ってしまった時
とき

は、最
さい

後
ご

まできちんと対
たい

処
しょ

をしてください。

交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

発
はっ

生
せい

時
じ

の対
たいしょほうほう

処方法
（1）双

そうほう

方の連
れんらくさき

絡先を確
かくにん

認
　加

か

害
がい

者
しゃ

と被
ひ

害
がい

者
しゃ

間
かん

で氏
し

名
めい

、住
じゅうしょ

所、連
れんらくさき

絡先、（車
くるま

のナンバー）等
とう

を聞
き

き、控
ひか

えて
ください。
※目

もくげきしゃ

撃者がいれば、協
きょうりょく

力を依
い

頼
らい

し、氏
し

名
めい

、住
じゅうしょ

所、連
れんらくさき

絡先を聞
き

き、控
ひか

えてください。

（2）警
けいさつ

察へ連
れんらく

絡
　電

でん

話
わ

通
つう

報
ほう

（局
きょくばん

番なし：110番
ばん

）で警
けいさつ

察へ連
れんらく

絡してください。警
けいさつかん

察官が来
き

て事
じ こ

故
の現

げんばけんしょう

場検証を行
おこな

います。警
けいさつ

察によって作
さくせい

成された調
ちょうしょ

書は、事
じ こ

故の発
はっせい

生を証
しょうめい

明し、
どちらに責

せきにん

任があるのかを判
はんだん

断するうえで重
じゅう

要
よう

な資
しりょう

料となります。

（3）救
きゅうきゅうしゃ

急車を呼
よ

ぶ
　負

ふしょうしゃ

傷者が出
で

た場
ば

合
あい

には、電
でんわつうほう

話通報（局
きょくばん

番なし：119番
ばん

）で救
きゅうきゅうしゃ

急車をすぐに手
て

配
はい

してください。その時
とき

に大
おお

きなケガではないと思
おも

っていても、時
じ か ん

間が経
た

つと痛
いた

み
が激

はげ

しくなり、後
こういしょう

遺症が残
のこ

ることがあります。被
ひ が い

害に遭
あ

った方
かた

は外
がいしょう

傷が無
な

くても
病
びょういん

院へ行
い

き、診
しん

断
だん

と治
ちりょう

療を受
う

けてください。
※救

きゅうご

護活
かつどう

動を行
おこ

なうことは加
かがいしゃ

害者の義
ぎ む

務です。

（4）交
こう つう

通事
じ

故
こ

証
しょうめいしょ

明書の交
こう

付
ふ

　警
けいさつしょ

察署へ届
とど

け出
で

たあとに、「交
こうつう

通事
じ

故
こ

証
しょうめいしょ

明書」の交
こう

付
ふ

を受
う

けてください。交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

に遭
あ

ったことを証
しょうめい

明できます。自
じ ど う し ゃ

動車安
あんぜん

全運
うんてん

転センター（https://www.
jsdc.or.jp）、保

ほ

険
けん

会
がい

社
しゃ

（共
きょうさい

済組
くみ

合
あい

）などで、交
こう

付
ふ

申
しん

請
せい

が可
か

能
のう

です。
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（5）保
ほ

険
けん

会
がい

社
しゃ

への連
れんらく

絡
　事

じ

故
こ

処
しょ

理
り

をスムーズに進
すす

めるためにも、加
かにゅう

入している保
ほ

険
けん

会
がい

社
しゃ

がある場
ば

合
あい

、で
きるだけ早

はや

く連
れん

絡
らく

し、事
じ

故
こ

の状
じょう

況
きょう

を詳
くわ

しく説
せつ

明
めい

してください。

損
そん

害
がい

賠
ばい

償
しょう

の交
こう

渉
しょう

について
　治

ち

療
りょう

などの応
おう

急
きゅう

処
しょ

置
ち

が終
お

わると、後
ご

日
じつ

、被
ひ

害
がい

者
しゃ

と加
か

害
がい

者
しゃ

の間
あいだ

で、治
ち

療
りょう

費
ひ

や損
そん

害
がい

賠
ばい

償
しょう

などについて交
こう

渉
しょう

します。どちらの立
たち

場
ば

でもこの交
こう

渉
しょう

はかなり複
ふく

雑
ざつ

なため、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

無
む

料
りょう

相
そう

談
だん

センター（https://www.n-tacc.or.jp）へ相
そう

談
だん

することをおすすめ
します。

地
じ

震
しん

・火
か

災
さい

の際
さい

の行
こう

動
どう

地
じ

震
しん

発
はっ

生
せい

時
じ

（1）揺
ゆ

れがおさまるまで、まずは自
じ

分
ぶん

の身
み

を守
まも

る！
・ロッカーや自

じ

販
はん

機
き

等
とう

、転
てん

倒
とう

する恐
おそ

れのある物
もの

や危
き

険
けん

な物
もの

（ガラス等
とう

）から離
はな

れ、
机
つくえ

等
とう

の下
した

に身
み

を隠
かく

し、机
つくえ

の脚
あし

を抑
おさ

え、特
とく

に頭
あたま

を守
まも

る。
※ 机

つくえ

等
とう

の下
した

に入
はい

れない場
ば

合
あい

は、机
つくえ

等
とう

の高
たか

さより低
ひく

くなるようにしゃがみ、頭
あたま

を
保
ほ

護
ご

。
※ 近

ちか

くに机
つくえ

等
とう

の身
み

を隠
かく

す物
もの

が無
な

い場
ば

合
あい

は鞄
かばん

等
とう

で頭
あたま

を保
ほ

護
ご

し、落
らっ

下
か

物
ぶつ

の危
き

険
けん

性
せい

の
少
すく

ない場
ば

所
しょ

で揺
ゆ

れがおさまるのを待
ま

つ。
・揺

ゆ

れがおさまるまで外
そと

に出
で

ない。決
けっ

して慌
あわ

てて外
そと

に飛
と

び出
だ

さない。
・コンセントやガスの元

もと

栓
せん

等
とう

、火
ひ

の始
し

末
まつ

はすみやかに。
・ガラス飛

ひ

散
さん

からの防
ぼう

御
ぎょ

のため、余
よ

裕
ゆう

があればカーテンを閉
し

める。
・エレベーターの中

なか

にいる場
ば

合
あい

は揺
ゆ

れがおさまるまで待
たい

機
き

する。
※ 地

じ

震
しん

発
はっ

生
せい

時
じ

にエレベーターが緊
きん

急
きゅう

停
てい

止
し

しても、しばらくすると補
ほ

助
じょ

動
どう

力
りょく

で
最
も

寄
よ

り階
かい

にてドアが開
ひら

くので落
お

ち着
つ

いて脱
だっ

出
しゅつ

すること。万
まん

が一
いち

動
うご

かない場
ば

合
あい

は、非
ひ

常
じょう

ボタンやインターホンで救
きゅう

助
じょ

を求
もと

めてください。
（2）揺

ゆ

れがおさまったのを確
かく

認
にん

し、冷
れい

静
せい

に行
こう

動
どう

し避
ひ

難
なん

する
・ドアや窓

まど

を開
あ

けて避
ひ

難
なん

（脱
だっ

出
しゅつ

）口
ぐち

の確
かく

保
ほ

。
・教

きょう

職
しょく

員
いん

や非
ひ

常
じょう

放
ほう

送
そう

の指
し

示
じ

に従
したが

い、余
よ

震
しん

に注
ちゅう

意
い

しながら、冷
れい

静
せい

に行
こう

動
どう

する。
※ パニックになると、思

おも

わぬ二
に

次
じ

被
ひ

害
がい

を生
う

むことにもなる。「おさない、走
はし

ら
ない、しゃべらない、もどらない」を心

こころ

がけ、落
お

ち着
つ

いて行
こう

動
どう

すること。
・もし出

しゅっ

火
か

した場
ば

合
あい

は落
お

ち着
つ

いて消
しょう

火
か

する。ただし、消
しょう

火
か

が困
こん

難
なん

な場
ば

合
あい

は速
すみ

やか
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に火
ひ

元
もと

から離
はな

れる。
・避

ひ

難
なん

する時
とき

は、必
ひつ

要
よう

最
さい

低
てい

限
げん

（財
さい

布
ふ

等
とう

）の物
もの

のみを身
み

につけ、避
ひ

難
なん

に支
し

障
しょう

がでる
大
おお

きな荷
に

物
もつ

はその場
ば

に置
お

いて避
ひ

難
なん

する（避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

は76～79ページ参
さん

照
しょう

）。
・避

ひ

難
なん

する際
さい

は階
かい

段
だん

を利
り

用
よう

。エレベーターやエスカレーターは使
し

用
よう

しない。
（3）避

ひ

難
なん

後
ご

は周
しゅう

囲
い

の安
あん

全
ぜん

確
かく

認
にん

と情
じょう

報
ほう

収
しゅう

集
しゅう

を
・逃

に

げ遅
おく

れた者
もの

や行
ゆく

方
え

不
ふ

明
めい

者
しゃ

がいれば、すぐに教
きょう

職
しょく

員
いん

に連
れん

絡
らく

する。
・「災

さい

害
がい

伝
でん

言
ごん

ダイヤル」や「災
さい

害
がい

用
よう

伝
でん

言
ごん

版
ばん

」等
とう

を利
り

用
よう

して家
か

族
ぞく

や親
しん

戚
せき

等
とう

の安
あん

全
ぜん

を
確
かく

認
にん

する。
・テレビやラジオ、携

けい

帯
たい

電
でん

話
わ

等
とう

にて情
じょう

報
ほう

を収
しゅう

集
しゅう

する。
※ TwitterやFacebook等

とう

のSNSにおいては、稀
まれ

に虚
きょ

偽
ぎ

の情
じょう

報
ほう

が流
なが

されているこ
ともあるため注

ちゅう

意
い

すること。デマや誤
ご

報
ほう

に踊
おど

らせられないように！！
・けが人

にん

がいる場
ば

合
あい

、医
い

師
し

が到
とう

着
ちゃく

するまで応
おう

急
きゅう

措
そ

置
ち

を行
おこな

う（AED設
せっ

置
ち

場
ば

所
しょ

は76
～79ページ参

さん

照
しょう

）。
・無

む

理
り

に帰
き

宅
たく

せず、大
だい

学
がく

や避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

等
とう

になるべくとどまる。
（4）大

だい

学
がく

への安
あん

否
ぴ

連
れん

絡
らく

・安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

シートや緊
きん

急
きゅう

連
れん

絡
らく

メールシステム※、インフォメーションシステム
上
じょう

にて、大
だい

学
がく

へ自
じ

身
しん

の安
あん

否
ぴ

を知
し

らせる。
※ 緊

きん

急
きゅう

連
れん

絡
らく

メールシステムとは、大
だい

規
き

模
ぼ

災
さい

害
がい

時
じ

にメール登
とう

録
ろく

者
しゃ

に対
たい

し、「情
じょう

報
ほう

伝
でん

達
たつ

」または「情
じょう

報
ほう

の収
しゅう

集
しゅう

」を行
おこな

うために運
うん

用
よう

するシステムです。インフォ
メーションシステムへのメールアドレスの未

み

登
とう

録
ろく

又
また

は変
へん

更
こう

を反
はん

映
えい

されていな
い方

かた

は、緊
きん

急
きゅう

時
じ

メールが届
とど

くよう、登
とう

録
ろく

・更
こう

新
しん

してください。また、緊
きん

急
きゅう

連
れん

絡
らく

メールが迷
めい

惑
わく

メールと判
はん

別
べつ

されないように次
つぎ

のメールアドレスを受
じゅ

信
しん

設
せっ

定
てい

してください。
　メールアドレス：info-itcku@ml.kandai.jp

屋
おく

外
がい

で地
じ

震
しん

に見
み

舞
ま

われた場
ば

合
あい

【グラウンドや体
たい

育
いく

館
かん

では】
・落

らっ

下
か

物
ぶつ

に注
ちゅう

意
い

しながら中
ちゅう

央
おう

へ集
あつ

まり、頭
とう

部
ぶ

を鞄
かばん

等
とう

で保
ほ

護
ご

したうえでかがみこむこ
と。

・建
たて

物
もの

や自
じ

販
はん

機
き

等
とう

、倒
とう

壊
かい

や転
てん

倒
とう

する恐
おそ

れのある物
もの

の近
ちか

くから離
はな

れること。
【海

かい

岸
がん

付
ふ

近
きん

では】
・直

ただ

ちに高
たか

台
だい

へ避
ひ

難
なん

し、津
つ

波
なみ

警
けい

報
ほう

や注
ちゅう

意
い

報
ほう

を確
かく

認
にん

すること。
・警

けい

報
ほう

や注
ちゅう

意
い

報
ほう

が解
かい

除
じょ

されるまでは高
たか

台
だい

から離
はな

れず、海
かい

岸
がん

に近
ちか

付
づ

かないこと。
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【電
でん

車
しゃ

内
ない

では】
・つり革

かわ

や手
て

すりに両
りょう

手
て

でしっかりつかまること。
・途

と

中
ちゅう

で停
と

まっても勝
かっ

手
て

に車
しゃ

外
がい

に出
で

ず、乗
じょう

務
む

員
いん

の指
し

示
じ

に従
したが

い、落
お

ち着
つ

いて行
こう

動
どう

する
こと。

【自
じ

動
どう

車
しゃ

等
とう

を運
うん

転
てん

中
ちゅう

は】
・ハンドルをしっかりと握

にぎ

り、少
すこ

しずつ減
げん

速
そく

すること。
・道

どう

路
ろ

の左
ひだり

側
がわ

に車
くるま

を停
と

めて、停
てい

車
しゃ

後
ご

はエンジンを切
き

ること。
・周

しゅう

囲
い

の状
じょう

況
きょう

を確
かく

認
にん

し、ラジオ等
とう

で情
じょう

報
ほう

を収
しゅう

集
しゅう

する。
・自

じ

動
どう

車
しゃ

の場
ば

合
あい

、ドアロックはせず、徒
と

歩
ほ

で避
ひ

難
なん

する（自
じ

動
どう

車
しゃ

では極
きょく

力
りょく

移
い

動
どう

しない）。

火
か

災
さい

発
はっ

生
せい

時
じ

（1）周
しゅう

囲
い

に火
か

災
さい

が発
はっ

生
せい

したことを知
し

らせる
・小

ちい

さな火
か

事
じ

でも一
ひと

人
り

で対
たい

応
おう

せず、「火
か

事
じ

だ」と大
おお

声
ごえ

で周
まわ

りの人
ひと

に知
し

らせて協
きょう

力
りょく

を求
もと

める。
・声

こえ

が出
で

ない時
とき

はバケツなどをガンガン叩
たた

いて異
い

変
へん

を知
し

らせる。
・火

か

災
さい

報
ほう

知
ち

機
き

や非
ひ

常
じょう

ベルがあれば鳴
な

らす。
（2）初

しょ

期
き

消
しょう

火
か

にあたる
・できるだけ小

ちい

さな火
ひ

のうちに消
しょう

火
か

にあたる。
①安全ピンに指をかけ、
　上へ引き抜き

③ホースを持ったままレバーを強く握って火元
　へ吹きかける。

②ホースをはずして火
　元へ向け

消火器の使い方

④筒先を持った人の合
　図でバルブを全開に
　する。放水の反動に
　耐えられるよう、筒
　先はしっかり持って、
　火元へ向け放水する。

③ホースを、折れやと
　ぐろのないように火
　元へ伸ばす。

①起動ボタンを押す。 ②扉を開ける。消火栓の使い方

※ 消
しょう

火
か

器
き

や水
みず

がない時
とき

は…
　火

ひ

は「空
くう

気
き

（酸
さん

素
そ

）」「燃
も

えるもの」「高
たか

い温
おん

度
ど

」という３つの条
じょう

件
けん

が揃
そろ

った
時
とき

に発
はっ

火
か

します。そのため、燃
も

えにくいものを火
ひ

の上
うえ

から被
かぶ

せて空
くう

気
き

を遮
しゃ

断
だん

し
たり、燃

も

えるものを取
と

り除
のぞ

くことができれば燃
も

え上
あ

がるのを防
ふせ

ぐことができま
す。

・初
しょ

期
き

消
しょう

火
か

は３分
ぷん

以
い

内
ない

です。３分
ぷん

以
い

上
じょう

経
た

っても火
ひ

が消
き

えないとき、または炎
ほのお

が
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天
てん

井
じょう

に達
たっ

するまで火
ひ

が大
おお

きくなったときは直
ただ

ちに避
ひ

難
なん

を開
かい

始
し

する。
（3）避

ひ

難
なん

するときは
・服

ふく

装
そう

や持
も

ち物
もの

にこだわらず、とにかく早
はや

く逃
に

げる。
・避

ひ

難
なん

する際
さい

に怖
こわ

いのは火
ひ

より煙
けむり

であるため、できるだけ姿
し

勢
せい

を低
ひく

くし、ハンカ
チやタオル等

とう

で口
くち

を覆
おお

い、煙
けむり

を吸
す

い込
こ

まないようにする。

防
ぼうさい

災情
じょうほう

報について

　災
さいがい

害時
じ

においては、正
せいかく

確な情
じょうほう

報に基
もと

づき、冷
れいせい

静に行
こうどう

動することが重
じゅうよう

要です。
　災

さいがい

害が迫
せま

っている時
とき

はもちろん、日
ひ

ごろから、防
ぼうさい

災にかかる情
じょう

報
ほう

に注
ちゅう

意
い

しておい
てください。

内
ないかく

閣府
ふ

　災
さい

害
がい

時
じ

に便
べん

利
り

なアプリとWEBサイト（多
た

言
げん

語
ご

）
http://www.bousai.go.jp/kokusai/web/index.html

気
き

象
しょう

庁
ちょう

　Multilingual Information on Disaster Mitigation
https://www.jma.go.jp/jma/kokusai/multi.html

観
かんこう

光 庁
ちょう

監
かんしゅう

修　多
た

言
げん

語
ご

災
さいがい

害情
じょうほう

報アプリ　『Safety tips』
http://www.mlit.go.jp/kankocho/news03_000111.html

大
おおさか

阪府
ふ

　おおさか防
ぼうさい

災ネット
http://www.osaka-bousai.net/pref/index.html

大
おおさか

阪観
かんこう

光局
きょく

「Osaka Info」
https://osaka-info.jp/en/page/emergency-top



指定駐輪場 避難場所 AED設置場所

新凱風館　１Ｆ
・スポーツ振興グループ

凜風館　１Ｆ
・学生生活支援グループ
・奨学支援グループ
・ボランティア活動支援グループ

総合図書館

円神館
・ＩＴセンター

誠之館２号館　１Ｆ
・ボランティアステーション
・落し物コーナー

第２学舎１号館Ａ棟
　　　１Ｆ
　　・教務センター
　　・教職支援センター
　　　２Ｆ
　　　・国際部

新関西大学会館　北棟
１Ｆ
・学生相談・支援センター
３Ｆ
・キャリアセンター事務室
・キャリアデザインルーム（進路支援室）
・就職情報資料室
４Ｆ
・保健管理センター
・心理相談室

第３学舎３号館２Ｆ
・エクステンション・
　リードセンター

新関西大学会館　北棟
１Ｆ
・学生相談・支援センター
３Ｆ
・キャリアセンター事務室
・キャリアデザインルーム（進路支援室）
・キャリアデザインラボ
４Ｆ
・保健管理センター
・心理相談室

第３学舎３号館２Ｆ
・エクステンション・
　リードセンター

第４学舎１号館２Ｆ
・キャリアセンター理工系事務室
第４学舎１号館２Ｆ
・キャリアセンター理工系事務室

千里山キャンパス窓口一覧

教務センター
［履修・成績・学籍関係窓口］　TEL：06-6368-1148
　•カリキュラム　•試験・成績　•休学や復学などの相談及び手続　•学生相談

［庶務関係窓口］　TEL：06-6368-1151
　•学生証・在籍確認票再発行　•住所変更等

教職支援センター
［教職・証明書関係窓口］　TEL：06-6368-0889
　•教職等資格取得課程　•証明書

学生相談・支援センター　TEL：06-6368-1373
　•総合相談窓口　•障がいのある学生に対する修学支援窓口

心理相談室　TEL：06-6368-0278
　•心理相談

国際部　TEL：06-6368-1174※1　•06-6368-0178※2
　•留学情報の提供・相談※1　•外国人留学生の支援※2

キャリアセンター事務室（全学生対象）  　　　　　TEL：06-6368-0162
キャリアセンター理工系事務室（理工系学生対象）　TEL：06-6368-0253
　•進路や就職、インターンシップ、キャリアプランニングに関する相談
　•求人情報、企業情報の閲覧　等

総合図書館［メインカウンター］　TEL：06-6368-0266
　•図書館利用

エクステンション・リードセンター　TEL：06-6368-0721
　•各種資格試験対策講座　•国家試験対策講座　•就職関連講座　等

学生生活支援グループ　TEL：06-6368-0157
　•クラブ・サークル活動　•学生相談　•その他学生の福利厚生

奨学支援グループ　TEL：06-6368-0255
　•奨学金

ボランティア活動支援グループ　TEL：06-6368-1229
　•ボランティア活動　•ピア・サポート活動

スポーツ振興グループ　TEL：06-6368-0254
　•体育会のクラブ活動

ＩＴセンター　TEL：06-6368-1172
　•パソコン、プリンタ、各種システムの利用・相談

保健管理センター　TEL：06-6368-1175
　•診療　•健康相談

● AED 設置場所
第１学舎１号館１階　　　　　授業支援ステーション前
第１学舎５号館１階　　　　　エレベーターホール内
第２学舎１号館１階　　　　　エントランスホール内
第２学舎２号館１階　　　　　エントランスホール内
第３学舎１号館１階　　　　　講師控室前
第３学舎３号館２階　　　　　リードセンター横
第４学舎１号館１階　　　　　女子トイレ前
第４学舎２号館研究棟 B1階　エレベーター前

第４学舎３号館１階　　　　エントランスホール内
第４学舎第１実験棟１階　　入口横
第４学舎第５実験棟１階　　入口
以文館１階　　　　　　　　ラウンジ横
尚文館３階　　　　　　　　エントランスホール内
総合研究室棟１階　　　　　エントランス内
中央グラウンド　　　　　　入口横
新凱風館１階　　　　　　　エレベーター横

KAISERS BASEBALL FIELD　トイレ入口横
千里山中央体育館１階　　　　　事務室入口横
千里山東体育館２階　　　　　　アリーナ入口横
凜風館１階　　　　　　　　　　エレベーター前
総合図書館１階　　　　　　　　入口横
ＩＴセンター４階　　　　　　　受付横
新関西大学会館北棟４階　　　　保健管理センター内
新関西大学会館南棟１階　　　　インフォメーション内
関西大学会館１階　　　　　　　受付横

100周年記念会館１階　　　　　　　プール入口
100周年記念会館２階　　　　　　　ホール入口
第一中学校　　　　　　　　　　　　プール入口
秀麗館（体育館）　　　　　　　　　エントランス入口外
第一高等学校校舎１号館２階　　　　図書室前
第一高等学校校舎１号館西側　　　　入口
幼稚園　　　　　　　　　　　　　　給湯室横
秀麗寮　　　　　　　　　　　　　　入口
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● AED 設置場所
高槻キャンパス
Ａ棟１階 高槻キャンパスオフィス入口横
Ｋ棟１階 保健室横
Ｇ棟 体育館１階通路
アイスアリーナ管理棟1階 受付入口
高岳館１階 ホール

堺キャンパス
A棟１階　 保健室横
プール準備室（プール期間中のみ）
体育館２階 アリーナ入口
Ｂ棟２階　 図書館前
体験学習エリア南側

高槻ミューズキャンパス
西館２階 インフォメーションセンター
西館９階 ミューズ保健センター
西館12階 共同研究室
東館１階 エントランス前
東館１階 初等部保健室
東館９階 中等部・高等部保健室
東館12階 地学・安全科学教室
北館２階 武道場
北館３階 プール監視室
北館４階 アリーナ
北門　守衛所
西門　守衛所 

高槻ミューズキャンパス窓口一覧

ミューズオフィス　TEL：072-684-4000
　•履修・成績・学籍等　•学生生活　•奨学金　•出納

堺キャンパス窓口一覧

堺キャンパス事務室　TEL：072-229-5022
　•履修・成績・学籍等　•学生生活　•奨学金　•出納

指定駐輪場 避難場所 AED 設置場所

西館２F
・ミューズオフィス

西館９F
・ミューズ保健センター
・心理相談室

西館３F
・キャリアセンター
　高槻ミューズキャンパス分室
・エクステンション・リードセンター
　高槻ミューズキャンパス分室

Ａ棟１F
・保健室
・心理相談室
・堺キャンパス事務室Ａ棟２F

・キャリアセンター堺キャンパス分室

高槻キャンパス窓口一覧

総合情報学部オフィス　TEL：072-690-2151
　•履修・成績・学籍等

高槻キャンパスオフィス　TEL：072-690-2161
　•学生生活　•奨学金　•出納

K棟１F
・保健室
・心理相談室
・キャリアセンター高槻キャンパス分室

A棟１F
・総合情報学部オフィス
・高槻キャンパスオフィス
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